


[image: ]
















エリート同期のプロポーズ!?


実花子












目次




エリート同期のプロポーズ!?


自慢の娘

いざ合コン！

頼みごと

高層ビルから見る夜景

恋する気持ち

男女の友情

うまくいかない

動きだしてしまう

突然の訪問者

さまよう気持ち

すれちがう夜

ハッキリ、させる？

ウソは、バレる

本当のこと

答え合わせ



番外編


帰り道






あとがき
















エリート同期のプロポーズ!?










自慢の娘




「はぁー、腰痛いー。ママ、このマッサージ機乗っていい？」

「あら、妊婦はダメじゃなかったー？　あ、危ない！」

「こらこらーっ！　暖はる人とっ！」

　母親と妹のわーわー言う声を聞きながら、私はキッチンの椅子にぐったりと座り、お茶をひと口飲んだ。

「あんまり騒ぐのよしなさいよ、お姉ちゃんが大事な仕事してるんだから！」

　騒ぐ暖人くんよりも、それを注意する妹よりも大きな声で、母親の怒鳴るような声が聞こえてくる。

『大事な仕事』という単語や、私を気遣うような口ぶり、もろもろ含めて居心地が悪いんですけど……。

　実家に帰ると毎回必ず後悔するけど、それにしても今回は嫌になるのが早い。かといって、来て早々、まさか『帰る』とも言えない。




　私の母親には、〝自慢の娘〟がいた。

　地元の進学校から、都内の名の知れた大学に進み、国内最大手の自動車メーカーに就職した娘。

　大学の名前も企業の名前も、田舎の人が聞いても分かるほどの知名度だったから、母親はもう大喜びで、親戚一同、友達、近所の人、あらゆる知り合いに触れ回った。『自慢の娘だ』『よくできた子だ』と。

　……それが、長女の私。石いし川かわ佑ゆ美み、現在三十二歳と二カ月。

　彼氏なし。酒癖悪し。友達は大切にするタイプ。今一番気になることは、アンチエイジング。一番したいことは……ここだけの話、結婚。

　そして、私の母親にはもうひとり、娘がいた。〝困った娘〟が。

　高校受験に失敗し、地元では『行くだけ無駄だ』と言われるような高校へ行き、どうにか卒業した後は地元のショッピングモール内のアパレルショップで働き始め、二十歳になったと同時に、同い年の彼氏とできちゃった結婚。

　母親は『恥ずかしくてしょうがない』『石川家の恥だ』と散々ケンカし、よく揉もめていた。

　……それが、私の妹。菜な緒お。現在二十六歳。

　今や二児の母で、子どもは、幼稚園年長さんで五歳の女の子・愛あ姫きと、幼稚園年少さんで三歳の男の子・暖人。そして、現在は第三子妊娠中だ。




　――あれは、いつのことだったか。

　私は、ひとり暮らしをしている都内のアパートから、実家に帰ってきた。田舎の特徴として、『玄関の鍵ってなんですか？』があるが、案の定、玄関の鍵は空いていた。

「ただい……まぁ」

　私が帰ることは伝えてあったし、チャイムを鳴らすのも他人行儀のようで、そのまま家に入っていくと……。

「そうなのよー」

　奥のリビングから、母親の声が聞こえた。誰かと電話で話しているようだ。

　その声を聞きながら、お、今日も元気そうだな、と思う。

　私は、お土産のフルーツタルトを冷蔵庫にしまうため、そのまままっすぐキッチンに向かった。

　受話器を持った母親はご機嫌で、ペラペラとなにやら主導権を握ってしゃべっている。私の存在にはまだ気がついていない。

　そっと開けた冷蔵庫は、なぜかバターが二箱も入っていたりとかなり乱雑で、タルトの箱が入るスペースを確保すべく、中の物を整理するしかなさそうだった。

「でねー、そうそう、うちもよー！」

　母親の電話はかなりの盛り上がりを見せており、だいぶ離れた私のところまでよく聞こえた。

「ね、ほんっとに困っちゃう、うちの娘も」

　あ、まただ。

　私は今まで幾度となくこの言葉を聞いてきた。なんなら暗唱できるくらいだ。

　いくらなんでも、菜緒がかわいそうだよ。本当は私のことより何倍も菜緒のことをかわいがっているくせに、こういう時だけダメな子扱いするんだから。

　若いうちに結婚して、『どうせすぐ離婚する』と言われていたけど、なんだかんだと旦那さんと頑張っているのに。かわいい子どももしっかり産んでいるのに。まぁ、バリバリのキラキラネームなのは、ご愛あい嬌きょうってことで。

　母親の手法はもう分かっている。そうやって妹をこき下ろした後、決まって『それに引き換えお姉ちゃんはね……』と、私の自慢をする。というか、私の自慢をしたいがための前振りとして、妹のダメさ加減を嘆いている気もする。

　あまりにも菜緒のことを悪く言うので、まぁまぁと諫いさめるのは私の役目だ。

　本当は、しっかりと温かい家庭を築き上げて安定した生活を送っている菜緒のことがうらやましい。ひと昔前に流は行やった〝勝ち組〟〝負け組〟みたいな話になって、単純に将来のことが不安になると、菜緒の明るい屈託のない笑顔を思い出しては、いいなぁとも思う。

　だけど、なかなかそれは口には出せない。口に出してしまうと、『私の人生、失敗でした』『妹の菜緒みたいになりたかったです』と認めてしまうようなものだから。

　こればっかりはしょうがないよなぁ、と思いながら、どうにか冷蔵庫の整理を終える。お土産の箱をすっぽり収め、さて自分でお茶でも用意するか……と食器棚を開けて湯ゆ呑のみを探していると、少しトーンダウンした母親の声が耳に引っかかった。

「うん。そうなのよ。結婚どころか、恋人もいないのよー！　やっぱりダメね、仕事仕事ってそればっかりになると」

　……はい？

「男勝りにガツガツ仕事して、どうするのかしらね。やっぱり女はなんだかんだ言っても、子どもを産んで一人前ってとこあるしねぇ」

　……あれ？　もしかして、これって私の話？

「うん、うん。そうなの。下の子はね、そう、女の子と男の子。そーそー、あはははははは、三人目もね、うんうん、あはは、かわいいわよぉ、そりゃ」

　やばい、ここにいたらまずい。いったん出直そう。

　未だ私の存在に気づかず、なにやら夢中で話している母親にどんな顔をすればいいか分からなくて、私はそっと家を出た。

　単純にショックだった。別に、両親に誇りに思われていようとなんだろうと、私は私で変わらない。だけど、〝自慢の娘〟はいつしか、いい大学に行き、いい会社に勤め、いい歳になっても結婚もせず、彼氏すらいない私ではなくなっていた。実家の近くのアパートに住み、工場で主に缶詰やスプレー缶を作っている旦那と仲よくやって、ポンポンと子どもを産んで育てている菜緒になったのだ。

　学生の頃は『男の子なんかと遊ばず勉強しろ』しか言わなかったのに、今となっては『誰かいい人いないの？』って、勝手だよね、それ……。

　私だって、親の言うことを守ろうともせず自由奔放な菜緒がうらやましかった。門限を守らずバイトをして、そのバイト先の派手めな友達とつるんだりして、すごく楽しそうだったし、母親だって、なんだかんだと言いつつも、どこか『しょうがないわねぇ』といった雰囲気だった。私が菜緒と同じことをしたら、絶対に許さないくせに。

　私は昔のことを思い出しながら、実家の近くをぐるぐる歩き回り、行き場のない怒りをどうにか鎮めてから、ようやく母親の元へと戻ったのだ――。




　ふと気がつくと、愛姫ちゃんがこっちをじっと見ている。

「佑美ちゃん、どうかしたのー？」

　五歳ともなると、女の子は特にしっかりしている気がする。

「ん？　ちょっと考え事をしていただけだよ」

　まさか『アナタのおばあちゃんに複雑な思いを抱いた時のことを思い出していたのよ』なんて言えるわけがない。『アナタのお母さんを下に見て、なんとか自分に折り合いをつけてきたけれど、本当はずっとうらやましいと思っていたのよ』とも言えるはずはない。

「お仕事、終わったの？　まだ忙しい？」

　そうだった。実家に来たはいいけれど、子どもたちの幼稚園が臨時休園だったらしく、『妊婦だからふたり見るのはキツいー』と、妹が甥おいっ子と姪めいっ子を連れてきたので、私はキッチンに避難したのだった。『仕事があるから』とノートパソコンを持ち込んで……。実際は、まとめサイトを見たりお気に入りのコラムを読んだりして遊んでいたのだけど。

　パソコンに向かって仕事だと言えばあっさり信じてくれる母親と妹でよかった。

　愛姫ちゃん、暖人くんは、本当にかわいい。だけど、最近の妹は少し苦手だ。なぜなら、他人がオブラートに包んで投げかけてくる類たぐいの質問、要するに『まだ結婚しないの？』とか『子どもは産まないの？』といったデリケートな部分に土足で踏み込んでくるから。いや、身内だからこそ本音を言ってくれているのは分かっているつもりだけれど……。

「こらー、愛姫、佑美ねーちゃんの邪魔しちゃダメよ」

　ドスドスと音を立てながら、菜緒がこちらにやってくる。

「ごめんねー、お姉ちゃん。もー、最近生意気で困るんだよね！　あ、これ食べる？」

　手には、リビングで母親と食べていたであろう、大きめのどら焼。

「いや、大丈夫だけど。アンタこそ、平気なの？」

　いくら妊娠中とはいえ、この前会った時より確実に丸くなっているフォルムを、まじまじと眺める。

「今ねー、妊婦のダイエットが問題になってるんだよー！　産後に体形崩したくないからってダイエットするんだって。んで、お腹の子に栄養がいかないのー！　それって間違ってるよね！」

　いや、だからってアンタがバクバクと甘いものを食べていい免罪符にはならないでしょ。『ひとり産むたびに五キロずつ戻らない』と嘆いていたので、もともとより十キロ増えたところからのスタートなのだろうけど、それにしても……。

　結婚前よりふんわりと柔らかくなった妹のボディラインをもう一度見つめる。迫力がだいぶ増した気がする。

「そんなことよりもさ！」

　急に妹の語気が強まって、次になんの話が始まるのか予想できてしまう。

「愛姫と暖人に、イトコが欲しいんだけど！」

　はい、来た。予感的中。最近は顔を見るたびに言われるんだよね。遠回しだったものが、最近ではド直球をびしばしと。

「パパの弟くんはまだ学生だし、切実なのよねー、こっちも」

　なにを言ってるんだか。『切実なのは私でしょ』……とは言い返せず、黙っている私に、妹の攻撃が続く。

「子ども、かわいいよぉ。産めるうちに産んどいたほうがいいって。いつまでも若くないんだし、早いうちのほうが体力的にも楽チンだし」

　淀よどみなくしゃべっているのに、なぜか妹の手元のどら焼はどんどん小さくなっていく。それをマジックショーでも見るような不思議な気持ちで見つめながら、心の中で反発してみる。

　知っています。私だって、そう思っています。……だけど、相手がいないんだもん。それを探すところからだよ？　イトコが欲しいってアンタ、何段階先の話をしているのよ……。

　でも、その場でそれを言っちゃうと、負けって感じがするじゃない？　『お姉ちゃんカワイソー』みたいな流れになるんでしょ？　それは、嫌。本当に妹をうらやましいと思ってしまっている私にとって、その無む垢くなひと言は突き刺さるよ。

　私はパタンとノートパソコンを閉じながら、申し訳なさそうな表情をしてみせる。

「今は仕事のほうが楽しいんだよね。ごめん、お母さん。私、やり忘れてた仕事があって……あっち戻るわ」

　目の前の妹ではなく、敢えてリビングにいる母親に向かって声をかける。

「えー、来たばっかりじゃないの」

　暖人くんを抱きかかえながら母親が顔を出す。しかし、そんなに強くは引き留めていないのが分かる。「よいよいよい」と、暖人くんをあやす手は止まらなかった。

　帰りの電車に揺られながら、ホッとしている自分に気づく。

　田舎では、三十二歳・独身女子は、非常に肩身が狭い。いくら全国区のテレビＣＭをバンバン流しているような、年商、実績、人気のどれをとっても業界トップを誇る自動車メーカーの総務部に籍を置き、それなりに働いているとしても、だ。

　地元に帰るたびに一緒に飲んでいた友達も、気がつけばほとんどが結婚してしまい、『○日に帰るよー！』と連絡しても、今までのように『オッケー空けとく！　飲み行こっ！』ではなく、『昼間ならなんとか大丈夫！　家に来てもらってもいいかなぁ？』とか『授乳中で……しばらくお酒飲んでないなぁ』とか『いいなぁー、佑美は自由に出歩けて。私なんてさ、この前……』と、愚痴と見せかけた〝結局、平凡な人生が一番よね〟自慢とも受け取れる返事が来るようになり、私もよほど気力と体力に余裕がないと連絡しないようになってしまった。

　どこでどうしてこうなっちゃったのかなぁ、とふと思う。

　私だって、小さい頃はごく普通の未来を夢見ていた。大きくなったらお嫁さんになりたいな、と。

　学生の頃だって思い描いていた。女の子と男の子、ひとりずつ欲しいなぁ、と。いったん仕事を辞めて、子育てが落ち着いたらパートでもしようかなぁ、なんて。

　玉たまの輿こしに乗りたいわけじゃない。贅ぜい沢たくな暮らしなんて望んでいない。だけど、愛さえあればどんな苦難でも受け入れるわ！ってほど盲目にもなれないので、今までくらいの生活水準を保てるなら、それで充分、上等です。

　……私、高望みしてないよね？　ごくごく普通の人生設計だよね？

　自宅の最寄り駅に着くと、イートインスペースのある駅前のパン屋でパンとコーヒーを買う。

　ガーリックバターのプチバケットと、三種のベリーのタルト。ホットコーヒーは、ブラックで。この前、食べていく気満々でパンを四つ買ったら、確認せずにお持ち帰りにされたトラウマがあり、パンはふたつだけにしておく。

　……でも、確かに四つはやりすぎだったかもしれない、と思いながら、外に面してずらりと並んだひとり用スペースに腰を下ろす。

　落ち着いたところで、はぁーと思わずため息が口をつく。

　昔は、ひとりでお店になんて入れなかった。ひとりランチは絶対に無理、カフェでお茶することさえも落ち着かなかった。

　それが、どうよ。今ではひとりの時間が一番ホッとする。『ひとりじゃ無理』なんて甘えたことを言っていられなくなった、というのもある。

　昔は、急に思い立ってペンションに友達十人で予約して泊まったりもしたけれど、次第にひとり、ふたり……と減っていった。皆、結婚して、旦那の転勤についていくとか、近くにいても子育てが忙しいとか。自分たちの友情は絶対だと思い込んでいたけど、そんなことはなかったみたいで……。

　誘いを断られるたびに、『そっかー、じゃあ仕方ないよね』と言いつつ、自分はそんな結婚ごめんだな、と思っていた。自由に友達とも遊べないような、家に閉じ込めるような旦那は捕まえたくない、と。そんな人と結婚する子の気が知れない、と。

　これまで私は、ビッグウェーブを二回ほどやり過ごしてきた。

　第一波は、二十五歳頃だったと思う。急にバタバタと周りの友達が結婚した。

　私なりに分析した結果、仕事をし始めてちょっと落ち着いた頃だとか、彼氏が何歳か年上で『そろそろ結婚しないか』と言いだす時期だとか、『三十歳までに子どもを何人か産んでおきたいし』みたいな動機からだったのだと思う。

　そして第二波は、三十歳の頃。正確には、三十歳になる直前の時期。やっぱり二十代と三十代は大きな違いがあるようで、〝駆け込み〟という言葉がピッタリな勢いで、再びバタバタと結婚していった。

　彼女たちはとにかく〝結婚する〟ということが先決で、義両親と同居だとか、旦那の収入がよくないとか、ギャンブル好きだとか、いずれなにか問題が起きそうな悪条件はまったく気にならない様子だった。

　……なーんて、さも静観しているような口ぶりだけど、なんのことはない。私は、第一波にも第二波にも乗る気満々で乗りきれなかった、落ちこぼれサーファー。気がついたら、ビッグウェーブは遥はるか彼方だった。

　とはいえ、残された海は凪ないでいて、それはそれでとっても居心地がいい。今は、同じくビッグウェーブを取りこぼした何人かと、それなりに楽しくやっている。

　けれど、皆〝最後のひとり〟にだけはなりたくないと心のどこかで思っていて……。あぁ、結婚したい。したいしたい、結婚したーいっ!!

　例えばの話だけど、もしも私に結婚が決まっていたら、一日中ご機嫌でいられるんじゃないかな。仕事で後輩のミスのしわ寄せが来ても、友達に遊ぶ予定をドタキャンされても、ヒールの踵かかとがポキッと折れても、毎日毎日雨が続いても。どんなに嫌なことがあってヘコんでも、『私はもうすぐ結婚するし』って、簡単に浮上できるんじゃないかな。

　そこまで単純ではないにしても、ある程度の効果はあるはず。毎日鼻歌が出ちゃうくらいの、周りに自然と優しくできちゃうくらいの。……なんだろう、滲にじみ出る幸せ、みたいな？

　だから、逆に今は……どんなに友達と息ができないくらい爆笑していても、仕事で成果を出して褒められても、かわいい服をバーゲンでお得に買えても、心のどこかがひんやりと寒い。『私が欲しいのはこれじゃない！』って、叫び出したい気持ち。

　もちろん、結婚すればそれですべて丸く収まるなんて気楽なことは思っていない。既婚者の友達から聞かされる話は、マニュアルでもあるの？ってくらい似たり寄ったりで、大なり小なり皆いろいろ抱えているから。

　だけど、それでも私は無事に結婚できたら、それに甘んじて大小さまざまな問題を思う存分悩ませていただこうと思う。

『うちの旦那、また酔っぱらってリビングで寝てるのよー！』

『うちの子、ほんっとに勉強しないから、いよいよ塾かなぁって思うの』

　脳内でのシミュレーションはばっちりなんだけど。

　リアルな感じが出ていると、我ながらその出来に感心していると……。

「佑美、なにやってんの!?」

　不意に聞き慣れた声で名前を呼ばれて振り返ると、そこには私と同じ総務部に所属する、同期の山やま崎ざき志し帆ほの姿。

「……志帆こそ！」

　実家で打ちのめされた帰りだったので、よく知っている顔が見られてなんだかとっても嬉うれしい。

「隣、空いてる？」

「もちろん、どーぞどーぞ」

　スツールの上に無造作に置いたバッグと薄手の上着を慌ててよけつつ、なんとなく見ると、志帆の持っている焦げ茶色のトレイには、ホットコーヒーのみ。

「いったいどうしたの？　こんなところで」

「こっちのセリフだよー！　だって、『今週末は久々に実家に顔出さなきゃー、やだー』って言ってなかったっけ？」

　あぁ、そういえばそんなことを愚痴った気もする。

「いや、それがさぁ――」

　妹の〝イトコが欲しい攻撃〟をひと通り話す。本当はそんな妹をちょっとうらやましいと思っていることは、志帆にも言えなかったけれど。

　そんな私のしょうもない話を笑って聞きながら、志帆がふと時計を見た。

「てことは、今日はこれから暇？」

「うん、暇だけど……どした？」

　すると志帆が、パンッと勢いよく両手を顔の前で合わせる。

「お願いっ！　佑美、今から付き合って！」

「……ど、どこによ」

「合コン……」

「ええ!?」

　狭い店内だということを配慮して、出していいと思われる音量ギリギリで叫んでみる。

　実は、私と志帆、そして同じく同期の白しら里さと摩ま耶や、伊い藤とう慎しん吾ごを加えた四人は、本社勤務の二十一人の同期たちが次々と結婚していく中で残った独身チーム。中でも志帆と私は、『三十歳を過ぎたら合コンに参加するのはいろいろな面できついよねー！』と言い合っていたので、今の発言にはかなりビックリした。

「どういうことよー！　いつも摩耶にあんなこと言っておいて」

　同じ独身チームの中でも、摩耶は唯一『私は今すぐにでも結婚したい！』と公言。『合コンに年齢制限はない！』と言い放ち、週末だけでなく、平日もせっせと合コンしまくっている。

「違うのよー、今回は訳があるのよー」

　志帆は〝お願いポーズ〟のまま、動こうとしない。

「分かったから。とりあえずその訳とやらを聞くから、お願いポーズやめなよ」

　よくよく見れば、志帆はずいぶんとかわいらしい服装をしている。職場では見たことのない、柔らかそうな素材のパステルピンクのワンピース。

　そこにツッコミは入れず、ひと通り話を聞く。

「――要するに、今日ご飯を一緒に食べるはずだった友達に、急きゅう遽きょ『気になる人がいるから皆で飲みたい』とお願いされて仕方なく了承したはいいけれど、ひとりじゃ心細い、と……」

　うんうんと頷うなずく志帆。

「私の友達もタメだからさ、合コンでの自己紹介はしやすいと思うんだけど、男子側が急に三人に増えたって言うからさー」

　その気持ちは、痛いほど分かる。

『二十四歳です！』

『二十三歳でーす！』

『……さ、三十二歳でっす！』

　そんな流れは、まさに生き地獄だもの。男性からは対象外認定されて、その後の会話でも蚊か帳やの外になることは間違いない。自分自身にも売れ残りだという自覚があるから余計につらい。

「どうせ、その友達の気になる人以外はさ、ろくなの来ないじゃん？　そしたらもう、ふたりで楽しく飲もうよ！」

　せっかくパステル系の色味をまとっているのに、興奮気味にテーブルを雄々しくドンと叩たたき、志帆が言う。

「ん、なるほど……」

「で、万が一、素敵な人がいれば超ラッキーじゃん!?」

「た、確かに……」

　志帆の勢いに気け圧おされつつも、言っている内容に納得してしまう。確かに、ダメならダメでふたりで楽しく飲んじゃえばいいもんね、という気がしてくる。

「ね、じゃ、一緒に行こ？　おーねーがーいっ！」

　さっきの〝お願い〟ポーズのまま、ぐいぐいと迫ってきて、もう志帆の合わせた両手が私のおでこにつきそうになっている。

「あ、でも私、実家帰りの色気もそっけもない格好だしさ……」

　そう言いながら、思わず自分の全身を確認する。

「大丈夫、飲み会は夜七時開始よ！」

　ふたり同時に店内の壁掛け時計に目をやる。

　……午後五時十五分。

「よし、買い物行こう！」

　バタバタと店を後にする。

　こういう逃げ場のないぐらいの勢いがないと、三十二歳はもう合コンなんて行けないよね。よし、こうなったら今夜はこの波に乗ってみるか……恋愛サーファー（自称）！










いざ合コン！




「……来なきゃよかった」

　私は、心の底から切実に呟つぶやいた。

　忘れていた。年齢だけが問題なわけじゃない。私ってば、もともと合コン大嫌いなんだった。あの、見知らぬ人に残酷に値踏みされるというか、品定めされる感覚がどうしても嫌で。

　取り分けられた途端、急にショボくなりおいしくなさそうなオーラを放つタイ風チャーハンをもそもそと口に運びながら、私は後悔の波に呑まれていた。

　……恋愛サーファー、今夜も撃沈。

　そんなくだらないことを考えながらマリブパインをひと口飲む。そして、そうっと辺りを見回す。

　志帆と共に指定されたお店に来たまではよかった。それなりにドキドキもしていた。

　アジアンテイストをいい感じに盛り込んだお店には、既に他のメンバーが到着していた。

　志帆の学生時代の友達だという、えらくかわいらしい『みっちゃん』（本名もかわいらしかったけどすっかり忘れてしまい、皆が呼んでいる妙に昭和の香りのする愛称のみ把握）、みっちゃんが狙っているのがバレバレの『この中なら、などの消去法ではなくて本当に正統派だな』とひと目で分かる、すらりとした身長に彫りの深い甘めの顔立ちのイケメン、そのイケメンに『合コンしてくれ！』と頼み込んだんだろうな……と想像のつく、〝その他大勢〟としか言いようのない面々。

　しかもなぜか、その他大勢は四人もいて、男五人、女三人という男女比率が中途半端な人数で合コンはスタートした。

　その他大勢は、どうやら普段から本当に飢えているらしく、モテない人たちの『どうせ誰ともカップルになれないのなら、せめてこの時間内だけでも女子と触れ合いたい！　あわよくば仲よくなりたい！』という卑しい気持ちが全面に出ていて、〝男女バラバラに座る〟というしょうもない提案をされてしまった。

　そもそも今回は誰しにも平等な合コンではなく、みっちゃんとイケメンが仲を深めていくステップのひとつとして、〝お互いの友達を誘い合っての飲み会〟という形なわけだから、唯一話したいイケメンは対象外。

　私に許されているのは、その他大勢との触れ合いのみ……って、この状況でテンション上がるポジティブちゃんがいたら、会ってみたいもんだわ。

　案の定、イケメンとみっちゃんはがっちり隣同士の席に座ってなにやら話し込んでいるので、私はこうなったら志帆と、その他大勢を観察しながら飲食に徹するしか楽しみはない。

　それなのに志帆ともうんと離されてしまい、乾杯の前から帰りたい気持ちで胸いっぱいだった。

　なにが悲しいって、その他大勢からの案の定の値踏みの目線。かわいいみっちゃんが第一希望だけど、イケメンのモノだから、それ以外で選ぶか……みたいな。志帆も、みっちゃんほどではないけど、私よりうーんとかわいい。ということは……この中で私は、その他大勢よりもつらい〝圏外〟。

　この露骨にランキングされる惨めさ、久しぶりに味わう。あー、来なきゃよかった。

　そんなわけで私は、開始から現在に至るまで、ひたすら帰りたいと願っているところ。なんの下心もないから、躊ちゅう躇ちょなくトイレにも行けてしまう。

　アジアンテイストなお店にありがちなトイレのちょっと安っぽい感じにすら、今の私は癒される。

「はー」

　トイレの薄暗い照明の中、ゴツい木枠の鏡に映る自分を見てみる。

　そりゃさ、〝超絶美人！〟とかではないけど、人様に不快感を与えるほどではないと思うんだよね。これまでの人生において普通に彼氏もいたし。

　身長・体重はごく普通。少女漫画のようなくりくりキラキラの目ではないけれど、よく『すっきり切れ長の目がキレイ』と褒められるし。鼻が若干低めなのはご愛嬌ということで。

　料理だってそれなりにできるし、『お肉を洗剤で洗っちゃったー』みたいな逸話も持っていない。子どももそれなりに好きだし。イケメン！　外車！　大富豪！……とか求めているわけじゃない。

　それなのに、なんで結婚できないんだろ。

　いくら考えても結論なんて出ないから、またあそこに戻るしかない、今日の私。重い足取りでトイレのドアを開けると……。

「帰りたーい」

「えっ!?」

　ふいに声がして、ビクッとなる。恐る恐る振り向くと、みっちゃんが狙っているイケメンが立っていた。

「帰りたーい、って顔に書いてあるよ」

「ウソ！」

　思わずほっぺを手で押さえる。

「あはは、んなわけないじゃん。かわいいね、まゆみちゃんって」

　……まゆみちゃん？

　キョトンとしてしまう私。

「まゆみちゃん、かなり退屈してるでしょ？」

　誰と間違ってるの、この人。

「私……石川、佑美です」

　すると、イケメンの余裕の表情が焦りに変わる。

「え？　あれ、ごめん！　……佑美ちゃん、か……俺としたことが……」

　普通ならムカつくところだけど、ここまでのイケメンなら許せてしまう。

「大丈夫です、むしろどっちでもいいです」

「なんでそんなに投げやりなのさ。こうなったら、〝まゆみちゃん〟を俺だけの特別なあだ名にしてもいい？」

　……人の名前を間違って覚えていたのをそんなふうにすり替えるなんて。このイケメン、ただ者じゃないかも。

「あんまり嬉しくないんですけど」

　答えながら思わず一歩後ろに下がる。

「お手洗いだったら、この奥ですよ」

「ん……」

　イケメンが急に真顔で私の首元にすっと手を回してきたかと思ったら、ぐいと強く引き寄せられる。すぐ目の前には、イケメンの顔。

　近すぎる！と、とっさに首をすくめてイケメンから身体を離し、二、三歩後ろに下がる。すると……。

「これ」

　差し出されたイケメンの手には……なにかのタグ。

「アンサンブルサマーニット、ミントグリーン、Ｍ、３９８０円」

　朗々と読み上げるそれはまさに、さっき志帆と買って慌てて着替えた私の服のタグ。

　いやああ！　つけたままだったのね……。

「あ、ちょ、それはその……違うんです」

「買い物上手だね、すごいじゃん、これ」

　悪気なく微ほほ笑えむイケメン。

　タグには赤い文字で【３９８０円】と書かれており、もともとの５９８０円もしっかり見えている。

　セール品を買ってそのまま着てくるとか、とんでもない女だと思われてるよね……。

　もともとこのイケメン狙いではないけれど、それでもやっぱり女としてけっこうなダメージだ。

「いや……急にさっき誘われて決まったから……」

　なんとなく言い訳までしてしまう。

「あ、萌沙みもざに強引に誘われた系？」

　……ミモザって誰？

「アイツ、かなり強引だよね。俺も、さっきからずっとやんわり断ってんだけど、なかなか通じなくてさー。なーんかすっかり彼女気取りで離れないから、息抜きに抜け出してきたってわけ」

「萌沙って……みっちゃんのこと!?」

　思わず大きな声を出してしまう。

「今知ったの!?　なに、まゆみちゃんはサクラ？　雇われたの？」

　イケメンがなにやら楽しそうに聞いてくる。

「あ、違う違う。みっちゃんと志帆が友達で、私は志帆の友達で……」

「無関係なのに駆り出されたってやつかぁ」

　うんうんと頷く。

「どうりでね！　納得だわー、つっまんなそーにしてたから」

「あ、雰囲気悪くしてました？　すみません」

　さすがに、傍から見て分かるくらいつまらなそうにしていたのなら申し訳ない、と首をすくめる。

「いや、ぜーんぜん。だって楽しくないよね、今日の飲み会。さて、そろそろ行かないとまずいかな」

　私にいたずらっこのような顔でウィンクをしてみせた後、気だるそうに肩に手を置き、首をコキコキと鳴らすイケメン。

　確かに、あんまり長い時間ふたりで抜け出していると、あらぬ疑いをかけられそうだ。

「それとも、一緒に抜け出してどこかへ行こうか？」

「へ!?」

「冗談だよ、じょーだん！　ほんっとにかわいいね、まゆみちゃん」

　……ダメだ。私、こういう軽い人、苦手かも。

「あの、先戻りますね。えーと……」

　人差し指を立て、顎に当てながら考える。イケメンの顔をよく見ながら思い出そうとするのだけれど、なかなか名前が出てこない。

　イケメンが、キレイなその目を見開く。

「俺の名前、知らないの!?　さっき、ちゃんと自己紹介したんですけど」

「……いや。脳内ではなんとなく、イケメンだな、としか」

　私の言葉を聞いて、イケメンが爆笑する。

「やばい、ダメだ、面白すぎる！　なに、その適当な処理能力。俺ねー、割とモテモテなんだよ？」

　……でしょうね、かっこいいからねぇ。

「すげーなー。面白いなー、まゆみちゃん」

　イケメンは涙を流さんばかりに笑っている。

　なにがそんなに面白いのか理解できない私は、ただそれを見ているしかない。

「俺ね、林はやし田だ涼りょう介すけ。よろしく。涼介でいいから」

　トイレに続く廊下で、今さら自己紹介。

「あ、私は石川、佑美です」

「さっき聞いたっつーの！　あーダメだー、やっぱおもしれー！　じゃあ、後でね、まゆみちゃん」

　そう言って、イケメンこと涼介くんは笑いながらトイレに向かっていった。ドアの向こうでは、飲み会がつまらないと言っていたわりには鼻歌のようなものが微かすかに聞こえる。

　私はなんだかものすごい疲労感に襲われつつ、急いで皆の元へ戻った。

　涼介くんが不在でどんな感じか……と心配していたけど、なんのことはない、志帆とみっちゃんはそれなりにちゃんと男子たちをあしらって楽しそうにやっていた。

　私の姿を見ると、志帆が駆け寄ってくる。

「ごめんね。佑美、疲れたでしょ」

「いやいや、志帆が謝ることないでしょー」

　小声で話す私たち。

「ね。涼介くんとなにかしてたの？」

「なんでそうなるわけ!?」

「みっちゃんが、ふたりが遅いってヤキモキしてたからさー」

「するわけないじゃん。みっちゃんが狙ってんのに。私、志帆の友達を敵に回したくないよ」

「いや、佑美が本気で狙いたいなら遠慮することはないけどね。そんなことで崩れるような友情ならそれまでってことよ！」

「とにかく、ないから」

　ヒソヒソ話を続ける私たちのところにみっちゃんがニコニコとやってきた。

　きっと、涼介くんとなにかあったのか探りを入れるためだろう。

　ちょうど入れ違いに、志帆がその他大勢の中でも『まぁ、まだマシか』という感じの人に話しかけられ、応じ始めた。

　こうなったら、先手必勝だ。

「みっちゃん、あのイケメンとお似合いだよ。頑張ってね！　私、応援してるから！」

「……お似合いかなぁ？」

　みっちゃんも同じく小声で、恥じらいながら言う。

　やだ、かわいい。

「うんうん、超お似合いだよ！　絵に描いたような美男美女だもん！」

「……ありがとう。ねぇ、佑美ちゃんは誰かいい人いた？」

『なに言ってるの、いるわけないじゃん。周りを見てみなさいよ』という言葉を呑み込む。

「いや、実は私、他に好きな人いるんだよねー！」

「あ、そうなの!?」

　明らかに嬉しそうに食いついてくるみっちゃん。その素直さは純粋にうらやましい。

「うん、今日は人数合わせで志帆に呼ばれて来ただけだし」

「そっかー、私のためにごめんね、ありがとう。今度ゆっくり志帆と三人でご飯食べよ！」

　急にみっちゃんの醸し出す空気が変わる。探るようなオーラは消え、ニコニコと心の底からご機嫌な様子。『ライバルかも』から、『どうやら害がないようだ』と分かってからの変わり身の早さといったら……『さすがです』としか言いようがない。

　でも、私も同じようなものかもしれない。狙っている人がいたら、ヤキモキするのは当たり前。ましてや、初めて会った子とのないに等しい友情よりも、男を優先するに決まってる。

　みっちゃんはまだ、いいほうだと思う。たちの悪いタイプだと、いくら言っても聞かなくて、いつまでも疑う子とかいるし。

　そんなことをぼんやりと考えていると、ふいに私のスマホが手元で震える。

「ね、その好きな人からじゃないの!?」

　みっちゃんが興奮気味に私の腕を掴つかむ。

　勢いに気け圧おされて、ディスプレイもろくに見ずに思わず頷いてしまう。

「キャー、早く早く、出なよ！」

　じゃあ、ちょっと……といったジェスチャーでスマホを持ってその場を離れる。

　レジ前の広いフロアに出てから改めてスマホを見てみると、着信ではなく、ただのメッセージだったことに気がつき、そのまま開いてみる。

【報告。ついに、デートできることになった。佑美のこと、嫁にもらってやれないかも。約束守れなくてごめんな、なんて。とりあえずまた後で！】

「……バーカ」

　思わずスマホに向かって呟く。

　メッセージは、会社の同期の慎吾からのものだった。

【おめでとう！　私も今志帆と合コン中で、イケメンに口説かれ中。お嫁にもらってもらえなくて残念だわ。とにかく、おめでと！】

　急いで返信し、席に戻る。

　その間に涼介くんが戻ってきていて、またしてもみっちゃんがガッチリ隣をキープしていた。

　さっきはその気がないようなことを言っていたけど、こうやって客観的に見ても、かわいいみっちゃんに微笑みかけられた涼介くんはまんざらでもなさそう。うん、やっぱりあのふたりはなかなか絵になっている。

　スマホがまた震えていたけど、きっとまた慎吾からで、『よかったな』と無邪気な言葉が入ってるに決まっている。

　見栄を張って『口説かれ中』なんて入れてしまったことをちょっぴり後悔しつつ、スマホを見ずにバッグにしまうと、飲みかけのまま放置していたカシスオレンジを飲み干した。

　約束かぁ。

　ふと、さっきの慎吾の言葉が浮かぶ。

　そう。私と慎吾は、ずいぶん前に〝約束〟をしたのだ。

　まだその約束を覚えていたのが私だけではなかったということへの嬉しさと、約束が効力を失うかもしれないということへのわずかな悲しみと不安で、私は複雑な気持ちになる。飲み干したカシスオレンジは妙に苦くて、私は少し泣きそうになった。




　――その約束をしたのは、約二年前……私が三十歳になった時のことだった。

　私の誕生日は四月なので、会社の歓迎会やらお花見やらで、やたらと飲み会が多かった。あの時も、確かどんぴしゃに誕生日当日、所属している総務部の飲み会だった。三十歳の誕生日の直前に当時の彼氏と別れた私にとって、かえってありがたかったのを覚えている。

　その後、同じく社内の人たちと飲み会だった同期の慎吾と飲み直すことになった。

　慎吾は入社直後……どころか、下手したら入社試験の途中から、『すごい人がいる』と噂うわさの的になっていた。当初は、その『絶対素しろ人うとじゃないですよね？』と言いたくなるような長身、クールで端正な顔立ち、それなのに柔らかい物腰、というパーフェクトな様子に女子社員が騒いでいるのが大部分だったけれど。

　そして、新入社員では異例の企画部に配属。与えられた仕事をこなす速度とその内容の的確さは周囲のエリートな先輩たちに勝るとも劣らない、という評判は、今まで何度も耳にしてきた。

　そうなると大抵、本人自身は冷酷だったり、人を愛せないみたいな人格障害がありそうなものだけれど、慎吾は気さくで話も面白く、整いすぎているくらいの顔をくしゃくしゃにして楽しそうに笑うものだから、いまだに女子社員の憧れの的だ。

　そんな慎吾と、よく行く居酒屋でお決まりの中ジョッキのビールで乾杯をし、慎吾が適当に注文した軟骨の唐揚げやたこわさをつつく。

「星ほし野の、結婚決まったな」

　軟骨の唐揚げにレモンを絞るという私以上の女子力を発揮しながら慎吾が言った。

「本当だね、また減っちゃったよ、独身チーム……」

「いや、でも星野はこれからも変わらず飲み会には出られるだろ」

「だね、奥さん優しそうだったもんね」

　ちょうど数日前に、私たちは同期の星野くんの結婚お祝い飲み会を皆でやったばかりだった。三十歳ということもあって、例の結婚フィーバー第二波まっ最中だったため、私たちの周りでは自然とそんな会話になることが多かった。

「どーすんだよ、佑美」

「慎吾こそ、どーすんのよ。マドンナ狙いなんでしょ？」

　なんとなく慎吾の表情を窺うかがいながら聞いてみた。

　独身チームは、言うほど焦っていないくせに、顔を見れば『お前はどうするんだ』と言い合うのがお約束。でも、独身チームのスタンスとしては、それが正しかったと思う。

「そりゃあマドンナ狙うだろ、男に生まれたからには」

　ぐいっとジョッキをあおり、ドンとテーブルに置いてから大げさに胸を張って言う。

「ほんっと、バカだねぇ……」

　慎吾は、その頃から今に至るまで、社内で『マドンナ』と呼ばれている、ものすごくかわいい人のことが好きなのだ。

　秘書課に所属していて、そのかわいらしさからすぐに有名になった、森もり嶋しま沙さ耶や香かちゃん。私の七歳下で、当時はピチピチの二十三歳。

　片手で掴めそうなくらい小さい顔なのに、ぱっちりクッキリの二重の大きな目。その周りをくりんとしたまつ毛がしっかりと縁取って、とっても印象的。さらに透き通るような肌に、長い手足、サラサラのロングヘア、小さいお尻、だけどしっかり揺れる胸。ニコニコと感じもよく、まさに完璧で、マドンナと呼ぶにふさわしい。

『どうしてこんな会社で普通に働いてるの？　モデルになればいいじゃない』と言いたくなるレベル。一方で、特定の人との浮いた噂がほとんどなく、しまいには社長の愛人説が流れるほど。

　そんなマドンナに、慎吾はぞっこんだった。

　いい歳して片想い中の慎吾と、いい歳して誕生日直前にフラれた私。

　思わずため息をついて、もう一度たこわさを口に入れる。

「あーもう、私は貴重な誕生日に、なんで同期と飲んでるんだろう。しかもつまみはたこわさって」

　たこわさの入った小鉢をトンと置いてからテーブルに頬ほお杖づえをつき、視線を落とす。

「は？　お前、今日が誕生日なの？」

　いつになく真剣な声こわ音ねで聞き返してくる慎吾。

「そうなのよねー」

「ダメじゃん。こんなとこで我が社きっての敏腕イケメンの俺とグダグダ飲んでちゃ」

「いや、なんか変な宣伝文句織り交ぜてますけど？　でも、いいんだよ、別に……だって別れたし」

　多分、ただの誕生日じゃなくて〝三十歳の誕生日〟だから、だとは思うが、急に慎吾が張り切りだした。

「よし、祝いに行こう！」

　叫ぶように言うと、勢いよく立ち上がる。

「……どこ行くの？」

「だから、お祝いだって。一発目の今日を楽しく祝っておけば、三十代は安泰だぞ」

「そういうもの？」

　思いがけない展開に、半信半疑で慎吾を見上げる。

「い、い、か、ら」

　さっさとお会計を済ませ、居酒屋を出てどんどん歩く慎吾を、慌てて追いかける。

　なんだか分からないけど、私は、特別な誕生日にひとりじゃなくて少しホッとしていた。どうせなら誰かと過ごして、どんな笑い話になってもいいようなくだらない過ごし方もオツかもしれない、と思った。




　ぐだぐだと無駄話をしながら十分ほど歩くと、急に緑が増えてきて、目の前に公園が出てきた。

「こんなとこ、あったんだ？」

　思わず一歩二歩、慎吾より早く走りだして公園に足を踏み入れる。

「この日のために用意したんだぜ、ハニー！」

　大げさな身振り手振りで、慎吾がごく普通のベンチを指差す。

「バーカ」

「伊だ達てに外に用事を見つけて積極的に外出してはこまめに自主休憩取ってねーから」

「……つまり、ここは仕事中の慎吾のお休みスポットのひとつなわけね」

「そう言っちゃうと盛り上がんないだろ。ものは言いようだぞ？」

　私たちは笑いながらベンチに腰かけた。

　こんなところがオフィス街の近くにあったなんて、全然知らなかった。

　ちょっと小高い丘のようになっている公園で、なかなか見晴らしもいい。木もたくさん植えられていて、空気が気持ちいい。

　そういえば、東京に出てきた時、思ったより緑が多くてホッとしたっけ。

「俺さ、ちょっといいこと考えたんだけど、聞く？」

「なになに？」

　私の言葉を受けて、慎吾が得意げな顔をする。いたずらを思いついた小学生のようにも見える。

「お前はいずれ失恋の傷も癒えて、次に誰かを好きになるだろ？」

「ぜひそうしたいけど」

「で、これからうんと幸せになるつもりなんだろ？」

「もちろん！」

　そこはしっかりと大きな声で主張したい。

「もしさ、これからいろいろ頑張って、それでもなんかどれもこれもうまくいかなくて、四十歳になったらさ」

「ちょ……縁起でもない！」

　思わずベンチから立ち上がりかけると……。

「そしたら俺が嫁にもらってやるから」

　さっきのいたずらっこみたいな顔とも普段のふざけ顔とも違う穏やかな笑顔で、慎吾が言う。

「へ……」

　よ、よよよよ嫁って……。

　とんでもない単語に慄おののきつつ、浮かしかけた腰をもう一度ストンとベンチに落とす。

「年取るとだんだん、傷つくのが怖い、なんて頑張れなくなるじゃん、恋愛って」

「うん、まぁ……」

　さすが女子力高めでモテモテの慎吾、女子の心理がよく分かっているな、と感心する。

「もう後がないとか思うから、フラれた時のダメージは半端ねぇし」

「想像力たくましいね、慎吾」

　思いきり同意できるけれど、女子トークをしているような錯覚に陥る。

「伊達に片想いしてねーよ？」

　私の心の中の違和感を察知したかのように、ニヤリと笑って慎吾が言う。

「確かに」

「納得してんじゃねーよ。とにかく、最終的に十年あがいてダメだったとしても、嫁ぎ先だけはあると思ったら冒険できるじゃん？」

「そう……かな？」

「よし、では、三十歳の誕生日プレゼント。佑美に〝嫁にいけないことはないという安心感〟を差し上げます。拍手、ほらお前も」

　そう言いながら、拍手をする慎吾。

「えー、でも、それまでに慎吾が先に結婚してたらどーすんのよ？」

「その時は……すまんとしか言いようがないな」

　なぜか遠い目をして、ありもしない顎ヒゲを触るような仕草をしている。

「なにそれ、適当……」

「ジジイとババアが『約束したじゃない』とか言って揉めるのやだろ？　見た目的にも」

「……それもそうね」

　おじいさんとおばあさんになった私たちが言い争う姿を想像して、思わず納得し、頷いた。

　それから私たちは、『ていうか、十年先って長すぎない？』とか、『来年とかじゃ、ただの謎のプロポーズだろ』などと、くだらない会話をいろいろとした。そして、『いい加減寒いね』なんて言いながら、解散した――。




　これが、二年前の私の誕生日の思い出。

　お互いにけっこう酔っ払っていたし、あれ以来、改めてその話題を出したこともなかったけれど、思っていた以上に私はその〝約束〟に助けられてきた。つらい時には、本気で支えになったりしていた。『このまま私、一生独り身なのね？』と思わなくて済んだから。

　まあ、マドンナ相手じゃないにしても、慎吾はかなりモテるから、本当に先に結婚しちゃうかもしれないけどね。ていうか、私はすぐにでも相手を見つけて結婚したいんだけどね。

　なんて、私が慎吾からのメッセージに引っ張られて思いっきり回想している間に、どうやらそろそろこのなんの実りもない合コンもお開きになる様子。

　みっちゃんと涼介くんがその後どうなったのかは知らないけれど、私は志帆とふたり、例の〝タグもぎ取られ事件〟を話しつつ、家に帰った。

　ひとりになってからスマホを見ると、案の定……。

【やったじゃん！　イケメンゲットしろよ！　ついでに金持ちならなおさらいいな！】

　慎吾からののんきなメッセージが入っていた。

　私はもう一度、スマホに向かって「バーカ」と呟いた。










頼みごと




「えー、結婚っ!?」

　私と志帆と慎吾は、ほぼ同時に声を上げた。

「……えへへ」

　摩耶が幸せそうに微笑む。

　私たちは、久々に四人でランチをしていた。摩耶が『久々に皆で集まらない？』と声をかけてくれたので、会社の近くのイタリアンで食べ始めたところだ。

「おめでとう！　摩耶、今すぐにでも結婚したいーって言ってたもんね！」

　私の言葉に嬉しそうに微笑む摩耶からは、幸せオーラが滲み出ていた。

「もしかして、旦那様との出会いは……？」

　続けるように、志帆が聞く。

　そうだ、摩耶は合コンの鬼と化していたはず。

「それがね……私、バカみたいに合コン行きまくってたじゃない？」

　うんうんと頷く私たち。

「あ、ちょっとごめん」

　いよいよここからが大事なところだと言うのに、着信を受けた慎吾がスマホを片手に席を立つ。

　信じられない……私なら、電源切ってでも話の続きを聞くのに。そこが、同じ独身チームとはいえ男女の差なのかも？

「……実はね」

　いけない、集中集中。今はとにかく摩耶の話を聞きたい。

「なんか私、合コンに疲れてきちゃっててさ。あ、みんなには、じゃんじゃん行ってるみたいに話してたけどね」

「行ってなかったの？」

　驚いた顔で志帆が摩耶のセリフに食い気味に返す。

「いや。週三を週一に……」

「それ、頻度高いから！」

　志帆がまるっきり私の気持ちとだだかぶりなので、うんうん頷きながら私は無言で聞き役に徹する。

「まぁ、とにかく。なんかちょっと疲れたなーって頃に地元で同窓会があって……」

　急に言いよどみ、もじもじと下を向く摩耶。

　……ま、まさか。

「相手は、そこで再会したクラスメイトなの。当時はなんとも思ってなかったのに、大人になったら私好みの方向にかっこよくなっててさ」

「えー！　すごい！」

　志帆の声のトーンは、イタリアンの店内には明らかに不向きな大きさ。

「なんか、すごい！　おめでとう!!」

　私も思わず大きめの声で祝福すると、摩耶がものすごく幸せそうに笑った。

「なんか、歳もバレてるし、もともとの性格もバレてるからすごい楽で」

「どんだけ今までいろいろ無理して偽ってたのよ、摩耶」

　志帆がまたしても私と同じ感想を口にする。

「いや、まぁ、その時のメンバーに応じて、というか、フフフ」

　うまく濁しながら、摩耶が身体をくねらせる。

「あれ、でも地元って……」

　ふと湧いた疑問を口にする。

　摩耶は東北地方の出身だ。ということは、結婚したら地元に帰るってこと!?

「うん、仕事辞めて地元に戻る……と思いきや……」

　摩耶の声のトーンが上がる。

「彼の会社、海外勤務があるのね。私もついていくから、仕事を辞めて英会話習いに行かないと！」

「キャー！」

　私たちが叫び声を上げていると、慎吾が戻ってきた。

「昼間っからうるせーヤツらがいるなと思ったら、まさかの身内かよ……」

　スマホでポンポンと自分の肩を叩きながら気だるそうに慎吾が言う。

「ちょっと慎吾。摩耶が大変なことになってるわよ！」

　志帆が、摩耶と彼の馴なれ初そめを興奮気味に慎吾に説明し始める。

　摩耶の結婚報告以降、皆の手がすっかり止まってしまい、既に冷めているであろう海老のトマトクリームパスタとペペロンチーノの大皿を皆が手を伸ばしやすいテーブルの中央に移動させながら、照れたように笑う摩耶。

「ほらほら、パスタ冷めちゃうし、食べよ？」

　パスタを勧める声も心なしか弾んでいるようだし、摩耶がなんだかキラキラ輝いて見える。

　旦那様について海外に行ってしまうかもしれないことは、寂しい。先に結婚してしまうことも、寂しい。でも摩耶は本当に幸せそうにゆったりと笑っていて、そんな姿を見ていると、友達として心が温かくなった。




【さっき言うタイミング逃したんだけど、ちょっと頼みがあるんだった】

　慎吾からのメッセージに気がついたのは、衝撃の結婚発表ランチの三時間後。

【いーよー、高くつくけど】

【今夜、ちょっと時間作ってくれないか？　もちろん飯は俺が奢おごる】

　私が返信してすぐに、待っていたかのようなすばやさでメッセージが届く。

【やったー！　私、デザートは大きいパフェがいい】

【足元見んなよな。でも、今日は奢るから。じゃ、仕事終わったら下で』

　女子高生ばりのスピードでやり取りをして、トイレに向かう。

　慎吾からの頼みごとなんて、仕事に関する話のわけはないし、どうせマドンナのことじゃないかな。今までも、何度か『彼氏いるのか聞いてこい』とか『好きな食べ物を調べてくれ』とか冗談半分に言われたこともあるし。そうだとしたら……えぇい、女め々めしい！　自分で聞けっつーの！

　慎吾は、多分社内で一番目立っていると思う。

　入社試験の頃からの騒ぎはすぐに収まるのかと思いきや、歳を重ねるごとに女子社員からのモテモテぶりは加速している様子。

　同期でわいわいとバカ話をしている姿からはまったく想像もできないけれど、社内での評価は高く、そしてそれは決して過大評価ではないことは、私も分かっていた。

　ライバル社からのヘッドハンティングがあるとか、それを食い止めるために既に異例の出世コースで部長の椅子が約束されているとか、実は歴史に名を残す名家の出身だとか、どれが本当でどれがウソなのか分からない噂もよく飛び交っていた。

　ていうか、そんなご立派なキャラなら、好きな子にうじうじと片想いし続けなくても、もうちょっと積極的になんとかならないのだろうか。

　私は考えすぎて疲れた頭をぶるぶると横に振って、個室のドアを開けた。

「おー、佑美じゃない！」

　手を洗っていると、志帆がちょうどトイレに入ってきた。私たちは同じ総務部でも所属している課が違うので、勤務中にはなかなか話す機会がない。総務課の私と法務課の志帆では、断然志帆のほうが忙しいような印象を受ける。

「いやー、さっきはビックリしたね！」

「本当だよー！」

　主語を入れなくても、思いは同じ。私たちは今日一番ホットな出来事、摩耶の結婚について話したくてたまらない。

「やっぱりさー、明確に目標を持っていると違うね！」

「『いつかは結婚したいなー♪』じゃダメってことなのよね！」

　キャッキャと話しながら、ふと思いつく。

「ね、今日の夜って暇？　慎吾がご飯奢ってくれるってよ！」

　すると、志帆の顔が一瞬気まずそうになる。

「あー……今日は……ちょっと……」

　なんだか深く聞いちゃいけない雰囲気を醸し出している。

　私も、もういい歳。友達のそんな空気も察せずにぐいぐいツッコむほど、野暮じゃない。私に言うべき話なら、きっとタイミングを見計らって志帆は話してくれるから。

「そっか、んじゃまたの機会にね！」

　それじゃお先ー、と行きかけた私の背中に志帆の声が乗ってくる。

「佑美！」

「……ん？」

「涼介くん……って、どう思う？」

　……涼介くん？

　一瞬、脳がフリーズする。

　誰だっけ……。

　営業先の人、会社の人、地元の友達……と思いを巡らせて、あ！と気づく。

「合コンのイケメンタグ野郎？」

「そう！　……にしても、ひどいアダ名」

　困ったように笑いながら志帆が言う。

「だってぇ……で、アイツがどうかしたの？」

「それが……なんか今日会うことになって」

「……誰が？」

　思わず一歩前に出て、煮え切らない志帆との距離をつめる。

「だから、その……」

「もしかして志帆？」

　えっと、それってどういうこと？

　私の頭は、今入った情報が処理できずにもう一度固まってしまった。

　あれ？　イケメンは、みっちゃんが狙っているんじゃなかった？　あ、でも昨日志帆は、本気なら応援するとか私に言っていたし……〝友情より恋愛〟タイプ？　そもそも、会うってどういうこと？

　頭の中は、クエスチョンマークの嵐。

「あ、違うからね、私が萌沙を裏切ってアイツと会うとかじゃないからね！」

　志帆が慌てて私の腕を掴む。

「いや……そうだとしても、それはそれで、ねぇ」

「いやもう。違うのよ、ホントに」

　なんだか分からないけど、焦っている志帆。

「分かった、聞かなかったことにしとくから」

「なーんか誤解されてる気がするけど……」

「大丈夫大丈夫！　そのうち教えてね」

「うん……」

　なんだかよく分からないけど、志帆は志帆の事情があるんだよね。やっぱり、これ以上聞いてはいけない気がする。

　煮え切らない様子の志帆と別れ、小走りで自席に戻る途中に、清せい楚そな白ワンピースを着たマドンナとすれ違う。今日も相変わらずかわいい。

　マドンナが笑顔で軽く会釈をしてくれた瞬間、ふわんと優しい香りがした。

　いい匂いだなあ、と思わず鼻をクンとする。

　ああもう、なんでこんなになにもかもパーフェクトなんだろう。神様ってのは本当に不公平だ。これなら惚ほれるのも仕方ない。

　連想ゲームのように、慎吾のことを思い浮かべる。

　慎吾は今現在もかなりモテる。社内はもちろん、取引先の子からも告白されたりしている。慎吾を好きだという子は常に一定数いるし、同期だからということで私もちょこちょこと本気の相談を受けたりもする。

　それなのにマドンナに片想いをし続けるなんて、なかなかできることではないと思う。

　だって、マドンナほどじゃないかもしれないけど、慎吾に積極的にアプローチしている子は、やはり自信があるだけのことはあって、皆とてもかわいい。そんな子たちの誰とだってすぐに付き合えるのに、そうしないなんて、そこまで人を夢中にさせる魅力が沙耶香ちゃんにはきっとあるんだろう。

　三十歳直前で彼氏にフラれ、それ以来彼氏どころか好きな人すらできない私とは、根本から違うんだろうな。もちろん、マドンナと張り合おうなんて一ミリも思っていないけれど。




「なーるほど、ねぇ。確かに、ここなら程よいかも。さすが慎吾。伊達に女の子をたくさん泣かせてきてないねぇ」

　私は、お望みのフルーツパフェがなかったので代わりに注文した『季節のフルーツソルベ盛り合わせ』を食べながら呟いた。

　私たちは今、白いペンキ塗りの外壁にナツヅタの這はう木造の一軒家のフレンチレストランにいる。

　店内には、観葉植物や外国のおもちゃ箱にありそうなオーナメントが至る所にさりげなく置いてあり、アンティークのランプは飾りではなく本当に温かみのある光が漏れている。

　優しげなタッチで描かれた絵の数々が淡い色味の壁に飾られ、全体的にホッとする雰囲気。レジ横から入った雑貨コーナーにはお店の人の手作りアクセサリーもあって、どれもこれもかわいくて凝っていて、つい手に取りたくなるほどだ。

　なにより、季節の野菜をふんだんに使った料理は本当においしかった。

「いや、女の子を泣かせてきた、とかじゃなくてさ。このお店、率直にどう思う？」

　香りのいい紅茶をひと口飲んでから店内をぐるりと見渡し、慎吾が小声で尋ねてくる。

「いいと思うよー、喜ぶんじゃない？　マドンナ」

「なんか、夜景の見える高層ビルとかはちょっと違う気がして」

　そう言いながら、テーブルに置かれた、コルクでできたカトラリー置きを手に取る慎吾。

「分かる分かる！　緊張しちゃうよね。カッコつけてるというか、背伸びしてる感じがするというか」

　さすが慎吾、分かってる！と同感しすぎるあまり、思わず手を取りそうに前のめりになり、自粛する。

「だろ。ただでさえ、マドンナとマンツーという状況に耐えられるか疑問なのに」

「慎吾、そんなデリケートだった？」

「おいおい、ガラスのハート日本代表だぞ、俺……」

「心の底から、バカだねぇ」

　今日の慎吾の相談は……なんのことはない『マドンナとご飯を食べに行くお店の下調べに付き合え』だった。

『ひとりで行きなよ、もしくは男友達と行きなよ』という私の訴えはあっさり却下された。慎吾曰いわく、『男ひとり、もしくは男同士で行きやすい店はデートには不向きだ』とのこと。

　それはまあ確かにそうかもしれない、と納得し、『デザートもちゃんとつけるから』という言葉に誘われ、ついてきた私。

「誰とも付き合ったことがなくて、男の人とふたりきりでご飯を食べに行ったこともないって言うんだぞ」

　慎吾が鼻息荒く言う。

「うっそー、あんなかわいいのに!?」

「男、怖いんだって。かわいすぎるよな」

「じゃあ、なんで慎吾はオッケーだったの？　オネェ系で攻めてみたの？」

「バーカ、違いますー。仕事でちょっと助けたら感謝されたんですー！」

「うわー、相手のミスに付け込むとか最低……」

　ちょっと大げさに、引いていることを全身で表して椅子の柔らかい背もたれに背中を押しつける私。

「違いますー。まさかのあちらからのお誘いでございますー」

　得意げに慎吾が言う。

　そりゃあ嬉しいよね。ずっと片想いをしていた相手から誘われたんだから。……あれ、私どうしたの？　ほんの少しだけ面白くない、この気持ちはなんなんだろう。

　なんとなく食べる気が失せて、スプーンを持つ手の力が抜け、コトリとテーブルが音を立てる。

「……そのしゃべり方、じわじわとムカつくからやめてくれない？」

　背中とお腹にきゅっと力を入れ、真正面から慎吾の顔を見る。強めにいつもの口調にすることで、よく分からない感情を吹き飛ばす。

「へへん。あ、その緑色、もしかしてメロン味？　ちょっと俺にも」

　得意げに私をあしらいながら、いつの間にか右手にスプーンを持ち、形のいい唇を無邪気に開ける慎吾。

「メロンだとしたら私も食べたいんだけど！　ちょ、ほら、もう！　アンタはひとすくいに遠慮がないし！」

　私たちはギャーギャーと、色とりどりのソルベを取り合いながら口に入れていく。きっと慎吾がマドンナとは絶対にやらないであろう食べ方で。

　そんな中、私のバッグの中からスマホのバイブが激しく着信を伝える。慌てて見ると、志帆からのメッセージだった。

【これから合流なんてできたりする？】

　へ……。志帆は今夜、あのイケメンと会っているんじゃなかった？　まさか……みっちゃんも参戦して、修羅場とか……？

【今、慎吾とご飯食べてて、もうすぐ終わるど根性】

　気持ちの乱れが指先に出たのか、慌てて打ち間違い、『とこ』の予測変換、『ど根性』が送信されてしまう。

「ああ、やばい、返してー」

　思わず両手でスマホを持ち、覗のぞき込む。

「……お前、画面に向かって話しかけるとか、ありえなくねぇ？」

「いや、だって、見てよ……」

　私はスマホの画面を慎吾に見せる。

　予測変換を押してしまった旨を説明すると、スマホを受け取りながら慎吾は大爆笑。

「ちょ、なんで……大体、なんで予測変換で『ど根性』がトップに出てくるんだよ！　お前、どんなシチュエーションで打ったの、それ」

「いや、なんだったか……」

　本当に思い出せず、両腕を胸の辺りで組んで考え込む私。

　――ブブブブブ。ブブブブブ。

　慎吾の手元にある私のスマホが再び激しく震えだし、慎吾の表情が一瞬変わる。

「……ごめん、見えちゃったかも」

　急いでスマホが戻される。

　受け取りつつ見た画面には、志帆からの返信が出ていた。

【イケメン、佑美のこと好きらしいよ。連絡先とか、私からなんて教えられないしさ、ちょっと顔出せない？】

　あ、まずい、と思いながら慎吾を見ると、案の定ニヤニヤしている。

「それ、例のイケメン？　まだ連絡先も教えてないんだ？　さすが、焦じらすねぇ、悪い女だなー」

「いや、全然そんなんじゃないし！」

「いやー、俺たちお互い幸せでよかったなぁ」

「…………」

　言い訳の材料が載っているわけではないけど、うまく言葉が出てこなくて、スマホの画面から顔が上げられない。

　なんだろう。なんだかすごく気分が悪い。いったい私のどこが、幸せ？　ていうか、私はどうして今、泣きたい気持ちなんだろう。

　そんな私の雰囲気を察したのか、慎吾が黙り込む。

「……？」

　あまりに沈黙が長いことを不審に思い、そっと顔を上げる。

　すると、慎吾はどこか一点を凝視していた。

　思わずつられて振り返ったその先の席には、ひと組のカップルが和やかにご飯を食べている姿。

　私たちのほうからは、男の人しか顔が見えない。全然見たことのない人だけど、ひと目で見て私でも分かるくらい仕立てのいい、高級そうなスーツを着ている。年齢は、私たちと同じか、少し上くらい。

　あれ？　向かいに座って一緒に食事をしている女の人って……。後ろ姿しか見えないけど、もしかして……。

　サラサラのストレートロングに、ほっそりした身体のライン。着ているのは、見覚えのある白いワンピース。その上半身はサマーニット風になっていて、普通の女性ではなかなか着こなせない。

　そうだ。私、今日あのワンピースを着た人とすれ違った。……やっぱり、マドンナだよね？

「……し、慎吾？」

　ほんの少し、気がついていない可能性に賭けたけど、慎吾の視線はあの女性の背中から離れない。きっと、彼女が誰なのかを、私以上に確信をもって気づいているに決まってる。

「……帰ろっか」

　小さめの声で提案してみる。私たちがこそこそする必要はないのだけど、大きい声なんて出せるはずもない。

　慎吾は小さく頷いて、そっと立ち上がった。

　私もできるだけ音を立てないように椅子を動かす。今までギャーギャーとソルベを取り合っていたのがウソみたいだ。

　キレイなガラスの器にはソルベがまだ少し残っていたけれど、もうそれは口にはできない異質なものに見えた。

　酸味のきいたドレッシングがおいしいサラダも、オニオングラタンスープも、人参のフランも、焼きたての皮がパリパリのパンも、鴨かものコンフィも、季節のフルーツソルベ盛り合わせも、ホットダージリンティーも、あんなに楽しかった時間も。私たちにずしんと重くのしかかる。

　これから、慎吾の恋はどうなるんだろう。そして、私の気持ちはどうしてこんなに沈んでいるんだろう。

　とてもじゃないけど、イケメンと志帆のところに行けるような雰囲気じゃない。私も慎吾も、そんな気分とは程遠い。

【ごめーん、今日は行けそうにないー。涼介くんにもよろしく伝えてね！　ていうか、まさかみっちゃんと修羅場？　大丈夫？】

　店を出ると、急いで志帆にメッセージを送る。スマホをしまい込んでから、慎吾に声をかけた。

「えーと……飲みにでも行こっか？」

　さっきから格段に口数の減った慎吾はなんだか見ていて痛々しくて、放っておけない。

「へ？　今から？」

　我に返ったように、目をしばたたかせながら慎吾が私を見る。

「だって、こういう時って、やけ酒がつきものじゃないの？」

　そんなに驚かれてもこっちが困る、と思いながら私も聞き返す。

　しばし見合ってから、ふっと慎吾が力なく笑う。

「変な気ぃ使うなって。それに……」

「それに？」

「まだ分かんない、だろ？」

　まるで自分に言い聞かせるように慎吾が呟く。

　……慎吾は、本当に沙耶香ちゃんが好きなんだね。そうだよね。あの子が沙耶香ちゃんだとも、慎吾にウソをついているとも、決めつけるのはまだ早い。

　そうやって口に出して励ましてあげればいいのに、なぜか私の口は動かない。慎吾の欲しい言葉が分かっているのに。だけど、その場しのぎの言葉をかけることがなんの意味もないと分かるくらい、私には慎吾の痛みが伝わっていたから。

　慎吾と沙耶香ちゃんのデートまで、あと数日。

　指折り数えて待つはずが、慎吾はどんな気持ちで過ごすのだろうと思うと、切なくて苦しくなった。










高層ビルから見る夜景




「昨日はごめんねー」

　今日は志帆とふたりでランチ。

　慎吾も一応誘ってみたものの、『今日は無理そう』と断られた。とはいえ、彼はいつも会議やらなにやらで一緒にランチをとることのほうが珍しい。企画部に所属しているのに、他の部署のやるべき仕事も一部任されている、という謎の働きぶりなのだ。

　そういう話を聞くと、仕事ができすぎるのも大変だな、と思う。今日は本当に忙しいのかどうか、分からないけれど……。

　ランチとはいっても、豪華に外で……はお金が続かないから、今日は社食で済ませることにする。

　うちの会社は、社員食堂を一階のフロアに広く設けて、一般の人にも開放している。そのおかげで、ものすごくお得なわけではないけど、少しだけ社割があるし、なにより日当たりのいい場所で食べられるのがポイントだ。

　今日は六月にしては珍しく晴天で、ガラス張りの壁からは道行く人の姿がよく見える。

「昨日は大丈夫だった？」

　私は、冷凍じゃないところを高く評価したいハンバーグ定食を前に、志帆に聞いてみた。

　もしもみっちゃんとの修羅場だったなら、行ったところで力になれそうもなかったけど、要請があったのに行けなかったこと自体は申し訳ない。

「大丈夫……というか、大丈夫じゃないというか……まぁ……」

　昨日から、この件に関しては変に濁しまくりの志帆。こんなに歯切れの悪い志帆は見たことがない。

「なんか志帆らしくないじゃない。大丈夫なら、それでいいし」

　当たり障りのない言葉で、志帆の様子を窺う。

「えーと、驚かないで聞いてね、私、えっと、涼介くんと……」

　へ？　この話の流れはまさか……。

　思わず身を乗り出す。

「つ、付き合うの!?」

　私の言葉が終わるか終わらないかのタイミングで、まるでそれをはねのけるかのように、がばっと志帆がテーブルに突っ伏す。

「あぁあ、もーうー、ぐぁ」

　志帆が唸うなり声にも似た、低く苦しそうな謎の声を発する。

「ど……どうかしたの？　やっぱりみっちゃんとなにかあったの？」

　確かに、あのイケメンと付き合うことになったのなら、みっちゃんとの友情もろもろで悩むことになりそう。あのみっちゃんは、敵に回したいタイプではなさそうだし。

「ダメだわ、やっぱりウソつけない……」

　志帆が突っ伏したまま、弱々しく呟く。

「ウソって、なんの？」

「ごめん、佑美。自分の未来のために一瞬でもアンタを売ろうとした私を許して！」

　私を売る!?　昼食時に聞くにしてはずいぶんヘビーな話の予感なんですけど……。

「まぁまぁ、頭上げなよ。いったい何事？」

　突っ伏した志帆の肩に手をかけながら軽く揺すってみる。

　だけど志帆は頭を上げず、蚊の鳴くような声で言う。

「とりあえず、今夜、空けてくれない？」

　あまりにも唐突なお願いに困惑する。

「いいけど……今日？」

「そうなの。で、涼介くんとふたりでご飯食べてきて……」

　私の返事を聞いて、ゆるゆると志帆が顔を上げる。その表情は思いのほか真剣で、こっちが戸惑ってしまう。

「はあ？　なんで？　志帆は？　ていうか、みっちゃんはどうなってるの？」

「あ、萌沙に関しては大丈夫。あの子、普通に彼氏いるからね」

　……カルチャーショック。私には、彼氏がいるのにあの勢いで他の男子を狙うファイトもメンタルも持ち合わせていない。

「ごめんね、あの場では言いだしにくくて」

　まぁ、そりゃそうだろうけど。

　その気持ちは分かるので、黙って頷く。だけど、気になることはちゃんと聞いておきたい。

「それで、なんで私が涼介くんとご飯食べなくちゃいけないのよ」

「だから、好きになっちゃったんだって」

「なんでそんな――」

「ちょっと待って」

　志帆が私の言葉を遮りながら、右手にピシッと力を入れて〝宣誓〟のようなポーズを取る。

「ねぇ、私たち、そろそろ結婚したいよね？」

「そ、そりゃあ、まあ、いつかは……」

「年齢的にも、そんな悠長なことは言ってられないよね？　そして！」

　いったん言葉を区切った志帆は、ヒートアップし始める。

「できることなら、いいとこにお勤めの素敵な旦那様がいいよねぇ!?」

　なぜ平日の昼間から、志帆はこんなに欲望を明あけ透すけに？

「まぁ、そりゃ、ある程度は……」

「よーし、分かった！」

　志帆がピシッと立てていた右手を私の肩に乗せ、ぽすぽすと叩く。

「じゃあ、私たちの明るい未来のために、お願い。今夜、涼介くんとご飯行って！」

「なぜそうなるのよ」

　さっきの真剣な表情とは打って変わって、なぜかちょっと上から目線で軽めに言ってくる志帆に思いっきりツッコむ。

「なるのよ。それが」

「まったく意味不明なんですけど……」

　眉根を寄せて、できる限りの不信感を漂わせてみる。

「……腑ふに落ちない顔してるねぇ」

「当たり前でしょ」

「ねぇ、涼介くんの勤め先、知ってる？」

　さっき、あれだけ年頃女子の欲望を赤裸々に言い放ったくせに、今さら小声にする意味はあるんだろうか。

「知らないけど……？」

　一応、志帆のトーンに合わせて小声で返す律儀な私。

「まさかの……『泉いずみ商しょう事じ』」

　泉商事は、うちの会社と似たような規模の、けっこう名の知れた総合商社。ただ、うちの会社と決定的に違うのは、その顔面偏差値の高さだ。サービス精神旺盛のマメなイケメン揃ぞろいで、〝合コンしたい会社ナンバーワン〟として呼び声が高い。

「ウソ……」

「ホ、ン、ト！　まぁ、実際は子会社とか関連会社で、見栄を張ってるだけかもしれないけど。とにかく、あの顔面偏差値トップクラスの泉商事！」

　志帆が得意げに頷く。

「確かに、ただの関連会社だとしても、あの人なら『泉商事です』とか涼しい顔して言いそうだよね」

　あのイケメンの勝ち誇ったような顔を思い出しながら言う。

「……佑美、なんでそんなに否定的なのよ？」

「だって、あの人、性格が悪いイメージしかないんだもん」

「たとえ性格が悪くても、顔があれだけいいなら許す！　しかも平凡なアラサー女子に好きだとハッキリ言ってくれるだけですごいことなのよ？」

　志帆が興奮気味で声高に言いながらテーブルをダンダンと叩くものだから、グラスが揺れる。

「……なんか志帆、キャラ変えた？」

　そのグラスを押さえながら恐る恐る聞く。

　すると志帆は急におとなしくなり、アイスウーロン茶の氷をストローでつつく。

「んー、摩耶の結婚、地味にこたえてるのかもしれない……」

「どういうこと？」

　そのことと急なキャラ変更が結びつかなくて、思わず聞き返す。

「なんか、勝手に私、自分が摩耶よりは先に結婚するような気がしてて」

　確かに、客観的に見て摩耶より志帆のほうが顔立ちもスタイルもいい。合コン合コンと騒いでいただけのことはあって、摩耶はメイク、服装、髪形……と〝男受け〟重視になりつつあって、傍はたから見ている同僚としては『そこまでしなくてもいいんじゃない？』と鼻はな白じろんでいたのも事実。

「だけどやっぱり、あれくらい本腰入れないと結婚できないもんなのよ！」

　持っていたストローがギュッとつぶれるほど手に力を込めて握りしめる志帆。

「そうねぇ……」

『志帆ならできそう』という言葉を呑み込み、当たり障りのない相あい槌づちを打つ。

　そりゃ、私だって結婚したい。でも、摩耶のように、今日の志帆のように、人前でがっつり公言する勇気はない。それは、他人の目から見ても結婚できそうな人にしか許されない行為であって、私みたいに周りがリアクションに困るであろうタイプは、公言しちゃダメ。それくらい、私だって分かっている。

「だから、ね！　涼介くんとご飯食べようよ」

「いやー、別に今夜、私が行かなくてもさぁ……」

「なんでよー、行ってきなよー。それで佑美は涼介くんと結婚してさ、私は……っ」

　ん……？　『私は』って、どういうこと？と、志帆を見ると……。

　志帆は『しまった』という表情を浮かべている。

「……で、志帆は？」

　気まずそうな志帆にぐっと顔を近づけ、胸の前辺りで軽くこぶしを握り、まるでマイクでも持っているようなジェスチャーをしながら返事を促してみる。

「あ、えっと……私は、泉商事の若手との出会いをセッティングしてもらって、お相手探し……という、取引……みたいな……？」

　志帆がゴニョゴニョと聞き取りにくいトーンで話す。

　なるほど、合点がいった。だから妙に歯切れが悪かったのね。

「それ、なんか騙だまされてない？」

　思わず口にした私を志帆が不思議そうに見る。

「だ……騙されてるって、なにがよ？」

「私、涼介くんに好かれてる気がしないなー」

　言葉ではうまく説明できないけど、ほら、なんとなくあるよね？　相手の好意をほんのり感じる空気というか……。でも、涼介くんから私への好意は、あの短時間で微み塵じんも感じなかった。

「でも、本人が好きだって言ってたよ？　それから、なんかね、賭けをしたいんだって」

「賭け？」

「急に誘って佑美が来てくれたら、運命なんだって思えるって」

「なにそれ、なんの宗教の勧誘？」

「違う違う、本気で」

　そんな賭けで人生を決めようとする大人がリアルにいたことに驚くし、それを信じてあげる子がこんなに身近にいたことにもかなりビックリする。

「だから急に、今夜……って話になったわけ」

　言いながら、気まずさに勝てないのか志帆の頭がだんだん下がり、俯うつむいていく。

「で、志帆はどういう取引を提案されたの？」

「私は、佑美が涼介くんの所に行きたくなるように、ヤキモチ焼くよう協力してくれって……」

　いやいや、根回ししてる時点で、もう運命とかそういう概念から外れてるよね？

　そんな私の心中を察したのか、志帆がばっと頭を下げる。

「佑美、ごめんね」

「なんでよ、志帆が謝ることじゃないし……」

「ごめん、本当は全部黙ってなきゃいけないんだろうけど、私、なんか佑美を騙すみたいで心苦しくて……」

　志帆が明らかにヘコんでいる。

　正直に話してくれた時点でそんなに責任を感じなくていいのに、本当にいい子だ。

「大丈夫だよ、そんな謝んなくても」

　ヘコんでいる志帆の頭を思わず撫なでそうになりながら、気持ちを込めて言葉を返す。

「でもさ、そうやって誘導して佑美と涼介くんがご飯行ってうまくいけば、ふたりとも幸せだし、私も素敵な人紹介してもらえるしで、円満解決、とか思っちゃって……」

　うなだれる志帆を見ていたら、逆に涼介くんに怒りが湧いてきた。

　なんで、そんな卑ひ怯きょうな手を使うんだろう。志帆にこんな苦しい思いまでさせて。しかも、なにか裏があるとしか思えない。だって、私を好きとかありえないし……。

「よし、分かった」

　覚悟を決めて放ったセリフが、辺りに低く響いた。

「え!?」

　志帆が、ばっと顔を上げる。

「私、行ってくるよ」

「……佑美、いいの？」

「いいもなにも。それで、アイツに文句言ってくるから！」

「ちょっと、なんかそれ違うってー」

　おたおたと焦る志帆。

　でも、ひと言言ってやりたいじゃない。『人の大事な友達を利用するな』って。『そうまでするアナタの目的はなんなんだ』って。

「あ、もちろん、それはそれとして、志帆に素敵な人を紹介するって話は継続してもらうつもりだから」

「佑美ー。なんか複雑……でもありがとう……」

　私を心配そうに見つめながら、自分の胸の前で手を合わせる志帆。

　私も、自分でなにがしたいんだか見失いつつある。でも、とにかくアイツに会ってひと言言わなきゃ、とも思うし、なにが望みなのかハッキリさせたい気もする。

　私は、変に昂たかぶった気持ちを抑えるようにアイスティーを一気に飲み干した。




「なんだかな……」

　私は、小声で呟いていた。

　地上二百十五メートル。夜景がよく見えるソファ席。

　そこでひとり、眼下にきらめくビルの灯りや遠くに見えるスカイツリーを眺めていると、なんだか夜空に放り出されたような気持ちになり、少し不安が襲う。

　志帆に教えられて来た店は、まんまと嫌な予感的中の〝夜景のよく見える高層ビルのレストラン〟。四十二階と聞いた時点で薄々分かってはいたのだけど、このムーディーさに、私の今日の格好……完全にアウト。

　ごくごく普通の通勤服。シンプルなオフホワイトのシャツに、ボトムは先週買った濃いレンガ色のペンシルスカートというのがせめてもの救いってくらい。でも、私の低めの身長では着こなせていないのは百も承知だ。

　こういうお店には、ドレスコードがあるのではないだろうか。

　涼介くんに指定された時間は、午後七時半。……どうやら彼は、まだ来ていないみたい。

『待ち合わせに困るだろうし』と志帆が連絡先を教えようとしてくれたのだけど、私は変に鼻息荒くなっていたので、『アイツは運命信者なんでしょ？　なら、連絡先知らないくらいで会えないならそれまでってことよ！　ざまーみろだわ！』と、突っぱねたことを、ほんの少し後悔した。

　時間を確認すると、まだ二十分。

　そうか、まだ指定の時間じゃなかったのね。張り切って待ち構えていると思われるのはしゃくに障るけど。

　どうにもこうにも落ち着かなくて、シトラス風味の水をひと口飲み、再び夜景を眺めていると……。

「お待たせ！　本当に来てくれたんだ、まゆみちゃん」

　ふいに頭の上から声が降り注ぐ。

「あ……こんばんは」

　私が来ることは志帆から連絡いってなかったのかな？と思いつつ、とりあえず挨拶をする。

　濃いグレーのスーツのパンツに、パリッとしたワイシャツ。きっちりと締めたネクタイは、よく見ると凝った模様がさりげなく入っている。腕にスーツのジャケットをかけて走り寄ってくる姿は、様さまになっている。

　やっぱりかっこいいな。

　つい数日前なのに、あの合コンがもうずっと前のことのように感じられる。あの時は、もうみっちゃんのもの……というか、そもそも向き合う気持ちすらなかった。その中での、タグ事件。以来、〝イケメンタグ野郎〟以上でも以下でもなかったわけだから、こうやっていざふたりで会ってみると、あぁ、かっこいい人なんだな、という素直な感想を抱く。

「俺さ、かっこいいじゃない？」

　椅子に腰を下ろしたか下ろさないかのタイミングで涼介くんが衝撃的なセリフをやすやすと吐く。

　まさかのふた言目に、自画自賛。信じられないんですけど。だって、たった今座ったところで、メニューすら見ていないのに……。頭、どうかしてるんじゃないの？

　戸惑いのほうが大きくて、なにも返事ができない。

「だから、まゆみちゃんみたいに俺に関心なさそうな人とふたりっきりなんてなかなかないから、緊張するよー」

　そう言いながらも、どさりとソファに身体を委ねる様子は、『ここは我が家ですか？』とツッコみたくなるほどリラックスしていて、言っていることとやっていることが違いすぎて、バカにされているような気持ちになる。

　この人、いったいなにがしたいわけ？

「どういうこと？」

　本当に意味が分からず、素で聞き返してしまう。

「普段、キャーキャーされるのが当たり前だから」

　……それはそれは。

「まゆみちゃんはキャーキャーしないタイプだよね。けっこういるけどね、静かに想いを寄せてくれるタイプの子とかも。急にラブレターをくれたりするの」

「……いや、静かもなにも、別に想いを寄せてないんですけど」

　そう言うと、涼介くんが驚いた顔をする。

「だって、来たじゃない」

「へ？」

「今ここに来てるってことは、少なからず俺に興味があるわけでしょう？　その興味イコール恋心でしょうよ、普通」

　普通じゃなーい！　イケメン基準、謎すぎるって。誰もがみんな自分に好意を持っていると思ったら大間違いなんだから。早いとこ本題に入らないと、こっちの心臓に負担がかかるわ。

「今日来たのは、そうじゃなくて――」

「アペリティフのシャンパンです。オードブルもすぐにお持ちします」

　私の言葉を遮るように、シュワシュワと繊細な泡を立てたシャンパンが運ばれてくる。

　……あれ？　頼んだっけ？　メニューとか、まだ見てないけど。

　そんな私の気持ちを見透かしたかのように、嬉しそうな涼介くんの声が響く。

「まゆみ姫用スペシャルコースでーす。どーぞー！」

　ウィンクでもしそうなテンションの涼介くん。

　聞いているこっちのテンションはだだ下がりなんですけど……。イケメンだからいいようなものの、正直、姫呼びとか引く。

　私がそんなキャラじゃないのは一目瞭然。こんな調子であと何時間かこの人とふたりで過ごす自信、まったくないんですけど……。よし、とっとと本題を話して、早め早めに巻いて帰ろう。

「よし、乾杯しよう」

「あのさ、なにを企んでるの？」

　にこやかに乾杯を求めて細長いグラスを手に持つ涼介くんを睨にらみつける。

「……なにが？」

　涼介くんがグラスを持ったまま首をかしげ、心底不思議そうな顔をする。急に幼い表情になり、ドキッとしてしまう。

「いや、だからあの……志帆にウソつかせるような真ま似ねとか……」

　バカバカ、経験値の低い私のバカ！

　弱気なトーンのしどろもどろさに、自分でも嫌になる。

「んー、志帆ちゃんを巻き込んだのは悪かったと思ってるけど……まゆみちゃん、あの場で聞いても絶対に連絡先を教えてくれなかったでしょ？」

　乾杯をするのは諦めたのか、グラスをテーブルに戻しながらちょっと困ったように笑う涼介くん。

「当たり前じゃない。みっちゃんのこともあるし」

「だから、こういう方法しか思いつかなかったんだよ。連絡先は、聞かれるものであって、自分から聞いたことなんてないしさ」

　……じ、自慢ですか？　〝女が俺を放っておかないんだぜ〟的な？

「俺さー、昔っからモテるんだよ。顔も頭もノリもよかったからね。スポーツも得意だったしさ、背も高いし」

「うらやましい限りで……」

「でも、そんな自分のこと、あんまり好きじゃなかったんだよな」

　とんでもなく傲ごう慢まんなことを言っている割に表情は曇っていて、キレイな瞳は遠くの方を見つめている。指を絡めて組んだ手に形のいい顎を乗せ、物憂げに見える。

「そ、そうなんだ……」

　初めて見る複雑な表情に、こっちが戸惑ってしまう。

　なんだか、この前のイメージとずいぶん違う。もっと自信家で、自己中だったような……。本当は案外いい人だったりするのかな？

　私が黙り込むと、涼介くんがおもむろに身を乗り出し、私の服をチラリと見る。

「ところで今日は、特売でゲットした服なの？」

　……前言撤回。ダメだ、やっぱりこの人は好きになれない！　もう話題変えよう。

「このスープ、おいしい！」

　話している間に運ばれてきたお皿に手をつけ、大げさにその味について触れ、涼介くんの攻撃をかわす。

「じゃがいもがおいしい時期だから、ヴィシソワーズも今がいいよね！」

　私のシカトなんてまったくなんでもないように、ニコニコとそこに乗ってくる涼介くん。

『びしそわーず』って、これのこと？　そんな小難しい名前じゃなくて、じゃがいもの冷製スープでいいと思うんだけど……。

　だけどニコニコと見守られると、まぁいいか……という気分にもなってしまう。イケメンって、本当に得だ。

「まゆみちゃん、おいしそうに食べるね」

「よ、よく言われる」

　真正面から褒められ、どぎまぎしながらスープを飲み込む。味なんてよく分からない。

「モテモテじゃん！　やっぱり他の男たちも放っておかないよね、分かる分かる、まゆみちゃんかわいいもんな」

「いや、女友達に……ですけど……」

　なんだか惨めな気持ちになってくる。

　これは、私が褒められ慣れていないことだけが問題ではない気がする。こんなふうに言ってもらえるレベルかどうか、自分が一番よく分かっているのに、そのキャパを超えて褒めまくる涼介くんにも原因があると思う。

「まゆみちゃん、名前もかわいいもんなぁ。石川、佑美……だよね？」

　なんで今さらそんなの確認するのよ。ごく普通の名前ですけど。しかも、間違ったと分かってからも『まゆみちゃん』呼びですっかり定着しているし。

　なんなんだろうなぁ、この人。掴みどころがないっていうか……悪い人ではなさそうだけど、胡う散さん臭くさいっていうか。私がイケメン慣れしていないからなのかな？

　私の悶もん々もんとした気持ちをよそに、涼介くんは運ばれてきたメインの骨付き肉をキレイな手つきで切り分けている。

　それをぼんやり見ていると、私は今ここでなにをやってるんだっけ、と不思議な気持ちになってくる。

　……あ、そうだった。忘れないうちに言わなくちゃ。

「志帆に、えーと、職場のお友達紹介してくれるっていうやつ……」

「ああ、うん」

「あの……かっこよくて、それから優しくて、ちゃんと志帆を大切にしてくれそうな人にしてね」

「んー……俺以外にいるかなぁ」

　ナイフとフォークを止め、真剣に困ったような表情をする涼介くん。

「……え」

　ウソ、本気で言ってるの？　この世には、アナタより好条件の人なんてゴマンといますけど!?

「ちょっと、そこ笑うとこだよ。今の、俺の精いっぱいのイケメンギャグなんだけど」

「もう！」

　不意討ちとはまさにこのことで、うっかり大爆笑してしまう私。

「ちょ……やめてよ、もー！」

「ま、半分本気なんだけどねー」

　爆笑を得たのが嬉しかったのか、いたずらっ子のようにニヤニヤと笑っている涼介くん。

　……なんか、ムカつくんですけど。

「大丈夫。大事なまゆみちゃんの友達だし、なにより俺たちがこうなることに協力してくれたんだから、ちゃんとお礼はさせてもらうよ」

　私の表情から、『まずい』と思ったのか、ちょっと座り直し、軽く咳せき払ばらいをしてから涼介くんが真面目な顔で言う。

　……ん？　ちょっと待って。なんだか引っかかる。変なこと言ってなかった？　『俺たちがこうなることに』？　いや、どうにもなってませんけど。そして、今後もなりませんけど。

　涼介くんを見ると、涼しい顔で『夜空の星になぞらえたバーニャカウダ』という名前の、パッと見、普通のバーニャカウダを食べている。

　ダサくない？　なんなの、その乙女の戯たわ言ごとのようなネーミング。地上二百十五メートルだから許されるの？　……あれ、二百五十メートルだったっけ？　もう、どっちでもいいや。

「うわー、パプリカが異様にうまい！　ほら、食べなよ」

　確かにおいしそうだけど……私はそのネーミングと涼介くんのセリフが気になって、それどころじゃないんだよね……。

　その後も、トリッパのトマト煮込み、なんちゃら風……の、なんちゃら部分を聞き逃し、きっとまたすごく変なネーミングだったんだろうなーと思いながら取り分ける。さっきの骨付き肉で充分メインになるのに、また肉料理が出てきて、コース編成に不安が出てくる。どんだけ食べさせるつもり？というか。

「涼介くん、このくらい食べられる？」

　しかし涼介くんはナイフとフォークを置いて、窓の外の夜景に目をやっていて、無反応。なので適当に多めによそい、涼介くんのそばに置き、自分の分をよそう。

　ていうか、お礼のひとつもないの!?　イケメンはこれだから、と思いながらふと見ると……。

　め、めちゃくちゃこっち見てるんですけどー。

「なにか顔についてる？」

　ドキドキを悟られないように、平静を装ってみる。

「いやー、いい奥さんになりそうだよね」

　サラリと帰ってきた返事に、慌てて返す。

「あのね、このくらい幼稚園児でもできるから！」

　取り分けたくらいでいい奥さんになれるなら苦労しないって。

「ねぇ、俺たちってけっこういい年じゃん？」

「あれ、涼介くんってタメなんだっけ？」

「……前回バリバリ言ってますけど。そこも聞いてなかったのか！　やっぱりまゆみちゃんって、面白いよねー」

「す、すいません」

　気まずくて、トリッパをモグモグと咀そ嚼しゃくする。

「ね、今まで何回くらいプロポーズされた？」

「へ……？」

　な、何回くらいって……。いや、プロポーズされていたら、とっくに結婚していますけど……。でも、『プロポーズされたことがある』を前提にしてきた質問に、『ない』なんて返す勇気はない。

「んー……に、二、三回だったかなぁ」

　バカバカバカ、私のバカぁー。なにそれ、なんの見栄よ！

　でも、でも、中学生の頃に付き合っていた平ひら川かわくんとは、手をつなぐのが精いっぱいではあったけど、【平川 悟さとる　平川 佑美】とかノートに並べて書いちゃって、『おー、夫婦っぽい！』とはしゃいでいたし。

　あとは、甥っ子の暖人くんに『僕が大きくなったら、佑美ちゃんをお嫁さんにしたげるからね！』と言われたこともある。

　……そ、その二回があるから、ウソじゃないもん。……神様ごめんなさい。私、無宗教ですけど先に謝っておきます。

　はい、見栄張りました、プロポーズなんてされたことないです。しかも『二、三回』って、曖昧すぎるでしょ。ああ、やだやだ。地上二百十五メートルで、こんなキレイな夜景を見ながら、こんなしょうもない見栄を張る私。

　みじめすぎて涼介くんの顔をまともに見られず、つい夜景を眺める。

「……まゆみちゃん」

「ん？」

「結婚しよう」

「……へ？」

　思わず涼介くんの顔を見る。

「俺たち、結婚しよう」

　今日見た中で一番真剣な顔で、ゆっくり、ハッキリと、もう一度涼介くんが言う。

「……はぁ？」

　な、なにを言っちゃってるの、この人……。

　しかし涼介くんは、何度見ても整いすぎて眩まぶしいくらいの顔を私の方に向けている。

「驚く？」

　あったり前でしょ！

　そんな気持ちを込めて、思いっきり頷く。

「でもさ、俺、条件いいよね？」

　たとえそうだとしても、そういうことを自ら言うのはイタダケナイ。

「結婚は、条件でするものじゃないし」

　よし、言った！　私、いいこと言ったよ、今。

「え、今までのプロポーズは条件が悪いから蹴ったんじゃないの？」

　キレイな目を見開き、さも驚いたような顔つきで涼介くんが聞いてくる。

　……ごごごごめんなさい、恋に恋するような中学生同士の戯言と、甥っ子との実りのないやり取りなんです。条件もなにもあったもんじゃないですよ。……なんて、口が裂けても言えないけど。

　黙り込む私の顔を、涼介くんが覗き込む。

　かっこいいから、やめてくださーい！　その技は反則です！　断固反対！　……ああ、そっか。分かった、なるほど。

　ぐるぐると回る思考の中で、なんとなく答えが見えてくる。

「涼介くん、結婚詐欺師なのね？」

　それなら合点がいく。口にしたことでハッキリした気がする。私ってば、頭いいじゃない。

「きちんと会社に勤めてて小金を持ってそうな妙齢の、結婚したがってる女を、次々とその整った顔と甘い言葉でたぶらかして、大金貢がせてドロンするのね、納得」

　謎が解けた探偵のように、新薬を発見した研究者のように、声を張る。

「は……？」

　目の前には、今世紀最大のキョトン顔の涼介くん。『ぽかーん』という音が聞こえてきそう。

「……あれ？」

　気がつくと、涼介くんが顔をテーブルに突っ伏して肩を震わせている。

　まさか……正体がバレて泣いている、とか？

「……っくっくっ……あはははははは、もうダメだー、んもー、なんなんだよー！」

　正確には、笑いすぎて泣いていた。

　本当に涙を出して爆笑する人の姿なんて、久々に見た。

「な、なによう……」

　涼介くんは、なにがそこまでツボなのか、なかなか笑いが収まらない。とても楽しそうに、時折私のセリフを反はん芻すうしては存分に笑い倒れている。

「俺が？　……まゆみちゃんの、……っくっくっ、財産根こそぎ？　ひゃははははははは、おもしれーなそれ！」

「だって……詐欺師ってそういう感じでしょ？」

「しかも、ドロンって……古！　ひゃははは」

　置いてきぼり状態の私は、『そこかい！』と脳内でそっとツッコむことしかできない。

　ひとしきり笑って満足したのか、涼介くんはハンカチで涙を拭いながら、なにかをスーツのポケットから取り出す。

「はい、これ」

　目の前に差し出されたのは、泉商事の社員証。ＩＣチップ入りのカードだ。

「あ、あとこれも」

　お次は免許証。あの、誰もが前科持ちのように写る証明写真も、なぜか爽やかにキマっている。まるで芸能人の宣材写真のよう。

「えーと、あとは……」

　口元にまださっきの大爆笑の余韻を残したまま面白そうに言い、ポケットやらなにやら探る仕草をしている。

「あ、もういい、もういい、ご馳ち走そう様さまです！」

　このままじゃ戸籍謄本とかまで出してきかねない。

「なんでよ？　偽装かどうか、よく見ないと」

　楽しそうに笑いながら、自分の社員証をライトにかざす涼介くん。

　どうやら本物のようだ。でも……。

「とにかくさ、ありえないんだってば！」

　つられて微笑みそうになる自分にも、楽しげな様子を崩さない涼介くんにも苛立ちを覚え、思わず声を荒らげて再び涼介くんを睨む。

「なんでだよー？」

「だって私たち、出会って何日だと思ってんの？」

「土曜日からだから……日、月、火。四日目」

　素直に指折り数え、ひょうひょうと答える涼介くん。

「よくできました。ね、ありえないでしょ？」

「恋に堕おちるのなんて、一瞬だろうよ」

「いや、そういうポエムみたいなのはいいから……」

「なんで？　俺は会ってすぐに分かるよ？」

　整った顔で、そういうことを言わないでほしい……。

「じゃあ聞くけど、あれからなにしてた？」

「あれから……？」

「初めて会った日から、だよ。私はね、日曜日は部屋の片付けをして、本屋さんとスーパーに行った。月曜日は会社に行って、夜は男友達とご飯を食べた。火曜日、つまり今日は会社に行って、今夜のことを志帆から聞いた。そして今、プロポーズ……ありえないでしょ？」

　一日目、二日目、と同じように指折り数えつつ、やっぱり冷静に考えてもありえないわ、と怒りのような感情がふつふつと湧き出てくる。

「……まぁまぁ、そんなに熱くならないで」

　どうどう、とまるで興奮した馬をなだめるように落ち着いて微笑む涼介くん。

　なに、この温度差……。ていうか、涼介くんの涼しげな顔を見ていると、まるで私のほうが間違っているかのような錯覚を起こしてしまいそう。

　それと同時に、ほんの少しドキドキしている自分に戸惑う。

　だって、プロポーズだなんて……。結婚しようだなんて……。ありえないと頭では分かっているのに、私の乙女スイッチが久々に反応している感じ。やっぱり少しは嬉しい。

「確かに急すぎるよね。じゃあ……一カ月、待つよ」

　涼介くんは、今までのへらへらした状態から少し目に力を入れて、私を正面からしっかりと見据える。

「え？」

「一カ月後……ああ、ちょうど七夕じゃん。よくできたドラマみたいだな」

　涼介くんは腕時計に視線を落とし、ひとり言のようなトーンで呟く。

「な、なにが？」

「一カ月後、七夕の夜。この席で待ってるから」

「は？」

「その間に俺が怪しくないか、詐欺師じゃないか。よーく調べるなりなんなりしてよ。それで、プロポーズを受ける気があれば、来て。大事なことなんだし、よく考えたほうがいいだろ？」

　……出会って四日目でプロポーズしてきたお、ま、え、が、い、う、なっ！

　心の中ではツッコみつつも、あまりのことにきちんと返事もできず、黙って涼介くんを見つめることしかできない。

　ふと涼介くんが席を立つ。

「俺、また仕事に戻らないといけないから。今からデザート来るし、よかったら食べてって」

「え……」

「じゃ、ゆっくりしてって！　一カ月後にまた会えることを信じて」

　私の返事も聞かず、立ち去っていく。その足取りは早くて、私が立ち上がった時には、クロークに預けていたらしきカバンをスタッフから受け取り、去っていく後ろ姿が見えた。

「デザートお持ちしました」

　ウェイターに声をかけられ、慌てて座り心地のいいソファに深く身体を落とす。

　ひとりになって、ホッとしたような少し寂しいような気持ちになる。

　テーブルの上には、豪華なデザートプレート。いろいろなケーキやソルベ、フルーツが少しずつ盛り付けられている。

　……ううー、おいしそう！　とりあえず、これを食べてからよく考えよう。

　添えられていた銀の細身のフォークを手に取り、ベイクドチーズケーキをツンツンしてみる。その時、デザートプレートとティーカップの間に小さな箱が見えた。

　あれ？　この形状、テレビでよく見かけるアレに似ている。まさか……。

　恐る恐る手に取る。大きさの割に、重い。

　ころんと丸みを帯びた蓋ふたは、私の指を待っていたかのように勢いよく跳ね上がり、パカッと音がした。

　中には、キラキラと輝く指輪。そして、はらりと落ちた紙には……。

【サイズはいずれ一緒に合わせに行こう♪】って……ギャー！　や、やっぱりあの人おかしいって……。

　急いで蓋を閉じる。

　こんなもの渡されたら、返すにしても絶対来なくちゃダメじゃない。……あ、でも電話で断ればいいのか……って、ヤバい。あの人の連絡先聞いてないんだけど……。










恋する気持ち




「で、その指輪が、これ……？」

　志帆が興味深げに箱を指差す。

「そーなの……」

　翌日の夕食時。私たちはこぢんまりとした創作和食のお店にいる。

　今日は朝からバタバタしていたせいで、ランチではゆっくり話せなくて、会社の人には聞かれたくない話だし……と、ちょっと会社から離れたところにある、志帆おすすめの店を選んだ。

　摩耶は寿退社に向けて残業……ではなく、ブライダルエステのために今日は集まれず、慎吾は仕事がずいぶん忙しいみたいで、『顔を出せたら出す』とのこと。メッセージの文面は、マドンナ目撃事件の影響はなく、普通だったことにちょっと安心もした。

　それに、かえって今日は志帆とふたりのほうが話しやすいかも。

「どう思う？」

　そう聞くと、志帆が「うーん」と唸る。

「でもさ、涼介くんが結婚詐欺師だったとして、佑美を騙す価値や理由って……？」

「そう……だよねぇ」

「普通にひと目惚ぼれしたんじゃないのぉ？」

「されるタイプじゃないし、私」

「タイプってどういうこと!?」

　楽しそうに笑う志帆を見ながら、私もつられてなんとなく笑う。

「でもさー……」

　志帆がそっと箱を手に取る。私もそうだけど、やはりこれは乱雑には扱えないシロモノだと思う。

「これ。返すにしても、どっちにしろ会いに行かなきゃじゃん！」

「そーなのよお！」

　思わず大きな声が出る。

「連絡先も聞き忘れちゃったし……」

　言い終わらないうちに、ハッと顔を見合わせる志帆と私。

「知ってるじゃん、私！」

「そーだった！」

　思わずふたりで手を取り合う。

「メアドとか、ラインのＩＤとかじゃなくて、携帯番号のみだけど……」

「充分、充分。贅沢言わない！」

　急に盛り上がる私たち。

「……でも、なんて？　なんて言うの？」

　ふと、不安そうな顔で志帆がスマホを握りしめたまま聞いてくる。

　そうだよね……どうしよう。そりゃあ、言いたいことは『そんな唐突なプロポーズ、お断りします』に、決まってるんだけど……。

「ね、とりあえず私がかけて、普通の会話のふりして、佑美のことをそれとなく聞いてみる？」

「……そんな高度な技、使えるの？」

　思わず聞き返す。それって、かなりの演技力を求められると思うんだけど。

「やってみるよ、んで、本気かどうか、客観的に判断してみる」

「志帆ーっ！　ありがとー」

　友情に感謝しつつ、私はそそそっと志帆に身を寄せた。

　そうと決まったら、早速準備。なにかあれば筆談で志帆に指示を入れようと、手帳にペンまで用意してヤル気満々の私。

「……じゃあ、かけますよー」

「う、うん、よろしく」

　なに、この緊張感。手にじわりと汗が滲む。

　しばしの沈黙が私たちを包む。コール音すら聞こえないので、どういう状況だか掴めずに、ひたすら志帆のターコイズのピアスを見つめていると……。

「わっ！」

　志帆が急にスマホを耳から離す。

「……ダメだ」

「へ？　留守電？」

「ううん。『現在、使われておりません』って」

「……え？　どういうこと？」

　意味がよく分からず、ふたりで顔を見合わせる。

　やっぱり詐欺なんだろうか？　でも、まだなにか被害にあったわけじゃないし……。いったい、どういうことなんだろう。

「……運命の七夕の日まで、連絡取らせないようにするため？」

　答えを探る志帆に、涼介くんのセリフを思い出しながら伝える。

「俺が怪しくないかその間に調べろとか言われたんだけど、どうしようもないじゃんね……」

「萌沙も合コンで出会ったらしいから大した情報も持ってないだろうしね……」

　このタイミングでみっちゃんのことを思い出す志帆。

　ナイス！と思ったのも束の間、『それに、萌沙も連絡先がころころ変わるのがまた芸能人みたいっていうか、ミステリアスなの、とかなんとか言ってたわ』という志帆の呟きが聞こえ、肩を落とす。

「なんのために回線を切ってるのかがそもそも謎」

「こうやって、指輪返したいだのなんだの言われないために？」

「運命信者、めんどくさい……」

　自分の仕立てたストーリーのためにわざわざこんなことをする涼介くんがますます理解できず、心の底から面倒だと思い、小さくため息をつく。

　結局、連絡を取れない限りどうしようもないので、いったん、この件については置いておこう……ということになり、お箸を持つ。

　今週はなんだかんだと外食が続いているから、そろそろお財布もお腹回りもキツいかも。とはいえ、昨日はご馳走してもらっちゃったわけだけど……。

「あー。いいなぁ、佑美。泉商事の旦那を持つマダムかぁ……」

　両手で頬杖をつき、うらやましそうに志帆が言う。

「マダムって……何歳よ。ていうか、ないない！　しないからね、結婚」

「多分さ、ロマンチストなんだよ、涼介くん」

「ロマンチスト……ねぇ」

　木製の箸を指先で無駄につるつると撫でながら答える。

「だって、今時夜景の見えるとことかさ、ちょっと古めのベタな感じでかわいいじゃん」

「うん、ご飯はおいしかったよー、確かに」

「いや。この際味はどうでもいいし。シチュエーションが大事なのであって……顔もかっこいいし、言うことないじゃん」

　志帆が熱く語りだす。

　確かに、お店を予約してくれる男子も減ったという昨今、素敵なシチュエーションを用意してくれる人が貴重なのは分かる気がする。

「まあ、かっこいいけどさぁ……でも、やっぱり胡散臭くない？　ほら、電話も通じないわけだし」

「うん、電話通じない時点で私の中ではロマンチスト確定なんだけどね。そして、慌てる彼女……みたいなシナリオができ上がってるみたいな気がして」

　うっとりと話す志帆を見て、ありえない、と改めて思う。一方で、こうして女友達と話していると、昨日の夜のことがなんだかくすぐったい。

　だって私、プロポーズされたんだよ？　涼介くんがなにか企んでいるのか、それともイケメン特有の気まぐれなのかなんなのか。真相は分からないけれど、嬉しいと感じている部分が確実にあるのも事実。『結婚しよう』という言葉にはやっぱり特別な響きがある。もちろん、警戒心や嫌悪感もしっかりあるけど。

　そんなことを思いながらもお腹は空くので、筆文字がいい味を出しているメニュー表をめくっていく。

「この『創作焼き鳥盛り合わせ』ってやつ、おいしそう!!」

「あ、おいしいよ、それ」

　志帆がグラスを傾けながら反応する。

「なんか、ミニトマトに挽ひき肉にく詰めてチーズをのせてたり、カマンベールチーズと豚バラが組み合わさってたり……」

「すごいね、焼き鳥のやの字もないのね」

「うん、串に刺さってりゃいいって感じだよね。でも、どれも本当においしかったから……」

　その瞬間、志帆がサッと表情を変えた。

「おいしかった、から？」

　志帆の表情はとても恥ずかしそうで、つい先を促してしまった。

「ま、また来ようね、って……」

　予想外の言葉に思わず食いついてしまう。

「なに!?　えっウソ、誰とよ!?」

　志帆ってば、水くさいー！、と興奮する私をよそに、気がつくと志帆はまっ赤な顔で下を向いている。

「いや、そういうんじゃないのよ……」

「じゃあ、なんで赤いのよう！」

「だって……私こそ、騙されてるかもなんだよ。いや、確実に騙されてるの！」

　照れ隠しなのかなんなのか、まだそんなに酔っていないはずなのにまっ赤な顔で大きな声を出す志帆。

　私たちは、追加注文そっちのけで恋バナモードに突入する。

　本腰入れて、聞こうじゃないの……いや、訂正。聞かせてくださいませ。

　私はメニュー表をとりあえず机に置いて、聞く気満々。

　照れている志帆はいつもよりうんとかわいい。これから聞けるのは、きっといい話だ。

「いや、今日は佑美の〝涼介くん作戦会議〟じゃん？」

「そんなの、いつ決まったのよ！　だとしても、会議に議題がいくつもあるのは当然よっ！　私のは後回し！　連絡つかないんだし」

　私の熱さに押されてか、志帆がもじもじと話し始める。

「佑美はさ……何歳差まで、あり？」

「と、申しますと？」

　思わぬ方向の切り出しに、意味が分からず聞き返してしまう。

「だから……上は何歳、下は何歳までオッケー？」

「んー……」

　考えたことなかったな。でも、わざわざそんなこと聞くってことは……志帆のお相手は年齢差があるんだろうか。

「上は、父親の年齢よりも下、くらいかな」

　とりあえず当たり障りのないことを言ってみる。幅を広く持たせたほうが、志帆を傷つけることにはならない気がしたから。

「うんうん、下は？」

「下は……犯罪にならない程度、とか？」

「うんうん、そっか、分かった」

　さっきとは打って変わって冷静に、私の答えを聞いているのかいないのか、気のない返事をする志帆。

　いやいや志帆さん、受け答えがなんだか変なんですけど。自分の中で話が完結しているというか……。

「で、志帆のお相手は？」

「……騙されてる、んだけどね」

　なによ、その前置き、と思いつつ、言葉の続きを待つ。

「……七つ下」

　頭の中でざっと計算する。

　えーと、二十五歳……？

「なーんだ、全然いいじゃない、法に触れてないし」

「佑美、自分が二十七歳くらいのつもりでいない？」

　う……痛いとこつくなー、と思わず口ごもる。確かに、頭の中で三十二歳から引いたはずなのに、『ちょっと下だな』くらいにしか思わなかった。

「私たち、もう三十二歳だよ？」

　諦めに似た空気をまとった志帆の声が妙に心に響く。

「じゃあ、何歳からがアウトなのよ……。あ、もしかして無職とか？　または学生？　養うのはきつい、とか……？」

　恐る恐る口にしてみる。実際、社会人になってから学生と付き合った経験はないけれど、想像すると、その関係はなかなか難しい気がしてしまう。

「いや。ちゃんと働いてるよ……」

「そっか。んじゃ、いいじゃん」

「……実は、うちの会社で」

　ひと呼吸置いてから、志帆が決心したように言う。

「えっ？　なに!?」

　思わず志帆の顔を見る。

　まーさーかーの、オフィスラブ！　しかも、年下！　でも社内恋愛を禁止されているわけじゃないし、なんの問題もないと思うんだけど……。

「いいじゃん、なんで隠してたのよー。志帆こそ、合コン行ってる場合じゃなかったんじゃない」

「だって、ありえないじゃん」

　志帆の声は、悲痛という表現がぴったりで……。

「実はその人ね、沙耶香ちゃんと同期なの」

「うんうん」

　誰だろう？　なんて思いを巡らせながら相槌を打つけれど、目ぼしい人物がこれといって浮かばない。

「あんなかわいい子が身近にいて、三十過ぎの私に好意とか、ありえないでしょ」

　口調はおどけているけれど、泣きそうな表情が志帆の顔に貼りついている。

「……んなことないでしょうよ。なに、その謎の決めつけ」

　そんなことを言ったら、沙耶香ちゃんと同じフロアの社員たちはみんな、どうなってしまうのよ。

「でも実際に、慎吾をはじめ、たくさんの人が沙耶香ちゃんを好きだと思っているわけで、他の人より優位な立ち位置の岡おか野のくんがそこに引っかからないで私に来るわけないじゃん」

「あ、岡野くんなんだ」

　思わず呟く私に、志帆が『しまった！』という顔をする。

「ちょっと、もしかして私に隠し通すつもりだったわけ？」

　志帆のまさかの秘密主義ぶりに反発し、腰を浮かせながら言い返す。

「だって……同じ部署で一緒に仕事をしているうちに、なんて、ありきたりというか手近すぎるというか……」

　肩をすくめ、ますますバツの悪そうな顔をする志帆に、それ以上責めるようなことは言えなかった。

　岡野くんは、ここ最近の若手の中では多分一番目立っていると思う。アイドルグループにいそうな顔立ちだとか、どこかの国の王子様のようだということから、女子社員たちは陰で、〝岡野〟と〝プリンス〟を掛け合わせて、『岡プリ』とあだ名をつけて呼んでいる。

　その甘いルックスに加えて、素直な性格ということもあり、かなり年上のおば様たちまで岡野くんを気に入っている。弟キャラって感じだけど、もちろん若い子にも人気があって、慎吾ほどではないけれど、それなりにキャーキャー言われたりしている。

　そんな岡野くんに好意を持たれれば、確かに疑心暗鬼になる気持ちも分かるかもしれない。

　完璧な人からのアピールを受け止められるほどまっすぐな心でいられないのが、三十二歳・独身なんだよね。よほどの自信家かメルヘンちゃんじゃないと無理。そのまま受け止めて、その好意が事実じゃなかった時、自分がどれだけボロボロになるか想像するだけで恐ろしい。なるべく無駄な傷は負いたくない。

「例えばね、岡野くんに、その、ほら……『付き合いたいです』とか言われててさ、それを真に受けて、付き合ったとするじゃない？」

　タオル地のおしぼりが、ちぎれるんじゃないかというほどに志帆の手でこねくり回されている。

「うん」

「当然、私は結婚を意識するじゃない？」

「そりゃね」

　うんうんと頷きながら話を聞く。同じ三十二歳独身として、その思考になんの疑問も意義もありません。

「そしたら、七歳下の岡野くんにとっては重いじゃない？」

「それはどうだか」

「で、フラれるじゃない？」

「んー……」

　なに、そのネガティブかつ偏った断言、と思いつつも、どんどん悪いほうにしか考えられなくなる気持ちもよく分かる。

「岡野くんはモテるから、すぐにまた誰かと付き合うじゃない？」

「んー？」

「それを見届ける自信がない！　もうさ。傷つきたくないんだよね」

「それは、分かる……」

　そんなことあるわけない、と笑い飛ばすことができない説得力がそこにはあって。それは、志帆に魅力がないとか岡野くんが軽い男だとか、そういう問題ではない。

「年上の私がたぶらかした、とか噂されるのは構わないの。でも……」

　私と会話をしているんだけど、志帆はまるでひとり言でゆっくり自分の気持ちを確認しているようにも見える。

「でも？」

「私はさ、やっぱり結婚したいから。そういうリスクのある人じゃなくて、もっと地味な人でいいのよ」

「地味な人、ねぇ……」

　ダサい眼鏡とスーツ姿の中年サラリーマンを頭に思い浮かべる。いや、なにもそこまで自分を落とさなくても、と反発したくなる。

「そう。性格がよくて、稼ぎもそれなりで、私だけを大切にしてくれて、顔もまぁ普通の地味な人」

「いや。けっこう条件乗せてるよ、それ」

　答えながら、志帆の野望がきちんとそれなりであることに安心感を覚える。

「でも、とにかく、もっとしょぼい人なら安心して付き合えたのに……」

「分かる気がする」

　うなだれる志帆を思わず抱きしめたくなってしまう。その気持ちが、手に取るように分かるから。

　結婚はしたい。でも、傷つきたくない。『当たって砕けろ』は、砕けてもすぐに復活できる若いうちにしか使えない言葉。今の私たちは、砕けたらもう戻れない。確証はないけど、そんな気がする。

　砕けるのが怖くて、人の好意も信じられない私たちを誰も責めることはできないはず。ただでさえ、これまでいろんなことで小さなヒビが入ってきているんだから。

　……でも、やっぱり結婚したいんだよね。いったいどうしたらいいんだろ、この矛盾。

「私、岡野くんは真剣なんだと思うけどな。……なんて、言われたのか分からないけど」

　言葉を選びながら、誠意をもって志帆に答える。私の背筋は妙にピンと伸びている。

「鵜う呑のみになんてできないよ。……だから、聞かなかったことにして。私、早くちゃんとした結婚相手を見つけたいの」

　今にも泣きだしてしまいそうな志帆は、ただでさえ細い身体を自分でギュッと抱きしめていて、このまま消えてしまいそうだ。

　だから最近、妙に『結婚結婚』言ってたのかな？　そうやってあがいて、誰かと付き合って……岡野くんのことはなかったことに？

　そこまで考えて、ふと思い当たる。

　あれ？　ちょっと待てよ。

「志帆は、岡野くんのことをどう思ってるの？」

　岡野くんは志帆が好きで、志帆はちゃんと結婚したいから、年下の岡野くんに飛び込めない。だから誰かと結婚する……って、あれ？　おかしくない？

　頭の中で整理しながらふと見ると、志帆が泣きそうになっている。

「大丈夫!?　ごめん、な、なんか嫌なこと言った？」

「好きだから……困ってるんだよ。早く誰かを見つけて結婚しないと……」

　志帆が泣きだしてしまった。その姿を見て、納得する。

　そっか、志帆も岡野くんが好きなんだ。そうだよね、好きな相手だから、失う時のダメージが怖すぎるんだよね。でも、好きなのに、両想いなのに、報われないなんて岡野くんも志帆もかわいそうだよ。

「岡野くんと結婚すればいいだけの話じゃん」

「それが無理だから、苦しいんだって」

　私の言葉に食い気味に返してくる志帆。怒ってはいないけど、その口調の強さに、志帆のどうにもならない憤りが滲んでいた。

　らしくない。やってみないと分からないのに……。

　いつもの志帆の笑顔を思い出す。

「よし、決めた」

　私の声に、志帆が身体をビクッとさせる。

「志帆は、岡野くんを信じて付き合ってみる！　私は、涼介くんを信じてみる！」

「へ……？」

「ふたりで玉砕なら怖くないじゃん！　もしダメだったら、有給使って一緒に海外で傷を癒そう！」

　志帆の細い背中をポンポンと勇気づけるつもりで叩く。

「だって佑美、涼介くんのこと……」

「全然分かんないけど、好きになるかもしれないし」

「……そっか」

　超いい提案！と思ったのに、なぜか志帆の反応はイマイチ。

「私……」

　志帆が泣き終えた潤んだ瞳で私を真正面から見る。

「ん？」

「今だから言うけど、私、佑美は慎吾と付き合うと思ってた」

「……え？」

　不意討ちすぎて、言葉が出ない。

　なんですかそれ、初耳ですが。

「なんで慎吾？　急にそんな……」

　あまりに予想外で、うろたえてしまう。

「いや、なんとなくよ」

「慎吾はマドンナにベタ惚れじゃん？」

「……とは言ってるけどねぇ」

　なんで？　志帆はもちろん、私たちの〝約束〟のことは知らない。

　……なんでだろう。たった今、涼介くんを信じてみようと思ったのに、急に心臓がドキドキする。

　そっか、きっと慎吾と一緒にマドンナのデート現場を見てしまったドキドキが蘇よみがえったんだ。だって、慎吾はマドンナが好きなんだから。ずっとずっと前から。

「慎吾と私は……戦友って感じかなぁ」

　考えて、言葉を選ぶ。我ながら、的確な単語を見つけたと思う。

「戦友ねぇ」

　志帆が、あらぬ方向を見ながら呟くように言う。

「ほら、お互いに励まし合って自分の恋を実らせたいというか……」

「私、男女の友情信じない派」

　しれっと志帆が右手を顔の辺りまで挙げて宣言する。

「じゃあ、慎吾と志帆はなんなのよう」

「ただの同期！」

　納得できない私をよそに、私を攻撃することですっかり涙の乾いた志帆は、元気にご飯を食べ始めた。

　なんだか納得がいかないながらも、志帆につられて私も箸を持つ。

　このお店は、ひとつひとつのメニューが本当に凝っていて、味もいい。今の志帆のツッコミに影響されたわけじゃないけど、このお店に一緒に来るなら、高級志向の涼介くんじゃなくておいしい物好きの慎吾とのほうが楽しそうだな、なんて無意識に考えてしまう自分に驚く。

　いやいや、楽しいって、アレだよ、変な意味じゃなくて！

　脳内で焦りまくる自分に動揺しながら、私は目の前の料理に集中した。




「明日も早いし、そろそろ帰ろっか」

　時計が九時を差した頃、志帆が言う。

「そだねー。慎吾、来なかったねぇ」

「佑美がプロポーズされたって聞いた時の慎吾の顔。見たかったわぁー」

　ふざけたような志帆の声。

「なんか、楽しんでるでしょう？」

「そりゃ、ふたりの男の間で揺れる友達の姿なんてなかなか見られるもんじゃないし、貴重よぉ」

「別にその二択で揺れてませんけど……」

　さっきまで泣いていたとは思えないほど、いつも通りの志帆。

　よかったけど、なんだかなー。なんか、思いっきり勘違いしてるよね？

　志帆と別れて、駅までの道を急ぐ。

　あ、慎吾に『今日はもう解散したよー』って連絡しとくか。

　スマホをごそごそとバッグの奥の方から取り出していると、前方から見覚えのあるスーツ姿が歩いてくるのが見えた。

「あれ？　迎えに来てくれた？」

　ニヤニヤと笑い、「くるしゅうない」などと言っている慎吾。

　今さら来ても遅いっての。

「ちょうど解散したとこだけど？」

「なんだよ、マジか。教えるだろ、普通」

　ここぞとばかりに騒ぐ三十二歳。アナタのファンの皆様に、こっそり録画して動画を見せてやりたい。

「だって、そっちこそ連絡ないし……」

「店の場所がいまいち分かんなくて、お前らに聞いたら負けだと思ってナビで調べながら来たのに、コイツ、ウソ教えやがって……」

　自分のスマホをコイツ呼ばわり。相変わらずのバカさ加減に少し安心する。

「んなわけないでしょ。ナビのせいにしないの！」

「もー腹減ってマジ死ぬ！　ラーメンか牛タンでいい！　ちょっと付き合え！」

「やだよ、お腹いっぱいだもん。ていうか、普通はラーメンか牛丼じゃないの？」

「うるせー、庶民め。なんだよ、自分たちばっかいいもん食べて」

　会話をしている限り、本当にいつも通りの慎吾だな、なんて思っていると、ふと、さっきの志帆の言葉が頭をよぎり、つい顔が赤くなる。

　やだやだ、変なこと言われたから意識しちゃうじゃん。

　その上、ふたりで見た、あのシーンまで蘇る。

　沙耶香ちゃんは誰とご飯を食べていたんだろう。慎吾はあれから、沙耶香ちゃんと話したの……？

「……佑美？」

　慎吾に怪け訝げんなトーンで呼ばれて我に返る。

「あ、うん。もー、しょうがないな、付き合うよ」

「お、サンキュー。俺、こんな夜にひとりで食べてたらナンパされちゃうから」

　自分で自分を抱きしめる仕草で、身体をくねらせる慎吾。せっかくのスラッとした体形が、見事に台なしだ。

「ハイハイハイ、そーね。か弱いもんね」

　私たちはくだらない会話を交わしながら、並んで歩く。

　うん、やっぱりこれって、しっかり友情だと思うな。










男女の友情




「お前、山崎とホントにうまいもんをたらふく食べたんだな」

　ファミレスを出てから慎吾が言う。

「なんでよ？」

「お前がドリンクバーしか頼まないなんて、本気の満腹じゃねーか」

「慎吾のオゴリって分かってたら、サーロインステーキのキングサイズいったけどね！」

　両手で大きなお肉の塊を表しながら慎吾の前につきつける。

「怖っ。まぁね、お前はもりもり食べてるとこが一番かわいいもんな」

『いい天気ですね』みたいなトーンでとんでもないことを言う慎吾。

　途端に胸が高鳴り始める。

　ちょ、ちょっと。落ち着いて、落ち着いて私。文脈的に、『大食いだな』ってバカにされているだけだから。

『かわいい』って、そういう意味じゃないから！と、脳内は大忙し。志帆が変なことを言うからだ。

　なにも食べないであろう私が浮かないように気遣って、ラーメンや牛丼ではなくファミレスに来たあたりに慎吾の優しさを感じる。

　ずっと気になっていたのだけど、食べている間も今も、不自然なくらいマドンナの話が出ないよね……。

　そんなことを思っていたら、ふと慎吾の声のトーンが変わる。

「今日さ、マドンナが来てさ」

「……どこに？」

　その瞬間、すっと気持ちが静まるのを感じた。慎吾と楽しくはしゃいでいる場合じゃない、と、気づかされたというか。きちんと話を聞こう、と集中する。

「あ、俺のデスクに」

「あら、今日は自席にいたんだ。珍しいね」

「うん、たまたま。そしたらさ……」

　慎吾のテンションは明らかに低い。この話が、きっとそんなにいいものではないのだろうと、たやすく予想できるほどに。

「うん」

「楽しみにしてるって」

「え？」

　思わず聞き返してしまう。予想外のセリフだったから、つい。

「『金曜日、すごく楽しみにしてます』って、ものすごいかわいい顔で笑うの」

「……よかったじゃん」

　いい話なのに、どうして慎吾は浮かない顔をしているんだろう。断られたわけじゃないのに。

「いや、ずいぶん慣れてるなーと思って」

　歩いている自分のつま先でも見つめているのか、軽く俯くような体勢で慎吾が言う。

「え？」

「だって、そういう経験がないって言う人にしては余裕じゃん？　ああいうとこ見ちゃったからかな」

『ああいうとこ』……そうだよね、男女がふたりで楽しげに、雰囲気のいいお店でご飯を食べるというシーンは、やっぱりダメージあるよね。もしかして慎吾くらいもてはやされてきた人なら許容範囲なのかな、とか思ったりもしたけど、違うよね。

「でも、別にいいんだ」

「ん？」

「俺は、マドンナが好きなんであって」

「うん」

「マドンナがウブだー、うわーやべーってのは後からついてきた情報だから」

　ぽつりぽつりと話す慎吾の横顔は、こんな時に言うのもなんだけど、とてもキレイで、それが余計に悲しかった。なぜか慎吾に、こんな顔をさせたくないと思ってしまう。

「うん」

「もともと、純情乙女が必須条件ってわけじゃねーから」

「うん」

「……いいんだ」

　こんなテンションは見たことがないというくらい、静かに慎吾が言う。目線はさらに落ちているし、〝自分に言い聞かせる〟というレベルはとうに超えて〝口先でなんとかセリフを吐いている〟ようにしか見えない。

　いや、違うよね。純情が必須条件じゃないとか、そういうことじゃなくて、ウソをつかれていることが悲しいんだよね？　だから、そんなにつらそうな顔で話しているんだよね。

「楽しみにしてくれてるなんて、嬉しいね」

　なるべく明るいトーンが出せるように気をつけながら、言葉を返す。

「えっ!?」

　慎吾が驚いたように私を見た。

「すごいことじゃん。ずっと好きだった子とデートだよ？　しかも、楽しみにしてくれてるなんて幸せじゃん！　とりあえず楽しんできなよ。あの人は誰だとか悩んでても仕方ないんだし、もったいないよ、デートだよ？　少女漫画とか恋愛小説ではね、大体ああいうのはイトコのお兄ちゃんよ。『やだー、見てたなら声かけてよー』なんつって」

　ウソだけど。私が愛読してきた物たちは、大抵その展開はその女がそういうウソをつく。でも、ここでは言わなくてよし。

「……佑美」

　慎吾の声が上ずる。

　私だって、あの場面はなんだかショックだった。だけど、今はそんなことに囚われていないで、嬉しいことに目を向けたほうがきっといい。どんな事情があるにせよ、とにかく慎吾はずっと好きだった沙耶香ちゃんとようやくデートに行けるんだから。

「そ……だよな。深く考えることないよな、別に付き合ってるわけでもないんだし」

「そうよ！」

　慎吾の声や表情が少し晴れやかになったことで、私の気持ちも明るくなる。

「なんか、ありがとな」

「ドリンクバーを奢ってもらったお礼に、これくらいは励まさないとね」

「友情から来る励ましじゃないってのか」

　もう夜も遅いというのに、私たちはゲラゲラと笑いながら歩いた。悲しい顔の慎吾は見たくない。

「そういえば今日さ、なんか話でもあったの？」

　ひとしきり笑った後、不意に慎吾が尋ねる。

「なんで？」

「いや、わざわざ呼び出しかけてきてたから」

「んー、まぁ、ねぇ……」

　こんな状況で、さすがに言いだしにくいでしょう。涼介くんにプロポーズされたんですけど、なんて……。でも、男目線の感想を聞いてみたい気もする。『ありえないだろ、バカなの？　騙されてるぞ、それ』って慎吾に言われたら、目が覚めるかもしれないし。よし！

「あのね、あの……男の人って、どのタイミングでプロポーズするもの？」

「……は？」

　慎吾が思いっきり怪訝な顔をする。

「だからー、その、なんていうか……」

　うまい言葉が見つからず、立てた人差し指を空中に無意味にちょんちょんと差す。

　そんな私を意外にも真面目な顔つきでチラリと見てから、まるで仕事の話をするように落ち着いた口調で慎吾が言う。

「仕事がひと段落して、とかが多いんじゃないの？　それで養っていく自信がついたら、とか」

「好きじゃなくても!?」

「好きなのは大前提だろ。付き合っていく中で、コイツとはやっていけそうだ、とか思うんだろうし」

　案外真っ当なことを言うのに驚きつつ、やっぱりそうだよね、と思う。付き合ってもいない、知り合って数日の相手へのプロポーズなんて、ありえないよね。

「そういう心配はプロポーズされてからしろよ、気が早ぇよ」

　ははは、と慎吾が笑い飛ばす。

　そこは私も一緒に笑うべきところ。でも、笑えない。その通りだと思うから……。

　ノッてこない私を不思議そうに慎吾が見つめる。

「……なに、まさかお前、プロポーズでもされたの？」

「……そうみたい」

　うまく笑えたか自信はないけど、私なりに作った笑顔で慎吾に言葉を返す。

「はぁあ？」

　慎吾がまるで怒ったような大きな声を出し、思わず身体がビクッと震えた。

　そりゃ、ビックリするよね。おかしいよね……。『バカじゃねーの』とか、言われる？　『そんなの真に受けて』って、軽蔑する？

　私は今さらながら自分がバカみたいに思えて、次に来るであろう罵声に備えてギュッと目を閉じた。

　さすがに、シャレにならない感じで軽蔑されるのはちょっと嫌だな。

「すごくない？　やったな！」

　慎吾が嬉しそうに言いながら、面めん食くらう私の手を取って、ぶんぶん振る。

「……え？」

　予想外の反応に驚いて、思わず目を開けて慎吾を見つめる。

「ていうか、いつから付き合ってたんだよ、言えよ。白里といい、お前といい、どんだけ秘密主義なんだよ、水くさい。俺たち、貴重な同期だろ？」

「いや、付き合ってない」

「……へ？」

　今度は慎吾が面食らう。分かりやすく表情に出すから、まるで低級なコントのようだ。

「えっと……説明、お願いしまーす。どういうことですか？」

　立ち止まり、怒ったように両腕を胸のところで組み、私を見下ろす慎吾。

「ですよね？　説明させていただきます……」

　私たちは、どちらからともなく街路樹のたもとのベンチに腰をかけた。

　サワサワとたまに吹く風が心地よい。これから重い話をする私には、もったいないくらいの爽やかさだ。

「それが……自分でもよく分かってないんだけど、付き合ってもいないのに、結婚しようっていきなり……」

　やましいことはなにもないのに、なぜかしどろもどろになりながら、なんとか説明するけれど、隣にいる慎吾の顔はまともに見ることができない。

「付き合ってなくてもさ、ずっと好きだったんじゃない？　お前のこと。例えば、俺の、ほら、マドンナへの想いみたいに」

「ていうか、出会ってまだ一週間経ってないんだけど……」

「あ」

　慎吾が手をポンと叩く。

「もしかして、この前合コンで出会ったっていうイケメンか？」

「そう……」

「そういえば、合コンの最中から口説かれてたもんな！　ひと目惚れされたとか。物好きで貴重な人がいたもんですねー、なんて。ははは」

　笑い声を立ててはいるものの、そんなに楽しそうでもないのは、長い付き合いだから、なんとなく分かる。やっぱり軽蔑しているのかな、とそっと見ても、慎吾の整った横顔からは読み取れない。

「にしても、求婚かぁ。すごいな、それ」

　感心したように言いながら、慎吾が空を見上げる。

「ありえないよね？　私のことなんて、なーんにも知らないんだよ？」

「でも、お前と一生を共にしたいと思ったわけだろ？　それってなかなかの決心だぞ？」

「結婚詐欺師かな、とも思ったの」

「……は？」

　空を見上げていた頭を戻しながら慎吾が私を見る。

「だって、イケメンがいきなりプロポーズなんて、詐欺でしょうよ」

「だははは。なんで？　お前を騙して誰が得するの？　お前、貢いだりしなさそうだし、キャラ的にも」

　さっきよりはちゃんと笑いながら、慎吾が私の方に顔を向ける。

「そんなの分かんないじゃん！」

「なに、そんなブルジョアな格好で合コンに行ったわけ？　金持ってます的な？　あれか、札束うちわみたいなので『あっつーい』とか言って、これみよがしにあおいでみせたとか？」

　そんな人間が実際にいたら逆に引くでしょうよ、というツッコミを呑み込みながら、口を開く。

「その日、セールで買った服を着てみましたけど」

「バーカバーカ、貧乏アラサー！」

　楽しそうに笑う慎吾を見ながら、確かにバカだな、と思う。

　言いたくないけど、セール品のタグ見られたしね、ばっちりと。

「まぁでも、一般的じゃないけどさ、世の中にはいろんな人がいるだろ？　決めつけないで、受け入れてみれば？」

　優しげな笑顔に、落ち着いた声音。兄が妹を慈しむようなトーンを急に出してくる慎吾に戸惑う。

　な、なにそれ。本人には言えないけど、なんかかっこよく見えるんですけど……。

「そ……だねぇ」

「名前、なんていうの、その人。いくつ？　あ、まさか、余命少ないヨボヨボのじいちゃんとか？」

「ううん、私たちとタメ。涼介くんっていうの……」

「リョウスケ、かぁ……」

　慎吾がしばし考え込む。姓名判断でもしてくれるんだろうかというくらい真剣に。

　――バシッ！

　急に勢いよく背中を叩かれ、咳込みそうになる。もう若くないんだから、優しく取り扱っていただきたい。

「……ゲホ、なによー、もうっ」

「じゃあ、大丈夫だ。リョウスケって名前のヤツに、悪いヤツはいない！」

　自信満々に言う姿が、後ろの外灯に照らされて輝いて見え、強く印象に残る。

「はぁ？　それ、なに情報？」

「伊藤リサーチ会社」

「……自分調べ、ですか」

「信しん憑ぴょう性せいあるだろ？　堂々の三十二年間の実績！」

　そう言って笑いながら、慎吾がベンチから立ち上がる。

　この人は、本当に会社で女子にキャーキャー騒がれ、上司からの厚い信頼も受け、次期幹部だと噂されるエリートなんだろうか。ふざけたことばっかり言って、そんな小さな男の子みたいな顔で笑って。

　ぼんやりとそんなことを考えていた私の前に、スッと手が差し出される。

「ほれ、立て立て」

「……ありがと」

　慎吾の手は、その細身の身体に似合わず意外とがっしりしていて、あぁ、男の人なんだなぁ、と感じる。

　男友達の手が温かいくらいでちょっと泣きそうになる私は、きっと情緒不安定だ。

　慎吾は、優しい。慎吾にかかれば、世の中に悪い人なんていないってことになるんじゃないかな。

　そんな信憑性のないリサーチ会社の診断だけど……涼介くんを信じてみようかな？　急に結婚じゃあ、あんまりだから、まずはお付き合いしようと提案してみるとか。それもなんだか恥ずかしいけど。

　ふたりで並んで歩いていると、商店街のアーケードの所に、小さな笹ささが刺さっていた。そこには輪飾りや短冊が下がっている。

「まだ一カ月もあるのに……早くない？」

　手に取った短冊には、やっと覚えたようなたどたどしい文字で【ましまろがたぐたい】と書かれていた。

「ましまろ？」

「たぐたい？」

　ふたりでその短冊を覗き込み読んだけれど、まったく分からない。そもそも判読した文字が合っているのかも自信がない。

　うーん、と見ていると、慎吾が急に叫んだ。

「分かった！　食べたい、だ、ほらこれ、向きがこう……」

　慎吾が短冊を斜めに持ち替え、そのたどたどしい文字を読みやすいようにしてくれた。

「なるほど。よく分かったねー」

「柔軟性だな、俺のセンスというか、脳の回路の素晴らしさっていうか？」

「幼児と同じレベルなのね、さすがだわ」

「なんだよ、褒められてないことぐらい分かるぞ」

　口を尖とがらせる慎吾。

　それです、そういうのを幼児と同レベルと言うのですよ。

「マシュマロ、食べられたかな？」

「書いた次の日、きっと、これを見たかーちゃんが買ってきたろ」

　見ず知らずの親子を想像して、温かい気持ちになる。

「そしたら書いた子は、来年も張り切ってお願いをするね」

「……だな。で、だんだん要求がエスカレートして、叶かなわなくなり、現実はそんなに甘くないって知るんだな。最新ゲーム機が欲しいだの、身長伸ばしたいだの、彼女（おっぱい大きめ）が欲しいだの……」

「確かに。願ってるだけじゃダメだって。すごいねー、達観しちゃうのね！　私たち、そのスタート地点を垣間見られたなんて、感慨深いね。まぁ、おっぱい大きい彼女に関しては、その年頃になっても短冊を活用しようとするあたりに、恋人のできない原因が見え隠れしてるけどね」

　しょうもない会話が終わっても、慎吾はその場を離れようとしない。『そろそろ電車、遅れるよ』と声をかけようとしたら……。

　――パンッ！

　慎吾が目をつぶり、笹に向かって手を合わせている。

「佑美とイケメンがうまくいきますよーに！」

　そんな慎吾の姿に友情を感じ、胸が熱くなりながら私も隣に並ぶ。

「慎吾とマドンナがうまくいきますよーに！」

　言い終えて、顔を見合わせ、ふたりで笑う。

　果たして、一カ月も早く笹に祈る私たちの願いは届くのだろうか。ていうか、笹に祈るのは正解なのかな？　星空じゃなくて？　しかも、この街の商店街が設置した笹に向かって。

　だけど、そういうことだけじゃなく、なにかが心に引っかかるのを感じた。そのなにかがなんなのかはよく分からないけれど。

　私の恋路の行く末を案じてくれる大切な男友達。それ以上でも以下でもない。

　心がざわつくのは、志帆が変なことを言ってきたせいだ。

　志帆に言いたい。『ほらね、慎吾はこんなにも私の恋を応援しようとしているよ』って。例えばだけど、『「そんなヤツのプロポーズなんて受けるな、俺との約束はどうした？」なんて言ってくれるはずもないんだよ』って。

　そこまで考えてハッとする。

『言ってくれる』ってなによ！　私はそんなこと望んでないのに。

　ぶるぶると慌てて首を左右に振る。「なーにやってんだよ」と慎吾に笑われながら、私は曖昧に笑い返した。




【行ってきマウス！】

　仕事終了後に入った短文のふざけたメッセージで、私にまで緊張が走る。今日は、金曜日……。ついにマドンナと慎吾が食事をする。

　あれから、同じあの店じゃちょっと……ということになり、最近よくデートをしている摩耶と志帆からいろいろ情報を聞き出して、最近駅の近くにできた、釜焼きピザがおいしいと評判のイタリアンに行くらしい。

　ウソみたいにモテモテなくせに、そこら辺が妙にウブな慎吾がかわいい。まぁ、それだけマドンナのことが本気で好きってことなんだろうけど。

　今日のお昼休みに偶然見かけた沙耶香ちゃんは、やっぱりとってもかわいかった。

　髪の毛はいつにも増してサラサラだし、メイクは薄めなのに自分のよさがよく分かっているというか、肌のキレイさと目元のかわいらしさがしっかり際立っていて。ベージュのレースが幾重にも重なったスカートは、ほっそりした足を強調していた。

　誰だって振り返って見とれてしまうと思う。かわいらしさのレベルがさらに上がっていた気がする。

　もしもこの先、慎吾と沙耶香ちゃんが付き合うことになったとしたら……〝美男美女〟なんて使い古された言葉がしっくりくる。とってもお似合いのふたりで、社内の誰もが悔しいけれど認めざるを得ないだろう。

　改めて考える。

　摩耶は、昔の同級生と結婚が決まった。志帆だって、今はまだいろいろな思いに囚われているけれど、勇気を出して年下の岡野くんに飛び込めば、きっとうまくいく。

　……それじゃあ、私は？　私は、涼介くんとどうにかなるの？　私はどうしたいんだろう。

　結婚はしたいけど。なんなら、めちゃくちゃしたかったはずだけど。いざそんな話が出てきたら、きっと心の中は戸惑いと困惑が圧倒的に占めるだろう。

　そりゃそうだよね。名前と勤め先くらいしか知らないなんて、昔のお見合いや政略結婚よりひどいんじゃないの？　私の望む結婚は、慎吾に聞いた時の一般論と同じ、段階を踏んでまっとうに進んでいく恋愛の先にあるもの。それに今さら気づいたところで、どうすることもできないけれど。

　さまざまな思いをいったん振り払うように、ギュッと目を閉じる。

【行ってらっしゃインド！】

　ふざけた返信をして、慎吾のデートの成功を祈るようにスマホを見つめる。

　感傷に浸る間もなく、節電モードに設定しているディスプレイがスッと真っ暗に変わる。私の顔が、黒い四角の中に映り込んだ。

　……変な顔。こんな私のことを、どうして涼介くんは好きだって言ってくれるんだろう。本気、なのかな。

　どっちにしろ、あと一カ月、私はどうすることもできない。涼介くんの身辺を調べる術すべもないし。まぁ、あれだけ『調べてよ』と自信満々に言うのは、やましくない証拠なのかもしれないど。

　ふと、いつも持ち歩いているお気に入りのバッグに目をやる。

　この中には、あれ以来なんとなく持ち歩いている、細かくカットの入ったダイヤモンドの指輪。取り出して手に取ると、存在感のある重み。きっとものすごく高価なんだろうということはひと目で分かる。

　プロポーズのシーンは映画やドラマなんかでよく見るけれど、私がこういうものを手にする時は、もっと幸せいっぱいなんだと思っていた。もっともっと、染み渡るように喜びを感じていると想像していた。

　じゃあ、実際にそれを手にしている今はどうなのか、と聞かれたら……答えられない。なにも、言えない。

　思わず下唇を噛む。私は、スマホと指輪のケースをバッグに放り込んで席を立ち、そのまま、どこにも寄らず帰路についた。




　ざっと熱めのシャワーを浴び、部屋着に降格したコットンワンピースとだるだるのレギンスを身につける。

　冷蔵庫を開けると、しおしおになった小松菜と、じゃがいも、玉ねぎ。それから納豆、ヨーグルト、キムチ……。どれだけ発酵してんのよ、と心の中で毒づきつつも、簡単に炒飯とスープを作る。

　その間、私はずっとスマホを気にしながら行動していた。レンジの上に置いて、着信の類は大きな音で分かるように設定しておいた。なぜかは分からないけれど、もしかしたら慎吾から連絡があるかもしれない、と思っていたからだ。

　ご飯を食べ終え、お皿をシンクに置きに行く。録りためたドラマを観ながら、ジンジャーエールの限定デザインのかわいい缶をぷしゅっと勢いよく開けた。

　外で人とわいわい飲むのは好きだけど、家でひとりではあまりお酒を飲まない。だから、私は本当の酒好きではないんだろうな、と思う。

　チラチラと時計やスマホを見てしまうせいで、ドラマの内容が全然頭に入ってこない。

　七時半……。

　八時……。

　八時半……。

　九時十分……。

　もう慎吾と沙耶香ちゃんはご飯を食べ終えただろうか。窯焼きピザなんて、熱々のチーズがでろーんとなっちゃうし大口開けなきゃいけないしで食べにくいから、マドンナに嫌な思いをさせていないといいけど。

　ふたりでなにを話すんだろう。ちゃんと盛り上がる？　いや、デートは別に盛り上がらなくてもいいのか？　慎吾は大事なところでヘマをするから……。あぁもう、うまくいったかな？

　私がこんなにそわそわしてもなんにもならないのに、時間が経てば経つほど、ふたりのことが気になってしまう。

　ハッと気がつくと、ベッドではなくラグの上で寝てしまっていて、左頬がラグの繊維のぼこぼこ模様に型押しされていた。そして右手には、しっかりとスマホが握られていた。ギュッと握りしめたまま、寝落ちしたようだ。

　慌てて時間を見ると、夜中の三時。特に、着信もメッセージもなにもない。

　確かに、あのふたりがうまくいったとして、私に連絡する義務はないし。うまくいかなかったとしても、慎吾が私に泣きつくとも思えない。

　本当に、私はひとりでいったいなにをやっているんだろう。

　寂しいような空しいようなホッとしたような複雑な気持ちで、改めてベッドに入り、目を閉じた。




【沙耶香ちゃんに告られた】

　そんな短いメッセージが慎吾から来たのは、日曜日の夜のこと。

　何年も片想いしていた相手にしてはさらっとした報告な気もするけど……。しかも、相手から告白されたなんてすごいことだよね？　脳内お祭り騒ぎになるよね？　格好つけているつもりなんだろうか。『べ、別にすごくねぇよ！』的な。思春期かっつーの。

【おめでとう！　よかったね！】

　私も取り急ぎ送信する。文面よりも、この気持ちを伝えるには早さが大切な気がしたから。

　よかったじゃん、慎吾。妥協して別な子と付き合わなくて、とか、あんな場面を見ても諦めなかったおかげだね、とかいろいろ思い浮かんだけど、送るのはやめておく。

【すげー嬉しい】

　しばらくして返ってきたのは、またまた短文だったけど、慎吾の気持ちが滲み出ているよう。

　そうだよね、格好つけているけれど、やっぱりそりゃあ嬉しいよね、と私までニヤリとしてしまう。

　たった一回のご飯でそうなるってことは、沙耶香ちゃんも慎吾のことが好きだったとか？　でも、それじゃあ一緒にご飯を食べていたあの男の人は……？

　せっかくのおめでたい日にそんなことをいつまでもグチグチ考えている私は、意地悪なんだろうか。

　モヤモヤする気持ちを払ふっ拭しょくするように、いつもより熱めの温度設定にしてお湯をたっぷり湯船にため、ゆっくりとお風呂に入る。

　汗と一緒に変な邪念も流れていけばいいのに。そうしたら、少しはすっきりするかもしれない。

「すげー嬉しい、か……」

　思わず口をついて出る。

　終わりよければすべてよし？　付き合えることになれば、全部オッケー？　……ホントに？

　きっとあれは勘違いだったのだと自分に言い聞かせてみても、喉に引っかかった魚の小骨のように、私はいつまでも心の中にあるモヤモヤした思いを持て余す。

　それがなんなのかは分からなくて、ずいぶんと長風呂になってしまい、私は久しぶりにのぼせた。










うまくいかない




「ほんっとーに、最近付き合い悪いよね、慎吾も摩耶も」

「まぁまぁ。ふたりとも忙しいんでしょ」

「それでは……暇な私たちに乾杯！」

　志帆の声に合わせて、よく冷えた生ビールの中ジョッキがぶつかり合って、軽快な音を立てる。実は、志帆とゆっくり飲みに来るのも久しぶりだ。

　七月になると同時にオープンしたビアガーデンは、連日の熱さにつられてか、ほぼ満席だった。

「オープン初日を避けたのにこれだもんねぇ」

　志帆が辺りを物珍しげに見回しながら、ジョッキを傾ける。

「気が利く岡野くんに『ありがとう』ってちゃんと伝えてね」

「やだ、別にそんな……」

　志帆が急にかわいらしい表情を浮かべる。

　岡野くんと志帆は、あれからすぐに付き合いだした。慎吾が沙耶香ちゃんに告られたと報告してくれたあたりとほぼ同時期だったと思う。

　志帆はすべてを終わりにするつもりで、意を決して岡野くんに想いの丈をぶつけたそうだ。『いつかきちんと結婚したいと思っているので、アナタとは付き合えない』的なセリフを言ったらしい。すると岡野くんから、『結婚を前提に付き合ってほしい』と正式に申し込まれたのだ。

　社内恋愛なので、おおっぴらにはしていないけれど、岡野くんは常に注目を浴びているにもかかわらず周囲に特に隠しているわけでもないようで、じわじわと噂は広まっている。

　一方、同時期に始まったはずの慎吾と沙耶香ちゃんの話は聞こえてこない。ていうか、慎吾はまだ同期である志帆たちにも報告していないし。私から言うのもね……と黙ってはいるけれど、そろそろきちんと皆に報告してほしい気がする。

　今日のこのビアガーデンは、岡野くんが私にくれたチケットにより、無料で楽しめている。

　仕事中、私のところにやってきた岡野くんに周りの女性社員たちが色めき立つのが分かり、イケメンてのは本当にすごいな、と思っていると、まさに『岡プリ！　輝いているぜ！』と言いたくなるような爽やかな笑顔を振りまきながら、こそっと囁ささやかれた。

『最近、志帆さんを独占しちゃってすみません。お詫わびにこれ……よかったらふたりで行ってきてください』

　そう言いながらビアガーデンのチケットをくれたのだ。

　ビュッフェ形式のおつまみはもちろん、別で頼める特製スイーツも付いた、見たこともないスペシャルバージョンのチケット。

　友達の彼氏からそんな気遣いをされたことなんてない私は感激しまくりで、今の若い子ってこんななの？　いや、違うよね、岡野くんの特性だよね、とすぐに若い子をひとくくりにしようとする悪癖を反省しつつ……という流れで、今日は志帆とゆっくり飲めている。

「岡プリ、見た目だけじゃなく、できた子だよ！　本当に！」

「普通だよー」

　志帆がえへへと小さく笑うものだから、こっちまで嬉しくなってしまう。

「あの顔！　この気配り！　これが全国平均、普通なわけないでしょうよ。そしたら、どれだけの女子が救われるか！」

　一杯目の生ビールで酔ったわけでもないのに、熱弁を振る私。

「まぁ、ねぇ」

　志帆がやんわりと認めた形を取る。

　よし、いいのいいの、もっとのろけるがいいよ！

　やけくそとかではなく、本当にそう思う。岡野くんに惹ひかれるのに、その想いを断ち切ろうとした志帆の葛藤がよく分かるから。だからこそ、本当によかったね、と心から祝福できる。

　私たちは傷つきたくなくて、高くて頑丈な壁をせっせと作るけど、それとは裏腹に、その壁をぶち壊してさらってくれる人を待っている。矛盾することは百も承知だけど、本当に本当によかったね、志帆。

　私の感動が暑苦しさを増してきた頃、志帆が照れ隠しのためか立ち上がる。

「ちょっと食べ物取ってこようかな。佑美は？」

「んむ、ぐ。これやっつけたら行く」

　もぐもぐと咀嚼が邪魔をして長くはしゃべれない情けない状態。私のお皿の上には、ビールが来る前に張り切って取ってきたシーフードドリア、ミーゴレン、卵のサンドイッチ……がまだのっている。

「最初から炭水化物祭じゃない。飛ばすねー」

　志帆に笑われつつも、ついつい食べたくてのせたので、味わいながらいただく。

　――ブブブブブ、ブブブブブ。

　多分、今じゃなかったら気がつかなかった……というナイスなタイミングでスマホが震えだし、サンドイッチを咀嚼しながらバッグから取り出す。

【もうすぐ七夕だー！　頑張れよ、織姫】

　久しぶりに、慎吾からのメッセージ。

　よっぽどマドンナとベッタリなのか、あれ以来一度も同期でご飯を食べていない。なので、当然私も会っていない。

　そして……そう、もうすぐ涼介くんとの約束の日だ。返事がオッケーなら、またあの場所に来て……ということだったけれど、断るにしても、この指輪を返すために結局行かなくてはいけない。そして、きちんと返事をしなくてはいけない。

　急に現実を突きつけられたような、心臓がすぅっと冷たくなるような感覚に襲われて、なんだかサンドイッチが呑み込みにくくなり、ビールで流し込む。

　あれから、いろいろ考えている。今の慎吾からのメッセージで気がついたふうだけど、日にちが迫るにつれ、考えない日はない。

　だって、『結婚しよう』なんて、やっぱり簡単に口にしてはいけないセリフ。言われてちょっぴりときめいたのも事実だけど、結局、答えは出ていない。やっぱり『とりあえず付き合ってみるところから』という提案が妥当なのかな……。

「佑美ーっ！　大変！　大変だってばー！」

　ビュッフェコーナーから大慌てで戻ってきた志帆に、思考が遮られる。

「なんかおいしそうなのゲットした？」

　志帆の持っているお皿には、マリネやら、コジャレた小さいグラスに入ったゼリーみたいなのや、なんだかんだと乗っている。

「違う違う、今これ取ってたらさ、あっちに……誰がいたと思う!?」

　なんだかずいぶん興奮している。

　このテンション、まさか岡プリ？　『ふたりでごゆっくり』とか言っておいて、寂しくて来ちゃったとか？　それならそれで、『なによ、大がかりなおノロケですかー!?』なんて茶化して、今から一緒に飲めばいいだけの話だ。

　黙っている私にしびれを切らしたのか、座りながら志帆が耳打ちしてくる。

「マ、ド、ン、ナッ！」

　小さな声だったけど、ハッキリと聞こえた。

『えっ、マドンナ!?』と、思わず聞き返しそうになる。

「マドンナ、全然浮いた噂なかったじゃない？　あれだけの美貌を持ちながら。だけど、今あっちにいた！　男といた！　相手は後ろ姿しか見えなかったけど……親しげに、こう、腕の辺りを触ってたよー！」

　鼻息荒く、身振り手振りを交えて報告する志帆に、その男性の後ろ姿に見覚えあるでしょうに、という言葉が喉まで出かかる。

　だけど、これはやっぱり慎吾本人の口から報告すべきだよね……。自分でも、変なところが妙に真面目だな、と嫌になるけど。

「やっぱりいたのねー、本命の彼。背もすらーっと高くてさ、なんかいいよねぇ、お似合いだった」

　いつもバカにしている自分の同期を褒め称えていることに気がつかない志帆が、なんだかかわいらしい。いつもあんなにギャーギャーやり合っている慎吾のことを無意識にこんなに褒めてしまったと知ったら、志帆はどんな顔をするのだろう。

　……あれ？　でも、ちょっと待って。ということは、慎吾は沙耶香ちゃんとのデート中にわざわざメッセージを送ってくれたってこと？　頑張れよって伝えるために？　なにそれ、ちょっと感動しちゃう。

【忙しい中、わざわざありがとう。ビアガーデンが二倍楽しく感じるわ！　そっちも楽しんでね】

　急いで慎吾にメッセージを返信する。

　これで私たちも同じビアガーデンにいるって気づくかな？　邪魔するつもりはもちろんないけど。

　なんだか秘密の暗号を送ったような、くすぐったい気持ちになる。

「あ、ジョッキ空いちゃったね！　次頼もう」

　志帆が空いたジョッキをまとめて隅に寄せる。

　そんな姿を見ながら思う。

　岡プリもだけど、志帆もできた子だねぇ。私はこんなに気配りをしながら飲んだためしがないもん。尊敬するよ、本当に。

　頬を撫でる風は、生暖かいけど不快じゃない。九階建てのビルの屋上で、たくさんの人が夜風に当たりながら楽しそうにビールを飲んでいて、こんなざわざわしたところにも慎吾は沙耶香ちゃんを連れてこられるようになったんだ、と思うと、まるで母のような気持ちで『慎吾、よく頑張ったね！』と言いたくなる。

　自然体でいられるのは、素敵な関係が保てている証拠。いつも気取ったところでばかりデートするのは疲れるもんね。もしも私と涼介くんがデートをするとして、ビアガーデンでジョッキを重ねる姿はなんだか想像できないから、うらやましいな。

「ね、これ。ここに書いてある『セレクトドルチェ』ってやつ。どれでも選べるみたいよ」

　志帆がテーブルに置かれたメニュー表を見ながら無邪気に声をかけてきて、我に返る。

「おお、リッチ！」

　別料金をプラスするデザートなんて、普段ならまず付けないもんね。うーん、素敵すぎる！　ありがとう、岡プリ。

　そして、一緒になってあまりはしゃがない志帆がやっぱりかわいい。岡野くんの手柄なんだから、もっと威張っていいのに。私、こんないい男を捕まえたのよって。でも、決してデザートにつられているわけじゃないけど、本当にいい人と付き合えてよかったね、志帆。

「なーに言ってんの」

　メニュー表から目だけを覗かせ、呆あきれたような声で志帆が言う。

　えっ？　もしかして私、心の声漏れていました？

「な……なにがよ」

「どうせ今、『志帆よかったね！』って思ったでしょ？」

　志帆がジトッと私の方を見てくる。

「お、思ったけど、『どうせ』ってなによ……」

　図星なのが恥ずかしくて、思わず視線を外して言う。

「佑美なんて、これからずっと贅沢ディナー三昧じゃないの！」

「……へ？」

　志帆が、さっきのかわいらしい表情とは真逆の顔つきで、ニヤニヤしながら私を見つめる。

「織おり姫ひめと彦ひこ星ぼしは、ダイヤモンドの川を乗り越えて結ばれる、みたいな」

「いや。ちょっと意味分かんないんだけど」

「だって、もうすぐでしょ？　決心したの？」

　そう言えば、涼介くんを信じる、なんて志帆の前で言った気がする……。

「決心って言うほどでもないけど……」

　なんとなく俯いてしまう。自信がないから、自然と声も小さくなってしまう。

　でも、あの時は、私と同じ辺りでウジウジと悩んでいた志帆が自分の力で幸せを掴んだ。飛び込む勇気を持って、志帆は年下くんのアプローチに応えた。

　じゃあ、私は？　……私は、出会って数日の人のアプローチに応える？　うーん、やっぱり、志帆と私は根本的に違っているような気がする。飛び込む勇気という点は同じだけど、それ以外はまったく違う気がする。

「でもさ、愛されるのって、いいと思うな」

　黙りこくる私を見かねてか、志帆が呟く。

「初めは気持ちのバランスが取れなくて戸惑うかもしれないけど」

「そうだ、ねぇ……」

　濁すような返答をしてしまう。

「しかも涼介くんイケメンじゃん。あのね、このご時世に、ごく普通のアラサーを熱心に口説く肉食男子なんて稀まれよ！　希少価値高いよ！　分かる？　すごいことなのよ！」

　そういえば、そんなセリフ、前にも聞いたような気がするけれど。

「そう、ねぇ……」

　なんだか、隠していた悪い点数のテストが見つかったような居心地の悪さを感じてしまう。この気持ちはなんなのだろうと考えると、まっすぐな恋をしている志帆に対する後ろめたさなのかもしれない、と思った。

「私……前に涼介くんとふたりで会ったじゃない？」

　真面目なトーンに切り替えて、食べる手をすっかり止めた志帆が私を見ながら言う。あ、そうか。すっかり忘れていたけど、そんなこともあったっけ。

「うん、合コンのすぐ後、だよね？」

「最初は、変な話って思っちゃって」

「まーね、私なんかのことが好きだなんてねぇ」

　まるで他人事のように軽く肩をすくめて応じる。自虐じゃなくて、本当にそう思うので、志帆の意見にはまるっと同意だ。

「あ、ごめんごめん、そういう意味じゃなくて……」

　志帆、慌てると余計透けて見えるわよ、本音が。

「いいの、分かってる。私も自分で違和感しかなかったし。本当に、そういうキャラじゃないし」

「でもさ、なんか、あんなイケメンなのにけっこう真剣だったから。意外と不器用な人なのかな、なんて」

　不器用な人、か……なるほど。優しく解釈すれば、そうとも取れるのかな？

「佑美があまりにも涼介くんに興味なさそうで、そこから気になったらしいよ」

　ジョッキの周りと、テーブルについた水滴をごく自然に余ったおしぼりで拭き取りながら志帆が言う。

「でも、それは志帆も同じじゃん？　涼介くんはみっちゃんが狙ってるって暗黙の了解だったんだし、元からそういう飲み会だったでしょ」

「確かに。でも、なんだっけなー、あんな面白い子がどーのこーのって……なにか面白い話でもした？」

「……いや、そもそもそんなに接点ないし」

　あるとすればトイレに行った時のタグのくだりくらいだけど……。でも、あれは誰かを好きになるシチュエーションじゃないことくらい分かる。

「だよねぇ、あの時は萌沙がべったりだったしねぇ。……あっ、分かった！」

　突然、志帆が大きな声を出す。

「単に佑美の顔が好みなのよ！　ひと目惚れってやつよ！」

「だ～か～らぁ、そういうキャラじゃないっての……」

　こんな会話、前もしたよね。それに、『キャラ』なんて言葉で濁しているけど、自分の顔面偏差値がごくごく普通であるということを確認しては虚しくなる作業なので、繰り返すのはやめてもらいたい。

　結局、なにを話しても堂々巡りで、これ以上話は進展しなさそうという結論に至る。私たちは、〆しめの甘いもの選びを再開した。

「じゃあねぇ、あ、私、このスペシャルいちご岡野パフェ」

　空気を切り替えたくて、ニヤニヤしながら志帆に向かって言ってみる。

「えっ……なに？」

「あ、これでもいい！　ショコラのムースにバニラアイスと岡野をのせて」

「……ちょっとー！」

　志帆がぷっと頬を膨らませる。

　三十二歳でも、恋人がいて幸せな人に限っては許しますよ、そのイタめの表情。

「あ、気がついた？」

「佑美、バカにしてるでしょ!?」

「してない、してない。感謝の気持ちをネーミングに込めてみました」

「んもー！」

　幸せいっぱいの友達を冷やかすのって、本当に楽しい。空気がふわふわと甘くなるよ。

　そうしてキャッキャしながら飲んだり食べたりしている間も、解散して自宅に着いてからも、結局、慎吾からの返信はなかった。

『え、お前もビアガーデンに来てるの!?』的な返しがあってもいいような……とは思ったけど、デート中だもん、当たり前だよね。マドンナを放っておいて私に返信よこせなんて、とんでもない横暴だ。邪魔したいわけじゃないのに、なにやってんだ私。

　そもそも志帆が一度見かけたきりで、結局沙耶香ちゃんにも会えないし……って、いや、だから、会えなくていいんだけどね。ああもう、なんだろう私。ぐちゃぐちゃだよ、考えていることが。

　頭を左右にぶるぶると振り、それだけでは足りなくて手足も振って、しまいにはその場でジャンプをしてみる。息苦しさに身体の衰えを感じながらベッドに倒れ込み、それでももやもやした気持ちは消えてくれなくて、私は強く布団を抱きかかえ、自分の中のスッキリしないなにかを出し切るように長く息を吐いた。










動きだしてしまう




【行ってきｍｏｕｓｅ！】

　ネズミの絵文字と共に、慎吾にメッセージを送る。結局、あのビアガーデン以来、特にメッセージもないし、会ってもいない。だけど、きっと七夕である今日のことを少しは気にかけてくれている気がした。

　今日のランチは、志帆も午後の会議の準備でバタバタしていて、ろくに話せなかった。

　幼稚園児じゃないんだから、自分のことは自分で決めなくちゃいけない。そんなことはとっくに分かってはいるけれど、誰かに背中を押してほしいという気持ちもあって……ていうか、どっちの方向に？

　そんなふうに悩んで悩んで、結局、確固たる答えを用意できないまま、パソコンの電源を落とす。

　バタバタとどこからともなく足音がして、人の減り始めたフロアに響き渡った。

「……間に合っ、た」

　盛大な足音の主は慎吾で、はぁはぁと私のデスクに手をついて呼吸を整えている。沙耶香ちゃんと付き合って以来、連絡も途絶えがちの、薄情な戦友。

　久しぶりに見る慎吾の姿は、私に安あん堵どの気持ちをもたらす。

「どうしたの？」

「これから行くんだろ？　ちょっと会議抜けてきた」

　会議を抜けてきた？　なんで？

　目の前のよく知る整った顔を、思わず見つめる。ほんの少し湧いた甘い感情を口にしてみる。

「……もしかして、止めに来てくれた、とか？」

　冗談めかして言ったつもりなのに、慎吾はニコリともしない。それどころか、相当走ってきて苦しいのか、苦痛の表情を浮かべている。

「止めれば、行かないの？」

　慎吾がまっすぐ私を見つめる。その質問の真意が読み取れず、私も無言で見つめ返す。

　どうしよう、なにこれ。違うでしょ、ここは、『バカじゃねーの、行ってこい！』でしょ？

　そう思うのに、いつものように言えばいいのに、口が動かない。

「……っ、と」

　なにか言わなきゃ、と口を動かしかけた時、慎吾がいつものふざけたような顔で笑い私の両頬を大きな手で潰す。

「ちょ、いひゃい！」

「おー、いい顔」

　楽しそうに笑って、慎吾がパッと手を離す。

　私の頬から急に温かいものが離れて、不安な気持ちになる。

「頑張ってこいよー。じゃあ俺、戻るわ。腹下した設定だから、そろそろ行かないとトイレに捜索隊が来るし。またな」

　なにそれ、めちゃくちゃ忙しいんじゃない、と思いながら、来た時のように駆けていく慎吾の背中を見つめる。それはあっという間に見えなくなってしまい、私は思わず自分の頬を撫でた。

　わざわざ来てくれたのは、戦友である慎吾の純粋な友情から来る優しさ。そんなことは分かってる。当然、止めに来てくれたわけじゃない。だって慎吾には、沙耶香ちゃんというれっきとした彼女がいるんだから。

　なんで私はあんなことを言っちゃったんだろう。冗談めかしたつもりだったけど、慎吾は全然笑っていなかった。きっと呆れたよね。でも……本当に慎吾が止めに来てくれたのならよかったのに。

　最後に胸に渦巻いた想いに気づき、慌てて首を振る。

　止めてもらって、それからどうするの？　だけど、慎吾が頬に触れた時、ほんの少し胸が苦しくなったのも事実だ。

　頬に残る慎吾の感触はなかなか消えなくて、私は動揺を振り払うように待ち合わせの場所まで急いだ。




「こちらでございます」

　通されたのは、一カ月前と同じ、夜景のよく見えるソファ席。

　あれからもう一カ月か、と今さらながら思ってみる。

　その間に、慎吾は、沙耶香ちゃんと幸せになった。志帆は、岡野くんとめでたく恋人ライフを満喫している。

　そうか、私だけか。今まで気がつかないのもどうかしているけど、同期で特定の相手がいないのは私ひとり。

　〝同期で〟なんて、狭すぎる世界なのは分かっている。会社には恋人のいない人なんて大勢いるし、町内、区内、都内、関東地方、日本……と枠を広げれば広げるほど、恋人がいない人がたくさんいるのは分かっている。

　でも今、一番身近なコミュニティの中では、ひとりぼっちなのは私だけ。その事実が急に胸に迫ってくる。

　ひとりぼっちって、すごい破壊力のある言葉だな……。

『マラソン一緒にゴールしようね』とか、『おトイレ付き合ってー』とか、『○○先輩かっこいー！　ファンクラブ作っちゃうー!?』とか、そういうのが落ち着く、ごく普通の女の子だった私。だからというわけではもちろんないけど……付き合ってみようかな、試しに。そうだよ、試しに。

　もう慎吾との約束は効力を発揮しないんだしさ……って、なんでこんな時にそんなこと思い出すんだろう。私、よっぽど今までそれを心の拠り所にしてたんだな……。もう男友達に頼るのはやめないとね。ていうか、頼りたくても頼れない。あの温かい手は、私を守るためのものじゃないんだから。

　そう気がつき、なぜか胸が苦しくなった。




「お待たせ！」

　急に現れた涼介くんがにこやかに微笑みながら、来るなり手を握ってくる。ひんやりと冷たくて、一瞬身体がビクッとなってしまった。

　ペースに呑まれないようにしなくっちゃ。

「まゆみちゃん、来てくれてありがとう」

「いえ、どうも……ていうか……これ、指輪」

　指輪をケースごと、コトリとテーブルの上に出す。

「あ、やっぱりサイズが合わなかった？　指細いもんね。今度、デートしがてらサイズ合わせに行こう」

「そうじゃなくて……」

　ダメだダメだ。このペースじゃ、気がついたら双子を妊娠しかねない。あくまでもイメージだけど。とにかく気をつけないと。

「サイズはすぐ直せるから」

　畳みかけるようにちょっと強引な空気で、でも爽やかに微笑みながら涼介くんが言う。

「じゃなくて、いったん返す！」

　ペースに呑まれないようにする話術など持っていないし、到底涼介くんには敵かないそうもないから、大声で断ち切るという原始的な方法を取ることにした。

「……ん？　もしかして、あげ方にムードが足りなかった？　インパクトはあったかなーと思うんだけど」

「そうじゃなくて……」

　わざとなのか天然なのか、涼介くんのペースはなかなか崩せない。

「まゆみちゃん、式はどこで挙げたい？　もちろん花嫁が主役なんだから、一生に一度、悔いのないように――」

「ごめん」

　とりあえず、どうにか話の流れを止めたい。

「ん？」

　涼介くんが優しく微笑む。完璧な、美しい笑顔だと感心してしまう。

　イケメンに間近で見つめられると、こんなに緊張するものなのね……。

「あのね、ここには来たけど。でもね、あの……まずは、お互いのことをよく知ったほうがいいじゃない？　まずはさ、試しにお付き合いしてみるなんて……どう？」

　そう提案しながら、思う。

　そうだよ、最初からそうすればよかったんだ。いきなりプロポーズだから、こんなに大混乱なわけで。岡野くん＆志帆チームと同じことだよね？　結婚を前提に……いやいや、それだって畏おそれ多いんだから、やっぱりまずは普通に付き合うってのがしっくりくる、うん。お互いのことを知るって、言葉では簡単だけど、なかなか難しいし。……って、あれ？　涼介くん、無反応なんですけど……？

　そっと顔を見てみる。

「……まゆみちゃんはさ、俺のどこが不満？」

　涼介くんは、不機嫌とも困ったとも取れるような表情をして沈んでいた。

「え？」

「まゆみちゃんとこの会社のほうが業績もよくて大規模なのは認める、でも俺もそこそこのとこに勤めているし、女の子が喜ぶお店とかたくさん知っているし、見てくれもいい、背も高い、それから……」

「それから？」

　こんなセルフプレゼン、なかなかお目にかかれない、と思わず聞き返してしまう。

「多分、今までまゆみちゃんが知り合った男の誰よりも……」

　大切にしてくれる、とか……愛してくれる、みたいな？　キャー！　私、そういうセリフに免疫ないから、面と向かって言われたらヤバいかもしれない。

「モテまくってきた！」

　……あ、はい、そうですか。なーんか涼介くんって、ずれてるんだよね、全体的に。

「そんなセールスポイントってある？」

「知らないよ、そもそも自分を売り出すのは初めてだし」

　なぜか胸を張る涼介くん。

「そっか……」

　とりあえず、彼の表情から翳かげりが消えたことにホッとしつつ答える。

　モテモテだもんね。売り出す必要ないわね。……確かに志帆の言う通り、不器用な人なのかもしれない。さて、なんて説明しよう。

「いや、涼介くんに不満があるわけじゃなくて、いきなり結婚ってとこが呑み込めないの……っ」

　不意に、ものすごい力で引き寄せられる。思わずつぶってしまった目を開くと、すぐ近くに、キラキラした涼介くんの目。

　彫ったみたいにくっきりした二重に、長いまつ毛、不思議な薄い茶色の瞳。ホント美形だ……じゃなくてーっ！

　――ドンッ！

　ありったけの力で涼介くんの身体を突き飛ばした……つもりだけど、さすが男の人。大してダメージもなく、ほぼびくともしない状態でそこにいる。

「な……にすんのっ……？」

　ぐいっと引っ張られた手首に、彼の感触がハッキリと残っている。じんじんと痛みが広がる。

　キスされたかと思った。

「……っくっくっく」

　涼介くんが笑っている。すごく楽しそうに。

「やっぱり面白い、まゆみちゃん。さ、なに食べる？」

「……な、なんでも」

「さすがに今日来なかったら、ひとりでふたり分のコースはきついなと思って、先に頼まなかった」

「へ、へぇ……」

　来て当然だと自信満々に思っているかと想像していたけれど、意外と普通の人なのかな？　ていうか、キスまがいの行為に関してはスルーですか？　でも、そんなことはこっちから絶対に聞けない。この調子じゃ、涼しい顔で『えっ、キスなんてするはずないでしょ』とか言われそうだもの。自意識過剰だと思われたくない。

　その後、メニュー選びは涼介くんにお任せして、なにやらコース料理が運ばれてくる。

　まずは前菜が目の前に並ぶ。

　サーモンのテリーヌ、なんちゃらのゼリー寄せ、三種のきのこのなんちゃら……ああ、また料理名の半分も聞き取れないし、覚えきれなかった。まぁ、覚えておいても特にどこかで披露するわけじゃないんだけど……。

「さっき、キスされるかと思った？」

　ニコニコと私の方を見ながら、なんてことないように言い放つ涼介くん。

「……ん、ぐぐ」

　急いで咀嚼して、呑み込む。

　ああ、せっかくの、なにかのゼリー寄せ……結局なんだか永遠に分からないままお腹の中へ。ただでさえ答えにくい質問に加えて、このタイミングってどうよ。

　そんな私の様子を涼介くんはじっと見ている。

　なんなんだろ、これ。なにプレイ？　ていうか、前菜からこんな調子じゃもたないって！

　そう心の中で毒づいてみるも、もちろん言葉にはできない。それに、キスされたと思っただなんて返したら、どうなるか分からない危うさがあるし。余計な刺激は与えたくないというか……。

「まゆみちゃん、かわいいね」

「…………」

　もう口の中にはなんにも入っていないけど、言葉が出てこない。

「今日から俺たち付き合うとして……なんか、お願いごととかある？　浮気すんなとか」

　いや、それは付き合うとしたら基本でしょう、と思いつつも、その前にちゃんと確認したい。

「えっと……私たち、付き合うの？」

「自分で言ったんじゃん？」

「ま、まぁ……そうだけど……」

「俺は一カ月待った。電話は通じなかっただろうし、指輪の人質があるにせよ、とにかくまゆみちゃんはここに来た。てことは、まゆみちゃんがなにを言っても俺たちは両想いだ。とりあえずってのは不本意ではあるけど、まゆみちゃんの言うように、『とりあえず付き合う』以外の答えなんてあるの？」

　涼介くんは、頭もいい。だから、言っている話はとっても分かりやすい。……だけど私、これでいいのかな？

「ホタテとかぶの冷製スープでございます」

　この前と同じように、次々とおいしそうな料理が運ばれてくる。

「あ……じゃあ私、普通に名前で呼ばれたいかな。まゆみちゃんって慣れないし、違う子を呼んでいるみたいで居心地が悪いっていうか……」

「分かった。確かに、悪のりを引きずりすぎてたかもね。ちょっと名前を呼ぶのが恥ずかしかったっていうのもあるし。じゃあ、佑美ちゃんね。俺のことは涼介でいいから。『くん』とかつけて呼ばれるの、慣れてないし」

「……はい」

　まるで、おままごとみたい。ひとつひとつ、ふたりのルールを決めていくというか。

「他には、ない？」

「んー……」

　そんなに急にいろいろ思いつかなくて、なんとなく手元に目をやり、悩む。

「俺はね、もう一個ある」

　涼介くんの目つきが変わったような気がした。

「……なに？」

　なにを言いだす気？　あれですか？　ゆくゆくは泉商事にお勤めの方の奥様になるわけだから、あと五キロは痩せろとか？　それこそ、摩耶みたいに英語や中国語をマスターしておけとか？　ああ、社交パーティーとかあるのかな？　え、飛躍しすぎ？　……いったいなんなんだろう。

　分厚い、なんちゃら牛（また忘れた）のなんちゃらソース仕立てとやらを切り分けていた手を止め、涼介くんがこっちを見つめる。

「俺を、佑美ちゃんの友達に紹介してほしい」

「……あ、えっ？」

　がくっと拍子抜けする。

　そ、そんなこと？　今、すごく真剣な顔をしていたと思うんだけど。

「ちゃんと婚約者として」

　うわぁ、なにをキリッと言い放ってんの……。

「だって、結婚するかどうかはまだ……」

「俺はプロポーズしてるし。佑美ちゃんは、その気持ちを知った上で付き合うわけだし」

「そりゃ、そうだけど……」

　なんとなく気恥ずかしいのと、未だによく現状が呑み込めていないのとで、手元にあった、白身魚のシトロンクリームソース？だかなんだかをほじくる。魚の身がほろほろと崩れていく。

　なーんか、やっぱり違和感が残る。こんなに誰かに強く必要とされたことがないからなの……かな？　いや、違うな。しょせん私は〝皆が結婚しちゃう焦り〟からの、そんな時にいいタイミングでの〝条件のいい人からのまさかの求婚〟で、目がくらんでいるだけなんだよね。

　そんな自分は醜く、見苦しくて。自分を肯定する道はただひとつ、〝本当に涼介くんを好きになる〟ことしかない。

「それとも佑美ちゃん……」

　涼介くんがまっすぐに私を見ているのが分かる。だけどそれは、好きな人を見る目の温度とは違う気がした。なんていうか、もっと低く、冷たいような感じ。

「誰か、好きな人でもいるの？」

　一瞬、世界から音がなくなったかと思った。続いて、慎吾が私に〝三十歳の誕生日プレゼント〟をくれたシーンが蘇る。

　ここから見える夜景とは比べ物にならないけど、それでも小高い場所から見た景色に、頬を撫でる風、揺れる木々の葉っぱ。なんだかすごく心が温かくなって、慎吾の優しさ……というか気まぐれ？のおかげで、どん底から救われた、あの誕生日の約束。

　あれ、もしかして私、慎吾のこと……。いや、ダメ。もしそうだとしても、もう慎吾にはマドンナがいる。ずっとずっと好きだった沙耶香ちゃんという彼女が。やっと結ばれたのに、私が今さら慎吾のことを好きだなんて……ありえない。

　どうしてこんな窮地に立たされないと分からないんだろう。そして、分かったところで、どうにもできない現実。やっぱり、私に残された答えはひとつだ。

「私、涼介くんのこと、好きになるよ」

「……涼介、でいいし。ていうか……なんで泣いてるの？」

　言われて初めて気づく。頬を涙がつたっている。

『好きになる』という宣言は、『今は好きじゃない』って言っているのと同じことなのに、涼介くんは怒らない。そのことに、胸がきしきしと痛む。

　人を好きになるのって、努力してするものなんだっけ？　私はいったいなにをやっているんだろう。

　――ブブブブブ。ブブブブブ。

　バイブ音が低く響く。

　涼介くんが「ちょっとごめん」と小さく言い、スマホを取り出しながら席を立った。

　その間に、ひとり、涙を拭って考える。

　冷静に考えても、私は沙耶香ちゃんと慎吾の仲を裂きたいわけじゃない。『やっぱり私、慎吾が好き！』と飛び込みたいわけじゃない。

　めちゃくちゃ困った慎吾の顔が、見たこともないのに浮かんできて、切なくなる。

　むしろ、慎吾の幸せを願う気持ちにウソはない。今はちょっと、ひと足早いマリッジブルー的なものなのかもしれない。そう、私は涼介くんを好きになる。きっと、うまくいく。

「お待たせー。……佑美ちゃん？」

　後ろから肩に手を置かれる。ちょうど決心したところだったせいか、変に緊張してしまう。

「おかえ……ん、んっ」

　振り向きざまの無防備な唇に、柔らかくて温かい感触。体勢が悪かったのか、ガードがゆるかったのか、不意討ちの深いキスはなかなか終わらない。もがいても、手が虚しく空を掻かく。

「……ん、む、っうーッ!!」

　これ以上はもう……！と、どうにかありったけの力で涼介くんを引きはがす。

「なにすん――」

「キスぐらいするでしょ、彼氏と」

　当然のことのようにしれっと言い、悪意など微塵もない、まるで天使のような顔で微笑む涼介くん。

　そうだよね。彼氏だもんね……って、そんな簡単にいかないっての。

「ごめん。帰る」

　卑怯かもしれないけど、これ以上顔を見て話せない。

　怒っているのか、恥ずかしいのか、嫌なのか、気まずいのか。自分でもなぜなのか分からないけど、こんな気持ちのまま、ここにはいられない。涼介くんを好きになるって決めたのに。

　急いで席を立ち、何歩か進んでから振り返ると……。

　座ったまま、笑顔で小さく手をひらひらと振る彼の姿。

　……追わないんだ？　いや、追われても困るんだけど。

　バタバタとお店に似合わない音を立てて、エレベーターホールに急ぐ。

　チンと控え目な音がして開いた重厚なドアにすぐに飛び込み、ひとり、狭い個室の中でふーっと重いため息をついた。

　気がつくと、手首が痛い。これ、ふざけて引き寄せられた時のものだ。……〝好きな子〟に、こんな強く力をかけるものなんだろうか。ていうか、なんであんなタイミングでキスとかするんだろう。できちゃうんだろう。

　エレベーターの高度が下がるのに合わせて、私の気持ちもどんどん落ちていった。










突然の訪問者




【ママが、お姉ちゃんにお見合いさせようかなーって話してたよー！　でも、年齢の二倍の紹介金？ってやつが、お姉ちゃんじゃあ高くつくって騒いでたよ。そんなシステムなんだねー、知らなかった】

　妹の菜緒からのメッセージにイラッとする。

　どういう意図で送りつけてくるんだろう。まさか、年齢の二倍の御礼金が必要な部分が面白いとでも？　しかも、時間は午前九時半。専業主婦のアンタと違って、普通に仕事中だっつーの！

　私は、買った時のセンスと気分を疑う陽気な色使いとプリントのレギンスをはいた足を思わずだーん！と投げ出して、床に仰向けに寝っ転がった。

　……はい、そうです。会社、ずる休みしてまーす。そんなわけで、メッセージも即読めましたーっと。だから、仕事中じゃないけど、普段ならバリバリ働いてる時間だからってことで返信はしません。えぇ、しません。

　私はスマホをポイッとクッションに投げつけて、もう一度床をゴロゴロとした。

　今朝は、仮病でもなんでもなく、まさに〝気分が悪い〟状態だった私は、職場に電話を入れた。日頃の真面目な勤務態度（自称）のかいもあって、『夏風邪は長引くって言うし、お大事にね！』という優しい言葉までいただき、ちゃっかりと休めることになった。

　菜緒からのメッセージで気分を多少害されたものの、『うるせぇ、バーカ』的な気持ちが原動力となったのか、その勢いでやっと体を起こす。

　窓の外は、眩しいくらいのいい天気。いったん深呼吸して、もう一度スマホを拾い上げて眺める。

【私、普通に彼氏いるし。心配しないでってお母さんに言っておいて】

　そこまで打って読み返す。

　ずっと前から彼氏がいたような、巧みな言い回し。まさか昨日からなんて思わないでしょうよ。でも、ウソをついているわけじゃないし、その彼氏を好きかどうかなんて誰も聞いてこないし……って、それは当たり前だけど。

　とりあえず送信してみる。

　どんな反応が返ってくるんだろう。

　それを待っている間に、ド派手レギンスよりももっとヤバい、だるっだるのロンＴを脱がなくては、と動きだす。すると、脱ぎ終わる前にスマホが震えだした。

　早いってば……。

【ええー、そうなの!?　どんな人？　どこにお勤め？　どんな感じ？　結婚するの？　もしかして、できちゃったとか!?】

　た、畳みかけるー！

　予想以上の食いつきと怒ど涛とうの質問攻めに、ちょっと引く。

　そ、そんなに私に彼氏って大事件なわけ？　もう、こうなったらとことん煽あおってやろう。

【背も高いし、めちゃくちゃイケメンだし、あの泉商事にお勤めなんだよ。昨日も、高層ビルで夜景見ながらご飯食べてきたし……プロポーズも既にされてるよ！】

　打ちながら、どことなく虚しい。

　事実を並べているのに、なにひとつウソはないのに、薄っぺらくてまるで他人事。異国の言葉のように、すうっと抜けてなにも残らない虚しい響き。

　やけくそ気分でメッセージを送信。なんだか疲れたな、と思いつつ、だるだるロンＴを洗濯でもするか……と思い立ち、ついでに部屋中のタオル類を集める。あ、昨日のハンカチ……とバッグをごそごそしていると、かさっと小さく音がして、指先に違和感を覚えた。

　レシート？　でも私、レシートはお財布にしまう派なんだけど……と訝いぶかしみつつ取り出してみると、それは名刺だった。質のよさそうな硬い紙で、しっかりと涼介くんの名前が印字されている。

　名刺の裏側には……案の定、表側の〝仕事用〟とは別のメールアドレス、電話番号、ラインのＩＤ……もろもろがばっちり手書きで書き込まれている。

　ていうか、人のバッグにいつの間に入れたのよ……。これは、私から積極的にコンタクトを取らなくてはいけない、ということ？　いや、彼氏だから当然なんだけど。むしろ今まで連絡先を知らないとかどうなのって感じなんだけど。そもそも、もっとテンション上げなさいって話だよね……。

　分かってはいるけれど、なかなかテンションが上がらない。

　だって、付き合う時って、もっとときめくものだよね？　大好きな人のことを常に考えていて、一緒にいたくてたまらなくって、会っている間は本当に幸せで……。

　でもそれは、今の私からは程遠い。そもそも、人を好きになるって〝努力〟するものじゃないような……。

　ぐちゃぐちゃ悩んでいても仕方ないのだけど、とにかく、どうしても連絡を取る気になれない。

　私が今しているのは、〝恋〟じゃないよね。好きになるはずの人の連絡先を見ても、なにひとつ心が躍らない。

　もう一度、そっと涼介くんの名刺を手に取る。

　イケメン。高身長。そこそこの大企業にお勤め。改めて、その条件のよさにビックリする。

　確かに、そんな人がこんな普通のアラサー女子にぐいぐい来てくれるなんて、志帆が言うように奇跡に近い。あの性格も、志帆の優しさフィルターを通した言い方で〝不器用〟なんだと捉えれば……私、涼介くんと結婚して幸せになれるのかな？　いや、なれるんだよね、きっと。

　それに、ここで『やっぱり無理です』とお断りしたら、私は誰とも永遠に結婚できないかもしれない。それは困る。私はどうしても結婚したいんだから。

　なんだか初心に返ったような気持ちになる。とりあえずいったんまた名刺をしまって、掃除機をかけながら、私は悶々と考え続けた。




　掃除機をかけ終わり、ふとスマホを見ると、メッセージやら着信やらを示すランプが大騒ぎになっていた。

　基本ビビりな私は、『やばい！　ずる休みがバレた!?』と、一瞬ひやっとする。ちょっと冷静になれば、学生じゃないんだし、しっかり連絡して有給をとったから問題ないはずなのに。

　も、もしかして……菜緒から早速連絡が行った母親から、怒涛の連絡？　やだー、こんな状態な上にあの勢いで『一回連れてきなさい！』とか言われたらつらすぎる。

　恐る恐るスマホを手に取る。

　着信は、志帆から二件。メッセージは、志帆、志帆、慎吾、菜緒……。とりあえず、母親からではないことにホッとする。

　志帆からのメッセージは、要するに、昨日からなんの報告もしていない上に仕事を休んだ私が、まさか涼介くんに拉致監禁されてやしないか、という確認だった。恐らく着信は、しびれを切らしてかけてくれたみたい。

　……これは、放置はまずいよね。

【仕事中だろうから電話はやめとくね！　私は元気だよー！　詳細は明日にでもきちんと話させて！　心配かけてごめんね】

　慌てて志帆にメッセージを送信する。

　昨日のうちにメッセージのひとつも打っておくんだった。でも、『急にキスされてテンパりました』なんて、中学生じゃあるまいし言えない。涼介くんとまずは付き合うことになったって報告したほうがいいんだよね。だけど、志帆はどんな顔をするんだろう。反応が少し怖い。

　次に確認した、妹の菜緒からの返信は、意外と淡白だった。

【そっかー、おめでとう！　お義に兄いさんに会えるの楽しみにしてるねっ！　さすがお姉ちゃんだね！】

　拍子抜けするくらい、普通……って、そりゃそうか。三人目を妊娠中の妹にとって、姉の恋愛事情なんて、きっとどうでもいい。アラブの石油王に嫁ぐわけでもあるまいし。私、なにを意識していたんだろ。煽ってやる、だなんて力んだ自分が恥ずかしい。

【そのうちね！　お母さんによろしくー】

　心の動揺を悟られないように、短めの返信メッセージを送った。

　次に出てきたのは、慎吾からのメッセージ。

【今日休みなんだって？　まさか彦星とランデブーじゃねーだろーな】

　ランデブーって……。まあ、慎吾のその昭和臭、嫌いじゃないけどね。志帆と同じく、慎吾にもなにかしら昨日のうちに報告すべきだったのかも。本当に、自分のことしか考えられない狭い女だな、私。

　忙しい中、わざわざ駆けつけてくれた慎吾の姿を思い出す。

　涼介くんのことを知ったら、どんな顔をする？

　志帆以上に、報告するのを恐れている自分に気づき、驚く。

　なんて返そうかな……。

　悩んでは、たかが男友達にメッセージを送るだけなのに、と自分を奮い立たせ、また悩んで……と、しばらくスマホと睨めっこしてしまった。

　おーい、なにやってんだー、そこの三十二歳！　今時、中学生のほうがよっぽどスマートにこなしてるよ、こんなこと。

　結局、【結果報告は、また近いうちー！　ちなみに今日は単に体調不良によるお休みですので。織姫、スケスケネグリジェで眠ります】と、しょうもないメッセージをやっと返信したと思ったら、もうお昼になっていた。

　貴重なお休みに、なにをやってるんだか。

　それでも、ひと仕事終えた気分で大きく息をつく。そのままキッチンに立ち、やかんに水を入れ、火にかけた。その時、ふと名刺が目に入る。いや、正確には名刺をしまい込んだバッグが目に入った。

　大体、涼介くんはなんであんなに掴みどころがないんだろう。イケメンは、キスなんてし慣れているんだろうな。

　ふいに昨日の出来事を思い出して、ドギマギする。

　自信満々なくせに、自分のことが好きじゃなかったとか、昔のことを話している時の寂しげな顔が脳裏に蘇る。

　……って、やだやだ。一回キスされたくらいで。

　なんとなく、また名刺を手に取る。

　今日の私、無駄な動きが多すぎる。もういっそのこと、仕事に行ったほうがよかったのかも。仕事中は余計なことを考えなくてすむし、志帆にも会って話せたし……。慎吾は、多忙だろうから会えない気がするけど。

　――シュンシュンシュン……。

　お湯が沸く。

　もうね、今日のお昼はカップラーメン。……女子力、低っ！　そこに、野菜が足りないからと野菜ジュース（濃い目）でどうにか辻つじ褄つまを合わせようとするあたりも、オヤジくさくて我ながらがっかりする。

「ト～ム～ヤムクン♪　トムヤムクン♪」

　現実から目を背けるかのように、とりあえずお湯を注ぎながらカップラーメンに集中。お湯を注いだ途端、スパイシーな香りが辺りに広がる。

　うーん、幸せ。ビバ！　トムヤムクンラーメン。

　――ピンポーン。

　軽快にチャイムが鳴る。

　そうそう、私はこういうことがよくある。タイミングが悪いっていうか、冴さえない星のもとに生まれたっていうか……。これ、どうせあれでしょ？　アナタの幸せ祈らせてくれ系か、保険の勧誘。なんにせよ、ぐだぐだ付き合わされて、気がついたらラーメン伸びてたっていうね。

　よし、居留守決定。石川佑美、三十二歳・独身、現在の最優先事項はカップラーメンとの対たい峙じであります！

「ト～ム～フフフン、フフフフフン」

　小声で歌いながら、カップラーメンと野菜ジュースと職場でもらった誰かの岩いわ手て県けん土産の黄き身み餡あんのお饅まん頭じゅうをトレイに載せてテーブルに運ぶ。

　――ピンポーン。

　しつこい。お昼時ど真ん中を狙ってくるなんていい度胸だわ。

　――ピンポンピンポーン。

　恐怖を感じるほどのピンポン祭。

　……だから、しつこいっつーの。

　――ドンドンドンドン。ドンドンドンドン。

　えっ、ドアを力任せに叩くとか、ドラマで見る借金取り立ての怖いお兄さんしか知らない。本気で怖いんですけど……。

　――ドンドンドンドン。

「………みっ！」

　叩くと同時に、ドアの向こうの誰かがなにかを叫んでいる。

　怖いよう……って、待てよ？　『佑美』って呼んでない？

　――ドンドンドンドン。

「佑美っ！　いないのかよ！」

　うわぁ……呼んでるよ。確実に私、ご指名入ってる。……って、あれ？　その声は……慎吾、だよね？　仕事は？　なんで？

　そーっとドアを開けると、慎吾がなにやら荷物をたくさん抱えて立っている。

「どしたの？」

「どしたの？　ポカーン、じゃねぇ！　大丈夫か？」

「……なにが？」

「とーりーあーえーず、開けろっての」

　ドアを自分の足で大きく開いて、慎吾が中に入ってくる。

「……よく分かったね、私んち」

「むかーし、同期の皆でここで鍋パしたろ？　その記憶プラス、これだ」

　慎吾が私の目の前に、なにかメモのようなものを得意げに突きつける。

「……なにこれ？」

　そこには、えらく達筆でうちの住所が書き留められている。

「お前、自分の上司の筆跡すら分かんないのかよ」

　……いや、普通分かんないでしょ、このデジタル至上主義みたいな時代に。それにしても、狭い玄関でぎゅうぎゅうな状態で話しているのもどうなんだろう。

「中、入る？」

「入る」

　食い気味に慎吾が答え、部屋の中へ迎え入れる。

「汚いんだけど……」

「いや。汚くはないけど……なんだ、この異国情緒溢あふれる香りは」

　慎吾が鼻をひくつかせる。

「……トムヤムクン味のカップラーメン」

「……俺の仕入れた前情報と違うんだけど」

　慎吾が怪訝な顔をする。

「なにがよ？」

「お前のとこのフロア通りかかったら、お前の直属の上司の山やま田ださんに呼び止められて。あ、山田さん異動する前、俺のとこの上司だっただろ？　お前が体調崩すなんて珍しい、声も弱々しくてヤバかった、ひとり暮らしだし心配だから様子見てきてくれって。……で、ご丁寧に住所のメモと、救援物資」

　がさりと持ち上げた袋は、なにやら重そうだ。

「ひとり暮らしだし、寝込んでてなにも食べられないだろうからって。誰のストックか分かんねーけど、部内の食べられそうなやつをかき集めたとか言って……これ」

　中から出てきたのは、レトルトのお粥かゆ三種類、フリーズドライの卵スープ、沖おき縄なわもずくスープ、社内に出入りしている移動販売のお姉さんから皆がよく買っているカップのヨーグルト イチゴとプレーン（【山田】とマジックで記名入り）、栄養補助食品二箱（チョコ味、チーズ味）。

　さらに、一時期『食前に食べると痩せる！』と流は行やったカカオ成分高めのブラックチョコの山に、開封済みのミントのど飴あめ、五百ミリリットルのペットボトル、お茶とスポーツドリンクふたつ、おつまみ鮪まぐろチーズ（真空パックみたいなやつに魚とチーズがギュッと入っているもの）……などなど。

「……すごいね」

「だいぶ愛されてんな、お前」

　軽く残飯処理的な雰囲気も感じつつ、ありがたく受け取る。

「これ、あと一週間くらい出てくるなってメッセージじゃないよね？」

「軽く三日は閉じ込めておきたい雰囲気だよな」

　まあ、私もそんな気はしていたけれど、もしそうならひどい。

「あ、とりあえず座ってー！　お茶でも出すよ」

「マジでお構いなくー。俺もすぐ戻らなきゃだし……ていうか、カップラーメン食べられるくらい元気なら、よかった」

　茶化すわけでもなく、ホッとしたような慎吾の口調にハッとする。

　……あれ。心配してくれたのかな。

　昨日の頬に触れた慎吾の手のぬくもりを思い出し、急に心臓がバクバクし始める。それを悟られたくなくて、慌てて話しだす。

「んー、なんかよくなったし。ごめんね、せっかくいっぱいもらったけど、明日には行けると思う」

「いや、それなら、そのほうがもちろんいいんだけど……」

　しん、と静かな空気が流れる。

　だから、なんか、こう……会話が途切れるのは困る。もしかして私、慎吾のことが好きかも？って自覚したのに、慎吾は私と涼介くんの幸せを願っているという現実を見つめなくてはいけないから。

「織姫は、ご機嫌いかが？」

　ほら来た。その話をしないといけない感じになるでしょう？

「ご機嫌……ごくごく普通です」

「と、申しますと？」

　慎吾が、重そうな袋を横に置いて床に座り込む。

「だから……」

　とっさに、思う。慎吾が、涼介くんから私を奪ってくれたら、と。

　私が、このお付き合いに不安が残っていること、正しい選択をした気がしないこと、幸せかどうかよく分からないこと。そのことを話したら……どうなる？　『そんな男のところに行くな、俺が幸せにしてやる』とか言ってくれる？　いや、そんなわけないよね。だって慎吾には沙耶香ちゃんがいるんだし。でも、だけど……。

　二年も前のことが頭をよぎる。

　慎吾なら、今回も私をどん底から救ってくれるかもしれない。……って、今の私は、どん底どころか世間的には頂点なはずなんだけど。

「私……涼介くんと付き合うことになった……みたい」

　意を決して、伝えてみる。考えて選んだはずなのに、音にしてみるとどうにも間抜けな自分のセリフにどうしたらいいか分からず、慎吾の口元を見つめる。

「なんだよ、『みたい』って……」

　慎吾が不満げな顔をして、こっちを見ている。

「実感湧かないもん」

「まーなー、でも……結婚、するんだろ？」

「しようって、言われてるけど」

　お願い、止めて。『そんなよく分かんないヤツと結婚なんかするな』って。『そんなあやふやな気持ちでするもんじゃないだろ』って、叱って。この前、プロポーズに至るまでのまっとうな恋愛観を語ってくれたじゃない。別に、『私と結婚して』なんて無茶なお願いはしないから。

　とにかく、『今のこの状態は間違ってるだろ』って言ってほしい。いつもみたいにふざけてでもいいから。もちろん、ただの男友達としての意見で構わないから……お願い。

「泉商事かー。すげぇな。うーんと幸せにしてもらえよ」

　私の祈りは届かなかった？

「お前にベタぼれってことだろ？　出会ってすぐに」

　私の願いは届かなかった？

「しかもイケメンて、『お前よくやったな』としか言えないだろ。本当に」

　口を動かそうとするけど、何も音が出てこない。

　どんなに穿うがった見方をしても、慎吾のこの態度、セリフ、醸し出す雰囲気は、完全に〝女友達の幸せを心から喜んでいる〟人。

　ニコニコと、とても嬉しそうにしている。「よかったなぁ、すげーなぁ」って何回も呟いている。例えば、私へのほんの少しの好意を不自然な演技でねじ伏せているとか、そういう感じもない。

　……私ってば、人の彼氏にいったいなにを期待していたんだろう。こんなこと、何回脳内で繰り返しているの？　バカみたいに、同じことを何度も何度も繰り返して。涼介くんにも、慎吾にも、沙耶香ちゃんにも、失礼だよね。……ごめんなさい。〝好き〟だから付き合うのに。

　付き合うとなった以上、私の涼介くんへの気持ちを疑おうともしない慎吾は、なんて健やかな精神の持ち主なんだろう。

「よーし。んじゃ、とりあえず元気そうでよかった」

　慎吾が立ち上がり、パンパンとスーツを軽く払う仕草をする。

「え、もう行くの？」

　思わず本音が出てしまう。

「だって織姫、スケスケのネグリジェ着てないんだもん」

「セクハラはんたーい！」

「お前が自分で言ったんだろ」

　……そうでした、すみません。

「油断しないで、いい子にして、ちゃんと寝てろよ」

　慎吾がすたすたと玄関に向かって歩いていく。白いワイシャツの背中が眩しい。

「いい子にしてないと、山田さんが来るからな、次は」

　いつものようにふざけながら、慎吾が行ってしまう。

　もう二度と来ないかもしれない。だって、来る理由なんてないもんね。行かないで、行かな……い、で。

　――ギュッ。

　反射的に、というか、思わず慎吾の背中を両手で捕まえてしまう。そして、引き寄せられるように、慎吾の背中に頬をつける。

「……どした？　やっぱ具合悪いんじゃないの？」

　慎吾の声は、本当に私を心配している声音で。私は、慎吾のその友情を利用する。

「ごめん……ちょっとだけ、このままで……」

　慎吾は、やっぱり見た目よりしっかりした身体をしている。男の人だから？　前にも手をつないだ時に思ったっけ。

　頬から伝わる、ワイシャツ越しの慎吾の体温で、ビックリするくらい気持ちが落ち着く。

　この背中は、もう沙耶香ちゃんのもの。もちろん、それはちゃんと分かっている。だけど……一度だけ貸してください、これで最後にするから。

「……佑美？」

　戸惑うような慎吾の声で我に返る。

　ヤバいヤバいヤバい。

「ごめーん、なんか立ちくらみした！　栄養は摂ってるんだけどねー」

　いつも通りの声になるように気をつけて話しながら、ぐいっと身体を引きはがす。

「ホントに大丈夫なのか？」

　慎吾が振り向きそうになるより早く、私はちゃんと笑顔を作る。

「だーい丈夫！　ごめんねー、ありがと！」

「ちゃんと寝てろよ？」

「そーだね。なんかダルいからちゃんと寝とくわ。今日はわざわざありがとう！　山田さんたちにもよろしく！」

　早口で畳みかける。そして、心配そうな慎吾に元気いっぱい手を振りながらドアを閉めた。

　私、ちゃんと〝友達〟やれてたかな？

　ドアが閉まり、足音が遠ざかっていく。ドラマのように、その足音がまた戻ってきてドアが開き、抱き合う……的な展開にはなるはずもなくて……。

　だって慎吾は、大好きな彼女がいるんだから。私には……涼介くんがいるんだから。

　完全に音のなくなったドアの外から意識を外し、ふと部屋の中を見渡すと、スープを吸ってぶよんぶよんになった麺が溢れそうな、トムヤムクン味のカップラーメンが目に入る。

「あーもー、ほらね……」

　やっぱり私は、冴えない星のもとに生まれているんだ。

　ひと口、食べてみる。食べられないことはないけれど、ぶよんぶよんでおいしくない。続いて、涙が出てくる。

　これは、カップラーメンの食べ時を逃したからであって、慎吾の体温が私の頬からすっかりなくなってしまったことが悲しいからじゃない。

　私は、麺が伸びきったカップラーメンをシンクの隅っこにある三角コーナーに、弔うような気持ちでカップごと捨てた。

　そのままベッドに入り、布団にくるまる。スマホが振動しているのを感じ、慌てて手に取る。

　慎吾……なわけはもちろんなくて、まったく知らない番号。

　こんな時に、畳みかけるように保険や宗教の勧誘だったら、もういっそ入るしかないのでは。いつまでもバカみたいな私に、このタイミングで電話をくれる人なら、勧誘のおばちゃんですらありがたい。……なーんて、ダメだ。完全に弱っている。

「はい、もしもし……」

　泣いていたせいか、鼻声だし、ろれつも怪しいし、我ながらひどい状態。

《……もしもし》

　あれ？　し、慎吾？　なんで？　番号違うし……。さっきは携帯変えたなんて言ってなかったよね？

「しん――」

《もしもし、林田です》

　私の言葉を敢えて遮るかのような、大きめのハッキリした声が電話越しに伝わる。

　……ハヤシダ？　誰？

《もしもーし？　林田涼介です》

　えっ、もしかして涼介くん!?

「あ、はい、石川ですけど……」

《彼氏に対してビックリするくらい他人行儀だなー、佑美ちゃん》

　耳元で、呆れたように笑っている声が響く。

「涼介……くん？」

《くん、はいらないけどね。ていうか、ごめんね急に》

　なんで私の携帯の番号……と思ったけど、ああ志帆に聞けるしね、と思いつつ返事をする。

「どうか、した？」

《ていうか、そっちこそどうしたの？》

　そう聞かれて、思わずドキッとする。

「な、なにが？」

《なんで泣いてるの？》

　……なんで分かるの。

「泣いて……」

《…………》

　電話の向こうの静寂が妙に神妙で、ウソをついてもバレるような気がして……。

「ます」

　つい白状してしまった。

《……今夜会える？》

　疑問形で言われているはずなのに、涼介くんのセリフからは、既に決定事項のような意思の強さが感じられ、少し戸惑う。

「私、実は今日、仕事休んでて……」

《え。具合悪いの？》

『主にアナタのせいでね！』なんてセリフは、到底口にできやしない。

「もう大丈夫」

《いや。全然大丈夫じゃなさそうだけど》

　そうなんです、大丈夫じゃないです。なので、今夜会うなんて無理です、放っておいてください、と思っていたら……。

　最寄り駅を言わされ、そこに夜七時集合……と勝手にてきぱき決められ、電話は切れてしまった。










さまよう気持ち




　眠りはしないものの、あれからずっとゴロゴロしていたせいか、体調はいくらか回復していて、ベッドから出てのそのそと着替える。

　なんとなく取り出した小花柄のワンピース一枚では心こころ許もとなくて、薄手のカーディガンを羽織る。もう七月だけど、私一応、体調悪いし。今日、また豪勢なご飯だったら断ろう。ていうか、やっぱり付き合えないって言うべきなんじゃないのかな……。

　朝からノーメイクのせいか、肌は妙に脂分豊富。今さらだけど、慎吾にもどスッピンで対応してしまったという驚きょう愕がくの事実は、もう忘れることにする。

　もともとメイクも適当なので、なんとなくひと通り済ませ、髪の毛も手て櫛ぐしで適当に整えれば、もう出かける準備ができてしまう。ドアを開け、全身で爽やかな風を受けながら、私はアパートを出て歩きだした。

　――フォーーン。

　柔らかい音がして振り向くと、大きい車がすぐ後ろにいた。クラクションを鳴らされた、と気がついて避けるまでに数秒かかる。我ながらそのどんくささに呆れ返ってしまう。

　すぐに車は私を抜かして走り去るだろうと思っていたが、そんな気配はない。どうやら停まっているようだ。

　その時、車の窓がスーッと開いた。そして、爽やかに微笑む涼介くんの姿が見えた。

　まさかとは思ったけど、車に疎い私でもさすがに分かるそのエンブレム。ＢＭＷだよね？　それって、高いんじゃないの？　いや、高いよね。

　涼介くんだ、と分かっているのに、どうすることもできず、かろうじて道の端っこから軽く手を上げてみる。

「待ち合わせに向かう途中で拾えるなんて、すごくない？」

　涼介くんが得意気な顔をする。

　メイン通りはほぼ一本道だけど……それは言わないでおこう。

「お乗りくださーい」

　とても楽しそうに、にこやかに微笑む。ご機嫌すぎて、ふざけているようにも見える。

「……お邪魔します」

　うわぁ、左ハンドル……と思いつつ、シートに身を委ねる。思った以上に身体が沈み、そのふかふかさに驚く。

「まずは、ごめん」

　今の今までニコニコしていたのに、がらりと変わって真剣な表情になる涼介くん。

　急にどうしたんだろう。涼介くんって、あまり謝るイメージないから、余計に違和感を覚える。

「謝られることなんて、なにもないよ？」

　あるとすれば、私のほうだよね。気持ちがあやふやなのに、付き合っているんだもん。

「……具合は？　平気？」

　私の言葉がまるで聞こえなかったかのように、前を向いて運転しながら涼介くんが聞いてくる。話題を変えたというよりは、〝もう謝ったから満足〟というように見える。いったいなにに謝罪したのかは分からないけれど。強引に私を呼び出したこと、とか？

「うん、だいぶいいよ」

「病み上がりなのに外を歩かせるのも、と思って車にしたんだ。もっと早く拾いたかったんだけど……」

「いや、充分、駅の手前だったよ」

　だって、私のアパートの場所も分かんないのに。……あ、運命信者だから、そういうプレイが好きなのかしら？

「お腹、空いてる？」

「あ……病み上がりだし、大丈夫」

　病み上がりという表現が適当なのかは分からない。今日は、ほぼ仮病で仕事を休んだわけだし。それに、どちらかと言うと、今現在も調子はよくない。実際、まだ食欲はわかないし……。

「そっか、じゃあ……」

　それきり、どこへ行くとも伝えず、運転し続ける涼介くん。

　えーと……な、なにを話したらいい……？

　沈黙に耐えられず、なんとか話題をひねり出す。

「車、すごいね」

　小学生じゃないんだから……なにがどうすごいんだか、言われたほうも困るよね。でも私も詳しくないから、これが精いっぱい。つまらない女ですみません。

「んー、そんなことないよ、買ったのオヤジだしさ」

　……まさかの実家がお金持ちパターン？

「いや、それどっちにしろすごいよ」

「なんで？」

「私、父親に買ってもらったやつで一番大きい高価な物って……多分ランドセル」

「……！」

　涼介くんが息を呑むのが分かる。そして、次の瞬間……。

「だはははは……ちょっともー、やめろよー」

　なぜか大爆笑している。

「そんな面白いこと言ってないし……」

　思わぬ涼介くんの反応に、唇を尖らせて言い訳めいたことを言ってしまう。

「人がせっかく反省モードで来てるのに、早速笑わせるなよー！」

　笑いすぎたのか、目尻の涙を拭うような仕草をしながらハンドルを握る涼介くん。

「……なにが？」

「だって、学校も行かせてもらったろ？」

「まぁ」

「家族旅行も行ったろ？」

「そうね」

　そりゃそうでしょ、と思いながら涼介くんの質問に答える。

「普通の家庭で、普通に育ててもらったんだろ？」

　……普通の？　ちょっと引っかかる。だって、普通の家庭環境で育った人は、きっとそういう言い方をしない。

「……うん、まぁ」

　やや戸惑いながら答え、そっと涼介くんの横顔を見る。

「それなのに、なんで思い出の最高峰がランドセルなんだよ！　ほんっとに面白い」

　私のざわつく気持ちに気づくこともなく、涼介くんは屈託なく楽しそうに笑っている。

「そ、そんなつもりでは……」

　私は単にポンと高級な車を買ってくれるようなお父さんがいるなんていいなぁーと思っただけなんだけど。

「佑美ちゃん、何人家族？」

「うちは……父親、母親、私、妹で四人」

「長女なんだ！　へーえ」

『意外だ』とでも言いたげに大げさな声を上げる。

　その『へーえ』は、どのような意味で？と聞いてみたいけど、長女にしてはしっかりしていないとか言われそうな気がするのでやめておく。

「涼介くんは？」

「当ててみー」

　ちょっと。若作りのはなはだしいおばちゃんの『私、何歳に見える？』クイズ的なやつ、すこぶる面倒くさいんですけど……。

「んー……とりあえず、ひとりっ子？」

「ファイナルアンサー？」

「えーと、だから、人数としては三人家族！」

「ファイナルアンサー？」

　涼介くん、なーんかちょいちょい古いんだよな……。そういうノリ、最近逆に流行ってんのかしら。

「……ファ、ファイナルアンサー」

　すると涼介くんは、私の方を見もせずに、「んー」と低く唸りながら、眉根を寄せて渋い表情でハンドルを握り続ける。

　ねえねえ、このタメは必要なんですかね？

「ざんっねーん！」

　このくだり、もういいから。物真似にしても似てないし、オリジナルにしてはつまんないし……。

「ふたり、もしくは四人でしたー！」

　……は？

　想定外の答えに、思わず涼介くんのキレイな横顔を凝視する。

「それ、どういうこと？」

「まだ教えなーい」

　涼介くんが、いたずらっ子のように笑った。

　そんな顔すらもやっぱりイケメンだなぁと、しみじみ思う。旬の過ぎまくったクイズ番組の物真似は寒いけど、たまに見せる幼い表情は、そのレベルのイケメンがやるのは反則だ。

　車はスムーズにどんどん進んでいく。窓の外を流れる景色はあまり変わりばえがしなくて、そこからなにか会話の糸口を探すのは難しそうだ。

　それにしても、いったいどこに向かっているんだろう。涼介くんの考えていることがさっぱり分からない。

「さっきの……謝るとか反省とか、どうかしたの？　涼介くん」

　会話が途切れるのが嫌で、つい気になっていたことを口に出してみる。

「んー……」

　長い沈黙が訪れる。

　私、そんなに難しい質問したかな？

　もしかして聞いてはいけない地雷を踏んだのだろうかと少し不安になりながら、気持ちの読み取れない涼介くんの横顔と、窓の外を交互に見る。

「……『押してダメなら引いてみろ』って言うでしょ？　そんな感じで、連絡先をこっそりバッグに入れて、こっちは知らんぷりをしようと思ってたんだ。それで、連絡が来なければ、終わりだなって」

「え……」

「だって、あんな強引なスタートで付き合うなんて、きっと無理なんだろうなって。今日も乗り気じゃない佑美ちゃんを無理やり連れ出してさ。そういうもろもろを含めて反省して、謝ってみたんだ」

　涼介くん、分かってたんだ……。

「決定権を佑美ちゃんに託そうと思ったけど、でもダメだった。二十四時間も待てずに、結局自分から連絡しちゃったしなー」

　ふふ、と涼介くんが自嘲気味に笑う。

　……あれ？　なんか思ったよりも普通の人っていうか、そういう自虐的なことも言うんだ？　もっと俺様気質というか、俺最高！みたいな人なのかと思っていた。こんなにも、弱味というか本心を話してくれたのって初めてじゃない？

　なんだか調子が狂う。

「連絡待つのって、すごく消耗するね。今までの女の子に謝りたくなった」

　涼介くんは困ったように笑って、首をすくめてみせる。

　かわいらしい仕草ですらキマってしまうとは、イケメン恐るべし。

「どういうこと？」

「強引に連絡先を教えてきたヤツにはろくに返したことないし、メアドとかケー番とか、ウソ教えたことも何回もあるし」

「……けっこうひどいね」

「いや、だってほら俺……」

「そーだよね、モテモテだもんね」

「あ、これも今日は言わないようにしようと思ってたのに」

『しまった』とでも言いたげに、片手で自分の形のいいおでこを叩く。

「なにそれ」

「引くでしょ？」

　なんだ、そういうのを察知する能力はちゃんと備わっているんじゃない。

「でも、しょうがないんじゃない？　やっぱり、涼介くんかっこいいし」

「知ってる」

　ちょっ……そこは謙遜しないのね、さすがです。むしろ清すが々すがしい。

「だからね、最初は面白くなかっただけなんだよね」

　声のトーンを落として、涼介くんが静かに微笑む。

「うん？」

「今までの周りの反応と佑美ちゃんは違ったから、ゲームみたいに、クリアしたかったっていうか。俺になびかない女がいるわけないよなーとか思って」

　……なるほど。私が好きとかじゃなくて、単に、落ちないならいろんな好条件を振りかざして落としてやる、と。プライドが許さなかったわけね。私程度の女がアナタに興味を示さなかったから……。くだらない。

　ふらふらしている私もダメだけど、そもそも涼介くんだって自分のプライドのためにこんな回りくどいことしてたってわけか。

「じゃあ、昨日ゲームは無事終わったのね」

　なびかない私を落とすことがゴールなんだから。形式上、私たちは昨日〝両想い〟になった。付き合うことになった。だから、『ゲームはおしまいだ』とわざわざ伝えに来たってことか。

『御苦労様でした』とでも言うべきなのか。『バカにしないで』と怒るべきなのか。正解が分からず、なんとなくふかふかのシートを触りながら、涼介くんの言葉を待つ。

　でも、そっか。それなら、ずっと変な感じがしていたのも合点がいく。だって、もともと涼介くんから私への愛情なんてないんだから。どうしても、私への気持ちが感じ取れなかったもの。慎吾のことが気になって……という以前の問題。

　好きになる前でよかった。今なら、ダメージは『バカにされた』だけですむから。

「それが、調子が狂っちゃってさー」

　妙に明るい涼介くんの声が車内に響く。

「あー、ごめん。私が涼介くんにぞっこん！ってわけじゃないことはバレてるもんね？　私も、付き合うならちゃんとしなきゃとは思ってたんだけど……」

「あ、そうなの？　気づかなかった。ていうか、違う違う」

「……へ？」

　予想外の涼介くんの言葉に耳を疑う。私、余計なことを言ったかも、と思い、身を縮めながら、涼介くんがゆったりとハンドル操作する手元に視線を落とす。

「俺さー、本当に好きになっちゃったんだよね、佑美ちゃんのこと」

「……え？」

　好きに……なっちゃった？　誰が、誰のことを？

「だから、彼女と別れてきた」

　はい？　彼女……って、あれ？　え？　私たち、付き合っているんじゃなかったっけ。

「か、彼女、いたんだ？」

「そりゃいるでしょ」

　平然と言い放つ涼介くん。

　す、すいませんね、なんか。決して自うぬ惚ぼれていたつもりはないんだけど、ほら、普通は、出会ってすぐとはいえプロポーズしてきた人が他の人と付き合っていたなんて考えもしないっていうか……。

「なんで、別れちゃ――」

　言いかけて、やめる。

　今言っていたもんね。私のことが……す、好きになったって……。

「前に、一カ月後って言ったのは、その間に自分の身辺整理をしようと思ったからなんだ」

　ちょうど信号が赤になり、涼介くんがそのキレイな顔を私の方にしっかりと向ける。

「その間に、彼女と？」

　恐る恐る聞いてみる。もう世界が違いすぎて、理解するのに時間が欲しいくらいだ。

「もともと、お互いに条件だけでつながってたようなもんだから、別れるのは簡単だったよ。……まぁ、思ったよりは長引いたんだけどね」

「そっか……」

　そこら辺の事情は、私が口を挟める問題じゃない。だけど……なんだろう、この微妙な気持ち。条件でつながるとか、涼介くんはそういう恋愛しかしてこなかったんだろうか。

「これからは、ちゃんとっていうか、佑美ちゃんは乗り気じゃないにしろ、正式に付き合うことになったし。……キスもしたし」

　……言ーわーなーいーでっ！

「だから、今度は本当に告白しに来た」

「え……」

「今までのことは、ごめん」

　涼介くんが申し訳そうに、そのキレイな顔を歪める。

「女の子に告白とか初めてで分かんないんだけど……佑美ちゃんのことが、好きだ」

　今まで見た中で一番真剣な表情で、涼介くんが言う。

　そのキレイな目に、こんな至近距離で見つめられると、身体が動かなくなる。でも、そんな私以上に、涼介くんが緊張しているようにも見えた。

　今までの違和感の理由が分かったせいなのか、今日は涼介くんが妙にしおらしいからなのか、慎吾への淡い想いが砕け散った後だからなのか、誰かに必要とされることへの喜びなのか、涼介くんの言葉が今はきちんと私の中に入ってくる。

「私も……ごめんね」

　大事な話の途中で信号が変わり、再び車が動きだす。涼介くんの視線が私から逸れ、ホッとしたような寂しいような気持ちになり、私もつられて前を向く。

　涼介くんが運転しながら、私の言葉に耳を傾けているのが分かり、言葉を続ける。

「うまく説明できないけど……きちんと向き合ってもいないのに、付き合うって言ったこと、恥ずかしく思ってる。挽回するって言ったら変だけど、これからは、昨日までとは違う気持ちで向き合いたい……ていうか……向き合えると、思う」

　ずっと感じていた居心地の悪さというか、違和感の理由も分かったし、昨日キスされた時の気持ちとはずいぶん違う。そんな気持ちの変化に、私自身が一番驚いている。

「じゃあ、俺たち、ちゃんと付き合う？」

　前を向いたままだけど、涼介くんの声が少し震えているように聞こえた。

「……そうだね」

　私、これでいいんだよね？　今度こそ間違ってないよね？　好きになろうと努力することなく、自然と涼介くんのことを好きになれたら、きっとそれは素敵なこと。少しずつ、本当に好きになれますように。

　そう願うように窓の外を流れる景色から星を見つけようとしたけれど、見当たらず、私はキラキラ輝くネオンに祈った。




「よし、着いた！」

「え……？」

　純和風の平屋のお店の前で車を停めたけれど、明らかに閉まっている。

「……あれ？　ちょっと待ってて」

　涼介くんが車を降りて近くに様子を見に向かったけれど、いや、電気も落ちているし、どう見てもやってないでしょう。

　意外とこれまで見たことのない涼介くんの全身像を遠目にまじまじと眺める。

　やっぱり、ただ背が高いだけじゃなくて足も長い。サラサラとした髪の毛が夜風に揺らいでいて……誰かに似ているな。私、芸能人には詳しくないから名前はよく分からないけど、きっと俳優かモデルに似てる人がいるのかも。本当にかっこいいもんね。

　涼介くんは、うろうろとお店の入り口付近やら窓の辺りを見て回っている。

　よっぽどこのお店に来たかったのかな？　ていうか、本当にあの人が私の彼氏なんだな……。それで、ゆくゆくは結婚とか……するのかな？

　そこまで考えた時、ふいに窓越しに目が合ってしまい、焦る。

　すると涼介くんはちょっと手を上げてから、車に戻ってきた。

「いやー、お休みだわ」

　え、なにそれ、ここから見ただけで分かりますけど。

「フフ」

　思わず小さく噴き出す。

「……どうかした？」

「だって、降りなくても分かるのに、と思って……」

「え、ウソだろ、なんで？」

「なんでって……電気も落ちてるし、駐車場に他に車もないし……確信はないけど、なんとなく」

　私の言葉に、ハッとした顔をする涼介くん。

「……そう言われてみれば、そうか」

　正真正銘の天然？　こんなにイケメンなのに？

「ここ、何屋さんなの？」

「うどん専門店」

「……好きなの？」

「体調が悪くても食べられるものって、お粥かうどんくらいかなー、って。俺が知ってるお粥専門店は、シェフが香港出身で、油っぽいパンとかのってるし……あ、特注にすればいいのか！　ここからちょっとかかるけど……」

　涼介くんが時計を見る。

　ていうか、私のために……？

　そんな予想外の気遣いに、きゅんとなる。元の印象がよくないせいか、こんなことで急にいい人に見えてしまう。

　お粥やうどんなら、ファミレスにもあるのに。そうか、ファミレスとか知らなかったりするわけ？　なんとなく、涼介くんの実家ってお金持ちっぽいもんね……。

「ここのお店、おいしいの？」

　少し方向はズレているけれど、涼介くんから感じる優しさに思わず頬がゆるむ。

「うん、あごだしでかなりうまいんだー」

　……アゴ？　顎？　あ、違う、聞いたことあるかも……魚だよね、多分。とりあえず顎ではないわね、絶対。

「じゃあ、今度また来たらいいんじゃない？」

「佑美ちゃん、しょっちゅう風邪引く虚弱体質？」

「いや、健康体でも、うどんっておいしいし」

「……確かに」

　合点がいったらしく、素で納得している。

　やっぱり天然だ。イケメンで天然は反則でしょう。

　普通に誰かと〝付き合う〟ということは、行きたかったお店が閉まっていたら、また日を改めて来ればいいだけ、ということ。ごくごく自然に先々の約束ができる、ということ。『今度、行こうね』『また、来ようね』『いつか、行ってみたいな』と、そういう未来の幸せを信じて疑わない無邪気さを持つ権利は、とっても素敵だと思う。

　私さっき、自然と『また来よう』って言えた、よね。こうやって、少しずつ好きになっていくのかもしれないな。

　安堵に似た気持ちで、シートに改めて身体を預ける。ゆるく息を吐いて、温かい気持ちを味わう。

「それじゃあ、帰る感じで……大丈夫？」

　脱力しつつある私を覗き込みながら、涼介くんが遠慮がちに聞いてくる。

「もちろん！　今日はドライブだったということで」

「佑美ちゃん、優しいね」

「ぜーんぜん！」

　会話が終わったタイミングで、車が元来た道を走りだす。

　明日も普通に仕事だけれど、なんだか楽しくて、まだまだ夜が続けばいいのにと思えた。

「あ……そういえば」

　ふと思い出し、小さめのトーンで思わず言葉が漏れる。

「なに？」

　涼介くんの声が穏やかに車内に響く。

「さっきのクイズ……ほら、家族の話！　あれ、結局どうなったんだっけ？」

「…………」

　涼介くんが黙り込んでしまう。今までの和やかな空気が、変に緊迫したのが分かる。

　あれ？　まずい質問だった？　そんな雰囲気になっちゃうような話なの？　もしかして、あんまり仲がよくないとか？　でも、こうして高級な車を買ってくれるくらいだし……。

「あー……そうだよなぁ……」

　ひとり言のように呟く涼介くん。まっすぐ前を向いたまま、私の方を見ようともしない。そりゃ、運転中だから当然なんだけど……なんか変な感じ。

「俺もね、佑美ちゃんと同じ、四人家族だったんだ」

「だった……？」

　なんで過去形なの？　そういえば、さっきも『ふたり、もしくは四人』なんて言い方をしていたもんね……。

「そう。父親と、母親と、俺と、弟」

「うん」

「で、俺が小さい頃、両親は離婚して。俺は父親と、弟は母親と暮らすことになって。だから、ふたりっつーか、四人っつーか……」

　涼介くんは、運転をしている最中だからか、淡々と、特に強く感情を込める様子もなく話し続ける。まるで、本を朗読しているような印象さえ受ける。

「離れていても、家族ってことに変わりはないんじゃないの？」

「いや、両親は離婚してるからね」

　でも、血はつながっているわけだし。弟さんと涼介くんが兄弟だってことは、バラバラに暮らしていても変わらない事実だ。それは、お母さんにも同じことが言えるわけで……。

　いったい何歳から、〝ふたり家族〟になってしまったのだろう。小さい頃に母親にたっぷり甘えられなかったとしたら、かわいそう。だから、私に質問した時にわざわざ『普通の』なんて言葉を使ったとか？　もしかして……早く〝普通の家庭〟が作りたくて、結婚しようって言ったとか？　そうなのだとしたら、切なくて胸が苦しくなる。

「なんか……ごめんね」

　言いたくなかったかもしれないのに、安易に深入りするようなことを聞いてしまった自分に後悔する。

「いや、どうせ話そうと思ってたし」

　そんなことを言いながらも、こっちをまったく見ようとしない涼介くんからは、〝深く入り込まないでほしい〟というオーラが滲み出ているような気がした。

　だけど、いろいろ聞きたくなってしまう。

　お母さんとは今も会えているの？　弟さんとは？　お父さんとは仲がいいの？　今……寂しい？

　そっと涼介くんの横顔を見てみる。その整った顔立ちからは、なにも読み取れない。

　たまに見せる幼い表情が、そういう事情から来ているのだとしたら、私は涼介くんになにがしてあげられるだろう。

「なんか付いてる？　俺の顔」

　不審げに言いながら、涼介くんが片手で自分の頬から顎にかけてのラインをなぞる。

『ギャー！』と、思わず心の中で絶叫してしまった。

「ごめん、そっと盗み見るはずが……」

　思いっきりガン見していたらしい。

「なんで盗み見るんだよ、普通に見なよ！」

　涼介くんが楽しそうに笑う。

「えっと……キレイな顔だなーって思っただけ」

　怪しまれないように言ったつもりのセリフがなんだか間抜けで、また『俺はイケメンだからね』なんて言われるんだろうなと思っていたら……。

「うん、母親にそっくりなんだ」

　フラットなトーンで涼介くんが言う。そこに重い感情は存在しないかのように、まるで明日の天気を聞くように。

「お母さんや弟さんとは、会って……ない、の……？」

　余計な詮索はしないほうがいいと分かっているのに、つい聞いてしまう。そういう迷いが出て、語尾が濁る。

「母親はねぇ、難しいかな。弟とはよく話すし、たまに会うよ」

　私の意図を汲くみ取ってくれたのか、サラリと答えが返ってくる。

「で、弟は父親に瓜うりふたつ。二卵性だなってしみじみ思うよ」

「そっか……」

　聞いたところで、気のきいた返事なんてできやしない。ただの興味本意なんて、最低だ。だけど、そういう複雑な事情が見えてくると、志帆の言っていた『不器用な人』って言葉が浮かんでくる。

　私はごく普通の家庭で育っているから、『お前なんかになにが分かる』と言われればそれまでなのに、涼介くんはそんな壁を作らない。私は、涼介くんを支えてあげられるのかな？　その寂しさをこれから埋めてあげられるのだろうか。

　思わず自分のワンピースの裾をギュッと強く握りしめる。そのまま窓の外に目をやると、見慣れた景色の中にいることに気づいた。

「あ、駅前で降ろしてくれればいいよ」

「いやいや、駅からアパートまでってのが一番危ないだろうよ」

「……？　痴漢とか？」

「そう、あと野犬とか」

　涼介くんが真剣な表情で言い放つ。

「やけ……っ!!」

　思わずぶふっと噴いてしまう。

　だって、いつの時代の話よ。戦後!?　あぁ、昭和のカホリ……。生まれてこのかた、野犬なんて見たことないよ……。

「涼介くん、野犬を見たことあるの？」

「いや、ないけど？」

　だよね？　普通はそうだよね？　私たち、歳も同じだし。

「ぷっ……フフ、フ……」

　どうにもこうにも面白すぎて、笑いをこらえても漏れてしまう。

「いいから、送るよ！」

　笑われたのが不本意だったのか、少し怒ったように言う涼介くんが、ちょっとかわいい。

「じゃあね、そこの道をまーっすぐ……」

　笑ったことの罪滅ぼしも含めて、私は気持ちを切り替え、素直に道案内を始めた。




　車はあっという間にスムーズに私のアパートの目の前についた。

「じゃあ、ここで。どうもありがとう」

　気持ちを込めて、隣にいる涼介くんをしっかりと見つめながらお礼を言う。

「今日は連れ回してごめんね。体調、どう？」

「すっかりいいよ。明日は仕事に行けそう」

「よかったぁ！」

　その瞬間、空気が動いたような気配がして、ドアに手をかけ今にも降りようとしていた私の身体がふんわりとなにかに包まれた。

　自然に身体の向きが涼介くんの方に向けられる。それは決して強引ではなく、昨日とはまるで違う。優しく、優しく抱きしめられている。

「……これからは、ちゃんと、大事にする」

　耳元で囁かれる言葉には、どうやら昨日の乱暴な振る舞いの謝罪も含まれているらしく、私にはそれがきちんと伝わった。そして、甘くてくすぐったい。

　――チュッ。

　右の頬に、温かい感触。涼介くんの唇が私の頬にそっと触れたらしい。

「佑美ちゃんの気持ちがちゃんと俺に向くまで、唇はとっておくことにした」

『いやアナタ、既に昨日強引に奪ったじゃないですか……』と言いたかったけど、やめておく。それに、ゲーム感覚ではなくなった涼介くんは、こんなに真剣に向き合ってくれる人なのだという発見だけで、もう充分、前よりは好きになった気がする。

　もちろん、まだ心の底から大好き！ってわけじゃないけど、それはこれから時間が解決してくれるんじゃないのかな。いや、他人事みたいだけど、自分でそう思う。

　こんなに大切に扱われるなんて、久しぶりすぎて恥ずかしい。ひとりじゃないって、温かい。

　無意識に、涼介くんの唇が触れた辺りに、自分の手を当てる。その私の手を涼介くんがそっと取りながら、微笑む。

「これは、マーキングだな。これで大丈夫。おやすみ」

　マーキングって……と思いながら、今度こそドアを開けて外に出る。今までの快適さがウソのように、むわんとした蒸し暑さに包まれた。

　運転席側の窓が開くのが見えて、回り込む。動くたびに熱い空気に包まれ、現実世界に帰ってきたような気持ちになる。

　縁取られた枠の向こうの涼介くんがまた優しく微笑むので、私も同じように応える。

「それじゃ、また。早く部屋に入って。おやすみー」

　涼介くんを乗せた車が、〝颯さっ爽そう〟という表現がぴったりくる様子で走り去る。

　今日こんなことになるとは、数時間前までは予想もしてなかった。こうやって、少しずつ幸せ慣れしていけばいいんだよね。私はきっと、本当に幸せになれる。

　アパートに戻ってから、涼介くんの名刺の手書き部分をひと通り携帯に登録する。

【今日はどうもありがとう。おやすみなさい】

　短いメッセージを送ってみる。

　守られる安心感、ひとりぼっちじゃないという喜び。三十歳の誕生日プレゼントに、慎吾がくれた〝約束〟よりも、もっと確かなものを私は手に入れた……んだよね？

　十年後、お互いに売れ残っていたら、じゃなくて、今すぐにでも私を必要としてくれている人に出会えた。それって冷静に考えたら、比べ物にならないくらいすごいことだよね？

　自分に何度も問いかけながらベッドに寝転んでみると、思った以上に疲れていたようで、私はあっという間に深い眠りに落ちていった。










すれちがう夜




「それではー、摩耶の嫁入りと、佑美の嫁入りを祝してー、乾杯っ！」

　志帆の乾杯の音頭と、ぶつかり合うジョッキの音が、八月の夜空に吸い込まれていく。ここは、前に志帆とふたりで来たビアガーデン。

「いやいやいや、私は結婚するなんて決まってないし……それを言うなら志帆のが絶対に早いし！」

「なーに言ってんのよ、付き合う前からあんなに大きい指輪もらっておいて」

　私が涼介くんとちゃんと〝付き合う〟ことになって、もう一カ月が経っていた。

　とはいえ、そんな話をして以来、実はほとんど会っていない。寂しくないと言えばウソになるかもしれないけど、別にもともと恋人にべったりしたいタイプではないので、たまに電話やメッセージのやりとりをするくらいで充分だった。

　私たちの会社は、忙しさに波はあるけれど、この時期は割と忙しい。九月に、来年度に向けた新車の展示会などがあるからだ。その上、慎吾の部署は次期コマーシャルでコラボ予定の深夜枠のアニメが決まり、打ち合わせや企画会議などで随分とバタバタしているらしい。

　だから同期の独身チームもなかなか集まることができず、今日になってやっと皆が揃そろいそうな感じなのだけど、慎吾の姿はまだない。そして、顔を合わせる機会がないからなのか、慎吾はまだ同期の皆に沙耶香ちゃんと付き合っていることを報告していない。

　ひとりだけ先に知ってヤキモキしている私の身にもなってほしい、とも思う。とはいえ、そんな私も、しょうもないメッセージをたまにやり取りしたり、会社でちょこっと顔を合わせた時に世間話をするくらいなので、実際のところ、あのふたりがどれくらい発展したのかは分からないのだけど。

　――ブブブブブ、ブブブブブ、ブブブブブ、ブブブブブ。

　一斉に震え始めたスマホに、三人で慌てて反応する。

【悪い！　ちょっと遅れるー！】

　慎吾から一斉にメッセージが入る。代表で、志帆が【始めてまーす！】と入れてくれた。

　その様子を見ながら、摩耶がニヤニヤしつつ言う。

「そういうしっかり者なところが、またたまんないんでしょうねー、岡プリは」

「いや、志帆は彼の前では意外と甘えん坊だったりするかもよ」

　嬉しくて、志帆イジリにはつい私も乗ってしまう。

「ふたりとも、なーんか性格変わってない？」

　志帆が私たちをジトッと睨みながらジョッキを手に取る。

　志帆が皆のアイドル・岡野くんに猛プッシュされて付き合いだした……というのは、社内でよくも悪くも話題の中心だったけれど、日が経つにつれて、岡野くんの弟キャラのおかげなのか、志帆の人柄のよさなのか、ふたりは誰もが認めるカップルになりつつあった。変に社内でイチャイチャしたりしないところもいいんだと思う。

「私のことより……摩耶、まさかこんなに早く行っちゃうなんて」

　志帆が声のトーンを下げて、摩耶を見る。

　そう、今日は摩耶の送別会でもある。同期全員ではなかなか集まれず、それでも来週、参加できる人だけでもう一度お別れ飲み会を開く。だけど、とりあえずその前に……と、今日は独身チームで集まることになった。

　摩耶は、フィアンセの仕事の都合で、九月には一緒にアメリカに行ってしまう。そのため、今月いっぱいで退職する。

「主人の仕事についてアメリカに行くんです……とか言ってみたいもんだ！」

　しんみりしそうな雰囲気を変えようとしてか、志帆が今度はちょっと大きめの声で言う。

「んー、でも今回はアメリカだけど、中国の辺へん鄙ぴなとことかフィリピンとか、いろいろあるしねぇ、支社は」

　地元の彼氏とトントン拍子に結婚が決まって以来、『もう男受けを気にしたファッションとかにしなくていいし！』と豪語し、髪の毛をくるくるに巻くのをやめた摩耶。ひとつにクリップで束ねた髪の毛をいったん外して、また束ね直しながら難しい顔をする。

「それよりなにより、結婚式よう……」

　摩耶が深いため息をつく。

　まだしばらくは日本にいる予定だったため、いろんな式場やゲストハウスをふたりで見て回っているところだったらしい。取り急ぎ、両家で食事だけでも……みたいな流れらしく、子どもができる前に、落ち着いたらアメリカで式を挙げよう、と言われているとか。

「私、普通に友達に囲まれて披露宴とかしたかったんだよねー」

　うなだれる摩耶。物憂げにテーブルに肘をついて、ため息もひとつ。

　なんかそれって、すごく分かる。ふたりっきりで海外のチャペルで挙式するプランにもすごく憧れるけれど、その一方で、ごくごく普通の挙式と披露宴をしてみたいという気持ちもある。『いい歳してさー』なんて謙遜しつつ、しっかり和装の写真も撮ってみたりして。

　ベタで構わない。たくさんの友達に祝福されて、ライスシャワーを浴びて、『こんなことに何百万円もかけるんだったら、ふたりで旅行に何回行けたかねー』なんて旦那様と笑い合って。お互いのイトコにも初めて会ったりして……。そういう、ごく普通の結婚式を。

　今まで散々招待されてきたような挙式や披露宴にしたい。もちろん、演出とか引き出物とか、それなりに個性を出すというか、自分の友達とかぶらないようにしつつも喜ばれる物を選びたいけど。

　これまで何組も友達の結婚式を見送った人の中には、『今まで参加したようなありきたりな式は嫌っ！』と思う人もいるだろう。でも私は、ちょっと周りの子より出遅れたけど、自分もごくごく普通なんだ、と思いたいのかもしれない。

「いや、なんでアンタが摩耶よりうなだれてんのよ」

　志帆に軽く後頭部を叩かれ、我に返る。

　危ない危ない、遠くまで行ってたわ。

「『フレッシュサーモンとアボカドのオープンサンド』入りまーす」

　雑踏に交じって、フロアスタッフの声が聞こえる。今日もおいしそうな料理が次々と運ばれていて、また別のスタッフがよく通る声でなにかを叫んでいる。

「『たっぷり焼き雲う丹に、オリエンタルソースがけ』入りまーす」

　その瞬間、顔を見合わせる私たち。

　なにそれ、すっごくおいしそう。

「とりあえず、行くか」

「そうだね、おいしそう」

　三人でいそいそと、たくさんの料理が並んでいるコーナーへと向かう。

　それぞれにお皿を手にして、食べたい料理を吟味していく。目に入るメニューがどれもこれもおいしそうで、このビアガーデンがいつも大人気なのも分かる気がする。

　キャベツとアンチョビのパスタを、どうやってこのちんまりと空いたスペースにのせようか……と、しばし考え込む。でももう、お皿はほぼ満タン。

　そうだ、いったん置いて、もうひと皿取ればいいじゃん！……とテーブルに戻ると、志帆と摩耶は私ほどがっついていないらしく、もう椅子に座っていて、なにやら楽しげに話し込んでいる。

「――でね、見ちゃったんだ私。ねー？」

　当然、私もひと皿で終わりだと思ったらしく、志帆が話しかけてくる。仕方ないので座ることにして、話に参加する。

　ここを振り切ってパスタを別皿で持ってくるほど、自由に生きてないです、私……。

　しかし同意を求めてきたわりに、私の返事を大して待たずに志帆は話を進める。

「マドンナがね、彼氏と来てたの！」

「うっそー!?　マドンナ、彼氏いたの!?」

　ふたりのトーンがまるっきり、ドラマでよく見る〝女子社員の給湯室のおしゃべりトーン〟なことに、笑ってしまいそうだ。

「彼氏って……どう？　やっぱイケメン？　それとも、意外とおじさんとか？　あ、まさかうちの社長とか言わないでよ、愛人説もあったもんね」

　結婚が決まり、すっかり柔和な顔つきになっていたはずの摩耶が、けっこう悪い顔でフォークをクルクルとさせながら面白そうに言う。

「それが後ろ姿しか見えなくて……。でもね、絶対にイケメン彼氏！」

「分かんないじゃない、それ。友達かもよ？　ビアガーデンだし……」

　摩耶は拍子抜けしたような素振りを見せて、フォークにマリネされた海老を突き刺す。

「違う違う。だって、こうよ、こう。グッと腕を組んでたもん！　友達とこんな密着しないでしょー？」

　志帆が白熱して私の腕を取り、あの日見かけたマドンナと慎吾の姿を再現する。私も見たわけじゃないから分からないけど、志帆の再現では相当べったりとくっついていて、一緒にポージングしながら気恥ずかしくなってしまった。

「背が高くって、もう雰囲気からしてお似合いなのよ！」

「うわー、見たい見たい！　美女と野獣系じゃなくて、正統派なのね!?」

　ぱぁあと顔を輝かせ、興奮気味に摩耶が食いつく。

　慎吾、早く来ればいいのに。そしてふたりに、ドヤ顔で『それ、実は俺なんだよねぇ』って言っちゃえばいいのに。早く皆で祝福したいし、このふたりの驚く顔が見たい。

　――ブブブブブ、ブブブブブ。

　今度は志帆のスマホだけが鳴る。

「はいはー……え？　今どこ？　あー、そしたらねぇ……」

　しゃべりながら辺りを見回すような仕草をして、席を立つ。

「岡プリ……じゃないよねぇ？」

　摩耶が小声で聞いてくる。

「それとも、こんな自然体で岡プリと話せるようになったのかもよ？」

　私も思わず小声で返す。私たちの興味津しん々しんの視線の中、志帆はなにやら道案内のようなことを口にしている。

「ねぇ、急に紹介されたらどーする!?」

「いや無理、メイクはもうほぼ皆無だし！」

「だよね、変な脂が浮いちゃってるもん。いくら人の彼氏とはいえ、あの岡プリだもんね！」

　急にそわそわしだす私たち。

「……うん、うん……違う違う、逆！　もー、反対側のビルだって！　……うん、はーい、はい頑張ってねー！」

　志帆が会話を終える。

「……ねぇねぇ、今の誰？」

　いつの間にか手元にポーチを置き、コンパクトミラーを取り出しながら身を乗り出す摩耶。

　自分の顔をチェックするためであろう、その行動のすばやさに、結婚するからといってすべてが穏やかに変わったわけではない摩耶の見慣れた様子に安心する。

「え？　あ、慎吾。仕事終わったんだってー」

「なんだ、慎吾かぁ。思ったより早かったねー！　ていうか、また道に迷ってんの？」

「そーみたい、全然違うビル入って『「スナック美み幸ゆき」だっけ、今日？』とか言ってんの」

「あれでよく、営業と企画を兼務なんて無茶なことしてるよねー。ホントにあの人、エリートなのかね。ていうか、スナック美幸って!!」

　爆笑する摩耶と志帆の会話を聞きながら、ふと違和感を覚える。

　慎吾、なんでこのビアガーデンの場所が分かんないの？　この前、沙耶香ちゃんと来てたよね？

「志帆、ビアガーデンだって言わなかったの？」

　平静を装って、思わず聞いてしまう。

「言ったよー。そしたら『夏の風物詩だな』とかはしゃいでたくせに、普通のビルに入り込むとか謎すぎる！」

「慎吾らしい気もするけどね」

　憤る志帆に、まぁまぁと言わんばかりに摩耶のフォローが入る。

「確かにー！」

　ふたりのする〝あの時もこんな道に迷ってた〟系の慎吾の笑い話に合わせてなんとなく笑いつつ、私の頭の中は整理がつかなくてパニック状態。

　だって、ここら辺はそんなにビアガーデンが乱立しているわけでもないのに、なんで……？　まぁ、方向音痴の人は、行ったことがある場所でも平気で間違うもんね。そうだ、慎吾はそういう人だ。

　拭いきれない嫌な予感を振り払うように、私はぐいっとジョッキのビールを飲み干した。

「もうすぐ来るかな？　佑美もジョッキ空いたし、どうするー？　四つ頼んでおく？」

　志帆がドリンクメニュー表を開きながら、私のジョッキを指差す。

「でも、キンキンに冷えてないと文句言いそう」

　摩耶が自分の身体を抱きしめるような仕草で大げさに震えてみせる。

「かといって、自分のがなくても文句言いそう」

「やだねー！　あの男は」

　ふたりが楽しそうに、不在の慎吾をいじる。

　私も一緒になって笑ってはいるけれど、正直、一緒にいじる気分にはなれない。

　……早く来てほしい。そして、『この前、ここにマドンナと来たんだ。ていうか、付き合ってるんだ』という報告をみんなにしてほしい。『お前らもあの時いたのかよー』って、笑ってほしい。

「待たせたな、かわいこちゃんたち！　あっでも全員ヒトヅマか！」

　結局、慎吾の分どころか、私たちの分の生ビールも頼まずにおしゃべりしているうちに、聞き慣れた声がした。

　いつものようにふざけながら、慎吾がやっと到着する。

「お店自体は迷ったくせに、よくこの席が分かったねぇ」

　感心したように言う志帆と、ウンウン頷く私と摩耶。

「一番うるさいテーブル、というアンテナを張ったらすぐ分かりましたけど？」

　しれっと、いつもの感じで返す慎吾。

　ゆっくり顔を合わせるのは久しぶりだからか、なんだか照れくさくて直視できない。本当、久しぶりに会った感じがする……。

　しかし、そんなぎこちない状態だったのは私だけだったようで、すぐに志帆が生ビールを追加で四つオーダーしてくれた。




　改めて、と四人揃ったところで乾杯をする。

「摩耶、おめでとー!!」

　志帆のかけ声に合わせて、のはずが、ほとんど志帆の声しか聞こえないほど張り切った声が響く。

「あ、ていうか、お前もだろ？　なんか、岡野と……」

　そう言いながら、摩耶と自分のジョッキを合わせ、ひと口飲んでから慎吾がニヤリと笑う。

「あれ？　ちゃんと言ってなかったっけ？」

「お前からは聞いてないぞ。岡野のほうから言われた。よくできた礼儀正しい彼氏でよかったな」

　志帆と慎吾の会話が微笑ましい。こんなかけ合いを聞くのも久しぶりで、なんだか嬉しくなる。

「慎吾はどーすんの？　摩耶はアメリカ行っちゃうし、私は後輩に奪われちゃうし、佑美も超絶イケメンに持っていかれちゃうし……」

「奪われるもなにも、お前を所持した覚えはない」

「正しいツッコミですけど……我らが同期で最後まで残るのが、まさか社内一モテモテの、次期幹部候補とまで言われるエリート慎吾だとはねー」

　志帆が大げさにバカにしたような表情を作り、慎吾に絡む。

「モテモテ、の部分はしっかり受け止めるけどな。変なあだ名つけんなよ。なんだよ幹部候補って。俺も佑美みたいにエリートんとこに嫁入りしたいから、機会狙ってんだよ」

「嫁入り！」

　聞いていた摩耶がぶっと噴き出す。そのはずみで生ビールのしぶきが辺りに広がる。

「ちょ、冷てー！」

　慎吾が自分の顔を慌てて拭う。

「ごめんごめん、だって……なに、アンタ逆タマ狙いってことー!?」

「違う違う、まだまだ清いアタシでいたいって感じ」

「余計に謎だわ!!」

　摩耶と志帆がゲラゲラ笑っている。だけど私は、愛想笑いが精いっぱい。

　いやいや、むしろ全然笑えないんですけど。ねぇ、どうして？　なんで、沙耶香ちゃんのこと、皆に言わないの？　あ、もしかして相手はマドンナだし、社内恋愛だし、自粛してるの……？

　だけど、うちの会社は別に社内恋愛に関して厳しくはない。社内にカップルはたくさんいるし、奥さん専業主婦だけど、『もともとは同期でーす』とか、『受付でしたー』なんて、よく聞く話。ほとんどが志帆と岡野くんのように、〝特に言いふらさないけど、隠しもしない〟って感じだし。

　それにしても、同期には言ってもいいんじゃないのかな。それともまさか……。

　さっきの志帆の〝マドンナ目撃再現〟が頭をよぎる。ついでに、知らない男の人とご飯を食べていた白いワンピースの後ろ姿も思い出す。

　嫌な予感で、胸がざわついた感覚が再び蘇る。

「佑美？　おーい、大丈夫ー!?」

　ハッと我に返ると、志帆が私の目の前で手をひらひらと振っていた。

「……ごめん。私、今……魂抜けてた」

「ぶふっ」

　摩耶がまた噴き出す。

「うお！　冷たっ！　もう、志帆、ちょっと席換われ、ほれ」

　慎吾がジョッキを片手に立ち上がり、志帆に席を換わるよう促す。

「えーやだーなんでよーう！」

「幸せ新婦のハッピーシャワーだ。ご利益あるぞ、浴びとけ」

「……ウソ、ちょっといいかも。ほら、噴き出していいよ、摩耶」

　志帆が目をつぶり、両手で自分の方に風を送る仕草をする。

「いや、急には無理だし」

　からっぽになった頬を膨らませて怒ったように摩耶が言う。

　ドサッという音と共に、私の隣に慎吾が座る。ふわりと慎吾の香りがして、丸いテーブルを慎吾、私、摩耶、志帆の順に囲む形になった。

「久しぶり！　はい乾杯。玉の輿、おめでとうな」

　慎吾が、持っていたジョッキを私のジョッキに軽くあて、カチンと涼しげな音が響く。

「いや、別に私は結婚決まってないし……ていうか――」

　言いかけて、思わず口をつぐむ。隣の慎吾の『言わないで』というアイコンタクトをキャッチしてしまったから。〝共犯者〟ってわけじゃないけれど、私たちの周りだけ、一瞬空気の感じが変わったような気がした。

「ね、さっきのアクアパッツァ、おいしかった！　食べた？」

　摩耶が自分の空いたお皿を指差し、志帆に話しかける。

「今来たばかりの俺になんて酷な情報を……」

「よし、見てこよーっと！」

　志帆が元気よく席を立つ。

「私も！　佑美の取ったそれ食べたい！　なにー？」

　摩耶が私のお皿を指差す。たんまり取ったものだから、まだまだたくさんのっている。

「オリーブの、なにか……」

「手がかり少なっ！」

　やいやい言いながら、志帆と摩耶は食べ物を取りに行ってしまう。その後ろ姿が完全に見えなくなるのを待って、私のお皿からオリーブをつまんでいる慎吾に声をかける。

「……ちょっと。どういうこと？　なんで内緒にしてんの？　口止めでもされてるの？　なんで？」

「おいおい、質問山積みだな」

　私の勢いとは対照的に、慎吾がのんびりと答える。

「そりゃそうでしょ！　なんで？」

「いや、だからさー、なんていうか……聞く？」

「聞くに決まってるじゃん！　慎吾、ちゃんと幸せにやってるの？」

「しあわ――」

「ただいまーっ」

　振り返ると、志帆と摩耶が立っている。

「は、早くない……？」

　がくっと力が抜けそうな身体をかろうじてテーブルで支え、ふたりを交互に見ながら聞いてみる。

「ダメだわ、激混みなの、今」

「団体様みたいのが来ちゃってさー、大皿ごとなくなる勢いよ」

「だからいったん撤収ーっ！」

「ねー！　もう少し経てば、お料理が入れ替わってちょうどいいかもよー！」

　志帆と摩耶がキャッキャしているところに、慎吾が口を挟む。

「なー、ここ、なにがお勧め？　俺、初めて来たから、失敗して変なおつまみ取りたくない」

「んー、ひと通りおいしいよー！」

　志帆が楽しそうに言う。

「うん、他のビアガーデンよりかなりレベル高いと思う！」

　志帆のセリフを受けて、摩耶がガッツポーズをする。

「あー、俺さっき聞いちゃったから、もうアクアパッツァが頭から離れねぇ！　団体様、残しといてくんねーかなー」

　……え？　慎吾、初めてここに来たの？　なに言ってるの？　沙耶香ちゃんと来たよね？　その後ろ姿を志帆に見られたんだよ？　ウソついてるの？　なんで？

　だけど慎吾は、とてもウソをついているとは思えない雰囲気で、まだおつまみ談義をしている。

　てことは……志帆が見た後ろ姿は、慎吾じゃなかったってこと？

　三人のおつまみ談義に加わる気にもなれず、かといって手元の食べ物を口に運ぶ気分でもなく、フォークを持ったまま、自分の叩き出した不穏な答えに打ちのめされ、ひとり黙り込んでしまった。

「佑美、今日酔ってる？」

「確かにぼんやりしてる……」

「お前、夏バテだろ」

　そんな私の様子が目に余ったのか、三人から口々に声をかけられて……。

「あー、最近寝不足だから、酔いが回るの早いかも、へへへ」

　とりあえず笑顔を作ってみる。

「大丈夫？　ノンアルコールのやつとか、お茶もあるし、無理しないでね」

　摩耶が心配そうに私の顔を覗き込みながら言う。

「うん」

　心の中がざわついている分、今はそういう優しさがありがたい。

「そういえば……佑美のとこは、どんな感じなの？」

　摩耶がニコニコと微笑みながら聞いてくる。

「どんな感じって……別に普通だよ」

「普通ってなによー」

　慎吾の目の前で、しかも、なんだかよく分からないけど沙耶香ちゃんとのことが不透明な状態で、私の恋愛話なんてしたくない。でも、そういうのを差し引いても、本当に話すことが思い当たらない。

　実際にほとんど会っていないし、電話やメッセージで当たり障りのないやりとりしかしていないから、まだ〝付き合っている〟とか〝この人のことが大切だ〟という実感が湧いてこないというのが正直なところだ。

「普通が一番幸せなんじゃない？　なぁ？」

「うんうん、そんな感じ」

　慎吾からのアシストで、なんとなく場を切り抜けた感じ。

「まぁ、確かにねぇ……」

　なにやら想いを巡らせていた志帆が、ハッとした顔で慎吾を見る。

「ねぇ、慎吾。アンタ、昔からマドンナマドンナ騒いでたけど、あれって、どれくらい本気？」

「なんだよいきなり……」

「いや、ほら……本当に付き合いたいとか、ファン程度だとか、いろいろレベルがあるじゃない？」

「いや、普通に好きって感じだけど？　まー、でも正直、最近勢いは落ちてるかもな」

　いったいなにを言いだすつもりだろう。志帆も、慎吾も。ましてや慎吾に至っては、付き合い始めたのに勢いが落ちてるってどういうこと？

「なんで勢い落ちてんの？」

　摩耶が、シーフードグラタンのエビと格闘しながら不思議そうに聞く。

「いや、マドンナは手に入らねーからマドンナっつーか……」

　コイバナをしているはずなのに、煮え切らない感じで口ごもり、頭をぽりぽりと掻く慎吾。

「なにそれ、哲学みたいね」

　摩耶の言葉に、皆が笑う。私は……うまく笑えてる？

「あ。そろそろ団体様行ったかもー！　ご飯、見てこようよ」

　志帆が話を切り上げる。慎吾を気遣ってか、沙耶香ちゃんをここで目撃した話はしないことにしたようだ。

　それにしても、マドンナは手に入らないって、どういうこと？　だけど、ここでは問い詰めたりできない。

「俺も行くわ。なー、ベトナム焼きそばあるかな？」

「なに、そのマイナーな感じのメニュー」

　志帆と慎吾が席を立つ。

「佑美は大丈夫？　なにか取ってくる？」

　ふたりが行った後から、立ち上がった摩耶が心配そうに私を見つめる。

「ありがとう、摩耶。じゃ、なんかさっぱり系のヤツ、お願い」

「了解ー。ゆっくりしてて。今日は早めに切り上げようね」

「ううん、それは大丈夫！　せっかく集まれたんだし」

　摩耶に手を振り、ひとりテーブルに残る。

　やっぱり、なにかおかしいって。私、小学生の頃から『人の話を聞かない』ってよく注意されていたし……なにか重大な間違いを犯しているような……。

　すごく不安なのに、その根源が自分で分からない。私はどうしてこんな気持ちになっているのだろう。慎吾とちゃんと話したい。なにがどうなっているのか、ハッキリ教えてほしい。

　なんとなくスマホを手に取ると……いつの間にかメッセージを受信していた。

【なんかお前、いろいろ勘違いしてるだろ？】

　……慎吾からだ。今、志帆たちとフードコーナーに取りに行っているんでしょう？　なのに、どうしてわざわざメッセージなんか……。ていうか、勘違いってどういうこと？　こうなったら直球をぶつけるしかない。

【慎吾と沙耶香ちゃんは、うまくいってないの？　なんでみんなに岩いわ魚め】

　あああああああ、私のバカっ！　大事なところで焦ってまた打ち間違ってるし。そんで、送っちゃったし。

【言わないの？】

　追加で送信し、スマホをテーブルに置く。

「はいこれー、佑美のリクエスト、さっぱり盛り！」

「……盛り？」

　いち早くテーブルに戻ってきた摩耶の持ってきてくれたお皿には、にんじんのラペ、ベビーリーフのサラダ、根菜のマリネ、ライスサラダ、シーフード生春巻き、ぬか漬け、卯うの花……と、お皿がまったく見えない状態で、まさにさっぱり〝盛り〟。

「ありがと……」

　恐る恐る受け取ると、見た目のインパクト以上の重量がずしりと私の手にかかる。

「なんか、どれもおいしそうで迷っちゃってさ。ほら、早く食べよ」

　摩耶とふたりで先に食べ始めていると、しばらくして志帆と慎吾が戻ってきた。だけど、なんだか騒がしい。

「ねぇ聞いてよ、ふたり共！　慎吾が私たちにウソついてた！」

「……だーかーら、つかないから、落ち着けって」

「いーや、私の目はごまかせない！」

「なんなんだよもう。お前、酒癖悪いとそのうち岡野に愛想尽かされるぞ？」

　なんだかんだと楽しそうにじゃれ合いながら椅子に座るふたり。

「大丈夫、彼は私が飲んでテンション上がるくらいで幻滅するような器の小さい男じゃないっ！」

「キャーさりげなくのろけてるー!!」

　摩耶まで参戦する。

「だってさー、慎吾、マドンナをずっとひっそり想う……みたいなストーカー発言してたじゃない？」

　ひそひそと噂話をするように、右手を口の横にあてて、眉根を寄せながら志帆が言う。

「……してたっけ？」

　首をかしげる私と摩耶。

「そもそも、そこから違うだろ」

　慎吾が面倒くさそうに言い返す。

「それなのに、ちゃっかり本命がいたんだからーっ！」

　興奮して、せっかく座ったのにまた立ち上がる志帆。

　うん、確かに志帆、酔っているかも。ていうか……ほ、本命？　慎吾は沙耶香ちゃんと付き合ってるんじゃないの？　ダメだ、話が全然見えない。

「あーもー、お前、熱い番茶でも飲め。佑美、メニュー見せて」

「番茶はないと思うけど……」

　ドリンクメニューを眺める慎吾の横で、志帆がなにか言いたげにニヤニヤしている。

「慎吾ね、彼女にメッセージ送ってんのよ、私たちと楽しく飲んでる最中に」

「うっそ。同期との楽しい飲み会中に!?　いやらしっ」

　摩耶が志帆に同調し、大げさに両手で自分の口を押さえる。

「でしょ？　とっとと紹介してよねぇ」

「嫌だ、お前らに紹介しても耐えうるようなメンタルの女の子、多分俺の好みじゃないし。ていうか、さっきのはマジで違うから」

　メニュー表からちょこっと顔を覗かせて、慎吾が言う。

「じゃあなによ、鼻の下でれでれ伸ばしちゃってぇ」

「もー、いったいなにがあったの？」

　摩耶の意見に、私も思いっきり同意。それを示したくて、うんうんと頷いてみる。

　メッセージだなんてタイムリーすぎて、心臓が痛くなりそう。

「いやー、なんか妙にスマホいじりながらニヤニヤしてるからさ、慎吾のそばに行ってみたのよ。そしたら、ぜーんぜん気がつかなくて。しまいには、ぶほって噴き出したのよ。どんだけ好きなんだっつーの」

「お前、そんだけの想像力と洞察力があったら立派なストーカーになれるぞ。つか、さっきのは、単に面白いメッセージが来たんだって」

　慎吾はまるで相手にしていないように、ドリンクメニューから目を離さずに言う。

「んー、違うんだよなぁー。噴き出すまでの柔らかい表情のことを言ってんだよー、あたしゃ」

「ダメだ、志帆が一人称『あたしゃ』になり始めたら終わりが近いわよ、酔ってるわよー！」

　摩耶が真面目な顔をして、脅すように言い出す。

　でも、『それは誤解だよ』と言ってあげたい。多分、慎吾が見ていたのは、私のしょうもない打ち間違いメッセージ。でもそうすると、それこそ〝なんでわざわざこの状況でアンタたち、メッセージ送ってんの？〟状態だよね……。

　それにしても、志帆は酔っぱらっているなりに気を使ったんだろうな……。慎吾の大好きなマドンナが〝彼氏〟といるところを見ちゃったものだから、罪滅ぼしってわけじゃないだろうけど、慎吾の浮いた話で盛り上げようというか……。

　だからって、『柔らかい表情』だなんて、誤解とはいえ、なんだかくすぐったい。いや、もちろん私が照れる筋合いじゃないのは分かっているけど。しかも、単純に打ち間違いだし。

　そっと隣の慎吾を見ると、なにやらドリンクを注文している。メニューを指差す腕の筋肉の筋や喉仏のラインが男らしくて、つい凝視してしまう。

　ホント、どっちかというと私が断トツ、ストーカー気質な気がする。

　いつ志帆のツッコミが入るか分からないから、もうメッセージも送れない。でも、慎吾が幸せでいてくれないと困る。うまく説明はできないんだけど……。

　私は、涼介くんの〝彼女〟だから、幸せを願う相手は涼介くんのはずなのに、やっぱりまだ慎吾のことを気にする自分が確実にいる気がする。

　慎吾の現状がハッキリ分からないから気になるだけなんだと思う。だけど、もしも慎吾が今、沙耶香ちゃんとうまくいっていないとか、最悪『別れた』とか聞いたら、私はどうなるんだろう。

　そのことを思うと、怖くてそれ以上は考えられなくなった。

「あ、ヤバイ。お迎えの時間だ」

　飲んだり食べたりが落ち着いて、まったりしていたら、志帆が急に声を上げる。

「優しいねー、さすが岡プリ」

「えへへ……そんなこともないけど……皆はまだゆっくり飲んでていいよー」

「あ、いや、私もそろそろ……」

　なんとなく摩耶も帰る宣言をしたので、解散の流れになる。

「また改めて、同期皆での送別会があるもんね！」

　自分から帰る宣言をしておきながら、名残惜しそうに志帆が言う。

「それ以外でもご飯しよ！」

　名残惜しくもありつつ、みんなでお店を出る。

　外には既に岡野くんが志帆を迎えに来ており、それを冷やかしていた摩耶にもフィアンセから連絡が入り、足早に去っていってしまう。

　慎吾とふたりで見送る形になり、気がつけば私たちだけ。

　てことは、もしかして今がチャンス？　今なら、いったいなにがどうなっているのか、聞けるよね？

「慎吾……この後、なんかある？」

「部長、私の身体が目当てですか？　困ります」

　妙に芝居がかった口調で、両手で作ったこぶしを口元にあて、昭和な雰囲気のぶりっこポーズで慎吾が言い放つ。

「いやそれ、なにキャラよ……」

「美人だけど地味めの新入社員、所属は会計課」

「もー、いいから。やめて、笑いすぎると食べた物出てくー！」

　くだらないのに笑ってしまうのは、酔っ払っているせいかもしれない。

「出すなら遠慮なくトイレ行けよ？」

　ふざけた会話をしながら並んで歩きだす。

「あの……いろいろ聞きたいんだけど、カフェでも居酒屋でもいいから、どっか行かない？」

「ごめん!!」

　慎吾が両手を顔の前で勢いよく合わせる。

「俺、この後、約束あるんだ」

　……へ。あ、そっかそっか、そうだよね。だから、慎吾には沙耶香ちゃんがいるんだってば。

「ごめん、あのメッセージのことだよな？　いや、なんかお前いろいろ勘違いしてると思って、でもまぁ大した話じゃないし、そのうちにでも」

　ごめんのポーズのまま、いたずらっこのような顔で慎吾が笑う。

「え、あの……」

「俺は超絶幸せだから安心しろ。あ、時間押してるから、悪い、またな」

　唖あ然ぜんとする私を置いて、慎吾は本当に走っていってしまう。

　よっぽど次の約束が大切なんだよね……。その先に待っているのは、きっと沙耶香ちゃん。

　それなら、私はなにも惑う必要なんてない。慎吾も、『幸せだから安心しろ』って言ってた。それはイコール、私は〝お呼びでない〟ということ。慎吾にとって私は、ただの同期のひとり。たとえ恋人と少しくらいうまくいってなかったとしても、それを私が気にかける必要なんてない。

　そんなのは分かりきっていたことなのに、なにをやっているんだろう。私が勝手に慎吾と沙耶香ちゃんの仲を疑って、勝手に心配して、勝手にハラハラして……バカみたい。

　途端に、ものすごく恥ずかしくなる。

　一気に酔いがさめたのを感じながら、私はひとり、家に向かう。仕事で忙しい涼介くんからも、なんの連絡もない。

　こんな時にこそ、連絡があったら嬉しいのにな、なんて身勝手なことを思った。










ハッキリ、させる？




『どうして、そんなことを？』と聞かれたら、『寂しかったから』と答えると思う。

　私は、気がついたら涼介くんに【会いたい】と連絡をしていた。

　仕事で忙しいのは知っているけど、私たちは恋人同士なのだし、なにもおかしいことはない。そう自分に言い聞かせる。

　返信を待つ間、目についた公園のベンチに座って考える。

　慎吾に必要とされなかったから、涼介くんで埋め合わせようとしているとは思いたくない。私はそんなズルい女じゃない。そうじゃなくて、私はちゃんと涼介くんが好きなはず。涼介くんも……私が好き。だから、ケンカもせずに付き合っているんだよね？

　付き合って一カ月以上経つのに、そんなことを今さら考えている自分に笑ってしまう。初めて付き合う中学生じゃないんだから。

　――ブブブブブ、ブブブブブ。

　規則正しいバイブ音が、涼介くんからの着信を知らせる。メッセージではなく、電話だった。声を聞けばズルい自分を見透かされそうで、なんだか緊張する。

「も、もしもし……」

《佑美ちゃん？　お疲れ》

　この一カ月、たまに電話で話していた時となんら変わらない涼介くんの口調と雰囲気が電話越しに届く。

「涼介くん、今なにしてる？」

《仕事が終わって帰るとこだけど……》

「メッセージ……」

《あ、ごめん、まだ見てない》

　そりゃそうだよね。お仕事してたんだもん。

《ごめんごめん、どうかした？》

　本当、『どうかした？』だよ、私。いや、どっちかというと、どうかしてる、だ。

「あー……えーと……」

　今さらながら『会いたい』なんて、なんの言い訳のしようもないメッセージを送ってしまったことを激しく後悔する。

《……今どこにいるの？》

「え？」

《泣いてる？》

「いや……まだ……って、あっ」

　言ってから、しまった、と思うけどもう遅い。

《まだって……これから泣く予定なの？　今どこ？》

「えっと――」

　結局、居場所を告げたらまさかの涼介くんの職場近くだったらしく、すぐに来てくれる、ということになった。

　電話を切ると、ふと近くのコンビニが目につく。

『すぐに』とは言っていたけど、五分で現れるはずもないし……。きっとお腹が空いているよね。なんか買っておこうかな。

　私はコンビニへと向かった。




　自分用に、ガムとお茶。涼介くん用に、辛子高菜のおにぎりと、明太子マヨネーズのおにぎり、それからお茶と、唐揚げのパック。ついでに、レジ横にあった、新商品と思われる焼き芋チョコもかごに入れる。

「おにぎりと唐揚げは温めますか？」

「あー……温めたほうがおいしいですか？」

　夜勤のバイトであろう大学生っぽい男の子がキョトンとしている。

　すみません、コンビニ初体験のお婆ちゃんみたいなこと聞いて……。自分が食べるわけではないものだから、誰かに決定を委ねてしまった。

　結局、なんとなく全部温めてもらって、ほかほかの袋と冷たい袋をぶら下げ、コンビニを出る。さっきまでいたベンチに戻り、どさりと座った。

　落ち着いたところで、ふと考える。

　涼介くんは仕事終わりに連絡をくれることが多い。それは、メッセージだったり電話だったり。だから、今回は本当にタイミングよく電話がかかってきただけなんだろうけど……。それでも、なんとなく違和感を覚える。うまく説明できないけど。

　ひとりでモヤモヤと考えていると……。

「お待たせっ！」

　予想していたよりも早く、涼介くんがにこやかに現れる。

　こんな時間まで仕事だなんて大変だよね。ていうか、仕事上がりでこの爽やかさ、信じられない。

「お疲れのとこ、ごめんね。お腹、空いてるよね？」

　モヤモヤを振り払うように、座っていたベンチから勢いよく立ち上がり、涼介くんに笑いかける。

「んー。それなりに……どこか食べ行く？　この時間だと……お座敷の和食なら何軒か押さえられるかな」

　涼介くんがスマホでなにやら調べだす。

　いや、私は飲み会で散々食べてきたし。そのことを早く言ったほうがいいよね？

　その時、ビニール袋のがさりという音で思い出す。

「よかったら、これ、食べる……？」

　出してから気がついたけど、これからお高い料亭にでも行こうかという人にコンビニご飯を差し出すのってどうなの？

　涼介くんは案の定、ポカンとこっちを見ている。

　あ、引いてる？　だよね。迂う闊かつだった。でも、今さら引っ込められないし……。

「これ……俺に？」

　涼介くんが不思議そうな顔で私の手から袋を受け取り、中を覗き込んでいる。

「温かい」

　ちょっ、まさかコンビニおにぎり初体験、とか？

「これね……おにぎりなんだけど……」

　恐る恐る伝えると、ぶっと涼介くんが噴き出す。

「知ってるよー。どう見てもおにぎりだろうよー！　逆に、他になんだっつーの？　ああもう、本当に面白い！　佑美ちゃんといると癒されるわー」

　久々に見た、満面の笑み。そうだ、涼介くんはすぐ私の言動に大爆笑するんだった。

「いや、知らないかも、と思って……。ほら、育ちよさそうでしょ？　だから……」

「コンビニのおにぎりを知らないって、どこの御おん曹ぞう司し？　ていうか、そんなヤツ、漫画の世界にしかいないだろー！　なんで俺をそういうキャラにするんだよ」

　私がなにか言えば言うほど涼介くんのツボにはまるらしく、いつまでも楽しそうに笑っている。

「よし、ここに座って食べよっと」

　ひとしきり笑って気が済んだのか、涼介くんがベンチに座る。

「すごいな、お月見ピクニックだ」

　夜空に月は見えないけれど……とつられてなんとなく見上げていると、声がかかる。

「座りなよ」

　涼介くんの隣の辺りをポンポンとされる。

「……あ、お邪魔しまーす」

　気恥ずかしいような不思議な気持ちで隣に腰を下ろす。

「わ、このチョイスすごいな」

「あ、ごめん、苦手なのある？」

「いや、辛子高菜も明太マヨも好きだけど……普通、梅とか昆布にしない？　こう、無難なラインでっていうか」

　そう言われてみれば、確かにそうだよね、なに私、好みががっつり分かれるような幅の狭いセレクトをしちゃってるんだか。

「ごめん……」

「なんで謝ってんの、俺どっちも大好きだし。あ、唐揚げもあるー。ビール飲みたくなるね」

「あ、買ってこようか？」

「いいよいいよ、お手伝いさんじゃないんだから」

　……お手伝いさんって。やっぱり涼介くんって、ちょいちょい最近では聞かないような言葉を使う。まぁ、別にいいんだけど。そういう昭和を感じさせる人、もうひとり知っています、私。

　なんて、こんな時に慎吾を思い出すなんて、我ながら呆れる。

「食べる？」

　涼介くんが、唐揚げをひとつ、私の目の前に差し出す。

「あ……いっぱい食べてきたし、大丈夫。今日は、ほら……」

「あ、そーかそーか。同期の友達の結婚お祝いだっけ？」

　涼介くんには一応予定は伝えてあった。

「うん、まぁ。お祝いはまた盛大にやるから、とりあえず独身チームで前祝い的な」

「あ、そんなこと言ってたっけね。楽しかった？」

「うん、おいしかったし、楽しかったよ。あ、ごめんごめん、私のことは気にしないでゆっくり食べて」

　食べながらなのに涼介くんがスムーズに話すものだから、つい会話を続けてしまった。

　そんな私の隣でぐいっとお茶を飲み、ふーっと息を吐いてから、涼介くんがサラリと言う。

「……じゃあ、どうして泣いてたの」

　いや、まだ泣いてなかったし……って、そういう問題じゃないのは分かっている。ていうか、やっぱり覚えていたか。

「んー……と」

　なんとなく気まずくて、でもこの場をどうにかしなくてはならず、言葉に詰まって俯いてしまう。

　言えるわけないでしょう、男友達の心配をしているなんて。その人の言動が訳の分からないことばかりで戸惑っているなんて。それをハッキリさせたくて、ふたりで話そうと思ったら、どうやら相手には必要とされていなかった……なんて。言えないよ。

「まぁ、無理に聞き出すつもりもないけどさ」

　涼介くんが、キレイな顔に少し硬い表情をのせて呟く。

　……あ、怒った？　そうだよね、彼女が泣いていたら、そりゃ心配するよね。あーもう、なんかいい理由ありませんかね？

　頭の中身を必死でフル回転させる。

「えーと……ちょっと、寂しかっ……た、とか？」

　おいおい。自分で言いつつ鼻血が出そう。第一、私そんなキャラじゃないし……。そもそも自分で言いながら疑問形になっちゃってるし。だけど、まるっきりウソってわけでもないから許される……かな？

「佑美ちゃん……」

　涼介くんの声のトーンが驚きを交えたものに変わる。

「そういうことは言わないと思ってた」

「あ、いや、ほらお互い社会人だし、涼介くんは忙しいって知ってるけど……なんとなく、ちょっとね」

　慌ててしまって、なにを言っているのか自分でも分からない。

「意外だな」

「ごめんごめん。いや、ほら、たまには遊んだりできたら、なんて思っただけで。でも今日会えたし、しばらくは大丈夫かなーなんて」

　身体がじっとりと汗ばむような気がして、思わず顔の辺りをパタパタと両手で扇ぐ。

「佑美ちゃん……。同期の皆、まだお店にいる？　俺のこと、紹介してよ！　『俺たち結婚します』って言いに行こう！」

　急にテンションが上がり、焦ったような声を出して私の顔を覗き込む。

「へ？　な、なに言って……」

　あまりの展開に面食らう。

「『誰よりも佑美ちゃんのことを幸せにしてみせます』って、みんなにきちんと宣言するよ！」

　涼介くん、なんか方向性がずれてる……。違う方向にまっすぐ向かってる。いや、私もどこを目指しているのか分からないけど。

「お気持ちはありがたいけど……既に解散してきたし」

「そうかぁ……」

　がっくりと肩を落とす姿がなんだかかわいい。

　ていうか、またさらっと『結婚』という言葉を口にしてくれたけど、それって三十二歳女子にとってはめちゃくちゃ嬉しい。しかも、それを私の友達に宣言しようとしてくれるあたり、誠実な思いを感じられる。

　私もそのうち、涼介くんの友達に紹介されたりするのかな？　そういえば、ふたりで会うのもままならない感じだから、友達の話もまったく聞いたことないや。それに、涼介くんのなにやら複雑そうなご家族のことも。私は涼介くんについて、まだまだ知らないことだらけだ。

　しばらくして、涼介くんはご飯を食べ終え、うーんと身体を伸ばす。

「こんな楽しい夕食久しぶりだー」

「涼介くん、ひとり暮らしなの？」

　恋人同士のはずなのに、そんなことも知らない私……。

「あれ、言ってなかったっけ？　そうだよー、大学に入るか入らないかの頃に出て以来、実家には帰ってないなー」

　ウソ……。十年以上も実家に一度も顔を出していないなんて、ありえるの!?

「お父さん、寂しがってない？」

「んなわけないじゃん。いつも忙しい人だよ。帰ったところで家にいないよ」

　ふっと笑ったような息を漏らして、涼介くんが遠くを見つめる。でも、それがどうやら笑ったわけではないのは、その冷めた表情から分かる。

　こういう話は切なくなる。妹とケンカして、母親に軽いウソをついて、父親に怒られて……を繰り返すたびに、『私はなんて不幸な星のもとに生まれたんだ』なんて嘆いていた〝普通の家庭〟で育った自分が、なんだか恥ずかしい。自分の状況がありがたいなんて、認識したことなかったな……。

「でもさ、弟さんとは会ってるんでしょう？」

「会ってはいるけど……昔は正直、うらやましいと思ってたねー、アイツのこと。同じ日に生まれたのに、片や母親と貧乏ながらも楽しく暮らして、とか考えると……」

　ん？　ちょっと待って。同じ日に生まれた？

　ふと引っかかりを覚えて、思わず涼介くんの言葉を遮る。

「涼介くん、弟さんといくつ違いなの？」

　涼介くんが、心底驚いたという顔で私を見る。

「俺、双子なんだけど……言わなかったっけ？」

「へ？　き、聞いてない……」

「あれ、言ってないっけ？　俺の自分ヒストリーの中ではけっこう重要だから、必ず女の子には話すんだけど」

　今までの硬めの表情がウソのように、よく知るいたずらっこのような笑顔で明るい声を出す涼介くん。

「え？」

「ドラマチックだろ？　双子がばらばらに育つなんて。女の子って大体、そういう話、好きじゃん」

「……ん？　女の子受けがいいからって、適当な双子生き別れ話を作ってるってこと？」

「俺、そこまで悪どくないよー。ただ、女の子と仲よくなる時に積極的に話して活用させてもらってきただけ。本当に二卵性の双子なんだよ。俺は母親そっくりで、弟は父親そっくり」

　そこまで言われて、あっと思い当たる。

「あ、二卵性ってこの前聞いたかも……」

「二卵性っていったら双子だろうに。そういや、よく女の子から言われる『双子の、弟さんに、会ってみたぁ～いっ！』っての、佑美ちゃんには言われなかったね。そっか、分かってなかったのかー」

「涼介くん、そういうタイプの子と付き合ってきたの？」

　ぶりんぶりんな女子の声音が意外とうまい涼介くんに軽く引く。

「んー、タイプはさまざま。でも、佑美ちゃんみたいな子は初めて！」

　私みたいな……？　と、申しますと？　いや、聞くのは止めておこう。私がどういうジャンル分けに属しているのか、まったく聞きたくない……。

「爆笑誘う系」

　そんなジャンルありませんけど。

「ウソウソ、かわいい系」

　そう言って、涼介くんは楽しそうに身体を揺らして笑う。

「いや、大丈夫だから、そういう気遣い……」

　かわいい系じゃないことはもちろん百も承知だけど、改めて言われるのはヘコむから放っておいてほしい。

　だって涼介くん、本当にかっこいいし。しかも、気遣いもできて、いつも優しくて、その上ちょっと同情引くような身の上だなんて、女の子が食いつくのが手に取るように分かる。きっと軽い事件レベルで今までモテてきたんだろうね。女の子なんて、よりどりみどりだっただろうし。

　本来なら、今私がいる〝涼介くんの彼女〟の座は、私ごときが座れない。もっと美人で、スタイルもよくて、育ちもよくて、もちろん性格もよくて……みたいな人がいるべき場所。それが、ごく自然な気がする。……じゃあ、なんで私？

　すると、まるで私の考えていることが分かるように、涼介くんがふわりと微笑む。

「佑美ちゃん、かわいいから、いいこと教えてあげるよ」

「『かわいい』はいらないけどさ……なに？」

「俺の元カノ、佑美ちゃんの知り合いなんだよ」

　よどみない口調できっぱりと言い切り、どこか得意げにさえ見えるような爽やかな笑顔で涼介くんが言う。

　……はい？　どういうこと？　そして、なぜそれをわざわざ今、私に伝えるの？

　涼介くんの意図がまったく読めない。

「なんで――」

　私が言い終わる前に、涼介くんがスッと立ち上がる。

「庶民派ご飯のお礼……なーんて」

　付き合うことになった時はあんなに大切に扱ってくれたのに、それ以前の掴みどころのない涼介くんに戻ってしまったみたい。

　そう思うと、身体がぞくっとした。

　今度は急に心配そうな顔で、涼介くんが私の頬に手を添える。

「ごめん。調子に乗りすぎた。元カノの話とか無神経だよね、ごめん」

　そんなことはどうでもいい。そうじゃなくて、ただ涼介くんが、なんていうか……。

「そんなに怖がらないで」

　そう、なんだか涼介くんが怖い。もともとそんなによく知っているわけではなくて、付き合っているとはいえ、こうやってふたりで話すのもまだ片手で数えられるくらい。

　そんな中でも、いろんな涼介くんの姿を見てきたけど、この、なにを考えているのか分からないような、心ここにあらずといった状態の涼介くんは、苦手だ。

「……送るよ」

　ベンチに座って黙ったままの私を、静かに見下ろす涼介くん。

　月の光を背にすっと目の前に出された手を掴もうかどうか、しばし迷ってしまう。こんなシチュエーションに恐怖を感じたことは今までにない。

　前に、慎吾にこうして手を握られた時は、その温かさに安堵したっけ。

　そんなことを思い出しながら恐る恐る触れた手は、とても優しく握り返されて、ちょっとホッとする。

「……ありがとう。駅までで大丈夫だから」

「もう遅いから危な――」

「野犬は出ないから大丈夫！」

　なんとか冗談で返すと、涼介くんはやっと私の知っている顔で笑った。




　駅に向かってふたりで歩きながら話している間は、私の知っている、よく笑う優し気な雰囲気の涼介くんで、さっき感じた怖さがやっとなくなった気がした。

「さっきの元カノの話、ウソだから」

　それまで和やかにくだらない話をしていたのに、ニコニコ笑顔のまま唐突に、サラリと意味の分からないことを言う涼介くん。

「……はぁ!?」

　思わず大きな声で聞き返す。

「いや、本当かもね」

「……もう、どっちでもいい」

　なんか、もう本当にどっちでもいい。

「興味ないのかよー。佑美ちゃんは？」

　私をおちょくるような顔つきで涼介くんが楽しそうに聞いてくる。

「……私？」

「前に付き合ってたのって、どんな人？」

　こういうデリケートな話って、こんな直球でぶつけてくるもんなんだっけ？

「えーと……」

　慎吾の顔がよぎり、慌てて首を横に振る。

　ギャー違う違う、付き合ってないから！

　でも、自分でもビックリするくらい過去の恋愛のことを忘れていた。そして、二年前、私が三十路になる直前に別れた人がいたことをやっと思い出す。

「えーと、ふ、普通の人……」

「なんだよそれ！」

　涼介くんが楽しそうに笑っている。

「だってもう、ずいぶん前の話だし……」

　そう、ごく普通の人だった。だからこそ、ごく普通に恋愛して、ごく普通に彼と結婚するものだとばかり思っていた。多くを求めたことなんてない。その基盤が根底から覆された時、私は本当にこの世の終わりだと思ったっけ。

　小さい頃から信じて疑わなかった〝お嫁さん〟という夢は、努力しないと手に入らないと、私はやっと気がついた。

「普通の人かぁ……で、その人と別れた後、好きな人はいなかったんだっけ？」

「それ、前も聞いたじゃん！　いたら、こうして付き合ってないでしょー？」

　言いながら、その自分のセリフの空々しさにぞっとする。

　さっきベンチから引き上げるために手を握られた時や、昔のことを聞かれた時……。そのたびに、何度もなぜか慎吾の顔が浮かんだ。

　好きな人……か。これって、涼介くんは疑っているんだよね。ゲームではなくて、ちゃんと向き合うと言った私が、自分を好きかどうか。

　私、ちゃんと好きになろうとしているはずなんだけど。ただ、ここで胸を張って好きと言えない自分が情けない。

　きっと涼介くんは、今までモテてモテて、自分がなにもしなくても女の子たちがとにかく好いてくれていた状態からしたら、きっとありえないんだよね。

　そりゃそうか。恐らく今まで群がってきていた女の子たちよりかわいくもなければ特別スタイルがいいわけでもない私が、『好きになるよ』なんて流りゅう暢ちょうなことを言っているなんて、きっと身の程知らずもいいところ。

　だけど、だからといって急に『キャー大好きー！　こっち向いてー！　涼介くんと付き合えるなんて夢みたいー！』なんて状態には持っていけない。それがお望みなら、私にはきっと無理だと思う。涼介くんの彼女は務まらない。

「ねぇ……涼介くん」

　私の不安定さを見透かされるのが怖くて、つい、なにか言わなくては、と気持ちが焦る。

「ん？」

　隣から、優しい雰囲気の涼介くんの声が響く。

「涼介くんってさ、私のこと好き？」

　あぁ、ついに聞いてしまった。実は、さっき思ったんだよね。優しい時に、怖い時、なにを考えているのか分からない時……出てくる感情は違っても、涼介くんにも私のような迷いを感じたの。涼介くんもどこか不安定というか、私のことをちゃんと見ていない気がする。

　プロポーズに夢を抱きすぎているのかもしれないけど、やっぱりおかしい。プロポーズっていうのは、大好きで大好きでたまらない人にするんじゃないの？　一大決心をして、一生を共にしたいと思って……それこそ、前に聞いた時に慎吾が言っていたような。

　私の問いかけに、静かに涼介くんが立ち止まる。

『そんなわけないだろう』って言うのかな？　仮にも、プロポーズした相手にそんなことを言われたら傷つく？　怒りだす？　それとも……。

　そこから先はなんだか怖くて想像もできない。

「内緒」

　いたずらっ子のように笑っているけど、とてもかっこいいけど、私は自分の予感が当たったような気がした。悲しいけど、やっぱりな、という想いが胸に拡がる。

　涼介くんは誰が好きなの？　誰かに想いがあるのなら、どうして私にプロポーズするの？　それとも……誰も好きじゃないの？

　私たちはどうして〝恋人同士〟なんだろう。いったいなんのために、こんなことをしているんだろう。

　ふたりで並んで歩く私たち。隣にいるのに、それぞれの想いはうんと遠いところにある気がしながらも、表面上は穏やかに談笑する。そして、まるでなんの問題もないごく普通のカップルのように駅まで歩き、そこで「じゃあね」とにこやかに別れた。










ウソは、バレる




　季節が流れていくのは、本当に早い。仕事が忙しかったせいもあるのだろうけど、そんな中、ついに先日、摩耶が寿退社をした。

　うちの会社は割と福利厚生が充実しているので、産休が昔より取りやすい。そのため、結婚をしても辞めない社員が多く、摩耶は久々のパターンだったため、大きな花束を持って挨拶回りをしている姿が印象的だった。

　とても幸せそうで、だけど、しっかりと地に足をつけて歩いている感じ。自分の生き方に誇りを持っているような姿が、すごくうらやましかった。

　もちろん私だって結婚したいけれど、誰でもいいってわけじゃないんだな、と改めて思わされた。

　摩耶とのお別れは悲しくて、まるで学生のように抱き合って泣いてしまったけれど、その涙のうち何パーセントかは、摩耶のように胸を張って自分の気持ちと向き合えていないグダグダな自分への後悔のような気がした。

「なんか急に寒くなってきましたねー」

　背後から不意に声をかけられて、ハッとする。ついトイレでぼんやりと、摩耶とのお別れシーンを思い出していたため、身体がビクッとなった気がする。

「そ、そうですねー、ホント……」

　慌てて笑顔を作りながら振り返ると、そこにいたのは意外な人物だった。

「沙耶香ちゃん……」

　ニコッと微笑み軽く会釈をする彼女は、いつ見ても文句のつけようがない美しさで、圧倒される。

『沙耶香ちゃん』なんて呼んだけど、別に私と沙耶香ちゃんは親しいわけではない。むしろほとんど会話したことなんてない。

　だけど、陰の呼び名（本人はもちろん知っているはずだけど）が『マドンナ』ならば、表向きの呼び名は『沙耶香ちゃん』という感じで、誰も『森嶋さん』とは呼ばない。

「先月、涼介とベンチに座り込んでませんでしたか？」

「……え？」

　まったく私の中でつながらない人の口から涼介くんの名前が出てきて、混乱してしまう。

「終電間際……くらいの時間です、確か」

『涼介』と呼んでいるってことは、知り合い？　ああでも、なぜかうちの会社は泉商事と合コンしたって話をよく聞くような……沙耶香ちゃんも合コンしたとか？　いや、まさかね。清純派のはずだし。あ、だけど沙耶香ちゃんはいろいろと疑惑があったような気もする、なんて逡しゅん巡じゅんしていると、ふわりといい香りがした。

「石川さん、ですよね？」

　私があわあわしてなんの返答もしないためか、かわいらしい顔を少し曇らせて訝しげに聞いてくる。

「あ、うん、はい。いたいた、いました」

　私、なにを七つも年下の後輩に敬語を使っちゃってるのよ。美人にヘコヘコするとか、どこの中年オヤジなの……。

「沙耶香ちゃんもいたの？」

「はい、たまたま通りかかったら、見たことある人だったので」

　私と涼介くん、どっちのことを指しているのだろう？

「声をかけようかなとも思ったんですが、ご迷惑だと思いやめておきました」

『さすが秘書課』と言いたくなるような、よく通るかわいらしくて高い声で話す姿は、まるで売れっ子アナウンサーのようだ。

　……沙耶香ちゃんて、こんなハキハキしゃべる子だったんだ。なんだか見た目と印象が少し違う。もっとこう、ぽわーんとしている子だと思ってた。

　沙耶香ちゃんが、そのキレイな顔でじっと私を覗き込む。

　あまりの近さに、心の底から『ごめんなさい』と言いたい気持ちになる。

　もっとしっかりメイクしたほうがいいですかね？　いいですよね？　もっとこう、地が分からないくらいいろいろ塗り込んだほうがいいんですかね？　できれば近くで見ないでもらえますか？

　私の卑屈なオーラに気がついたのか、沙耶香ちゃんは凝視するのを止めて、ポーチからグロスを取り出す。

　偉いなぁ、小まめにメイク直すのか。さすがマドンナ、自分に求められているものがよく分かっている。

「涼介と付き合ってるんですか？」

　……あら？　グロスを塗りながら、なんでもないふうに言われると、逆に際立つんですけど。沙耶香ちゃん、もしかして『気にしていませんよ』みたいな演技をしている？

「涼介くんのこと、知って――」

「付き合ってましたよ」

　鏡越しにしっかりと顔が見えているのに、いっさい目を合わせようとしない。そして、その顔はやっぱり見惚れてしまうほどにキレイだ。

　そんなことより、か、被せてきたー！　知り合いどころか、付き合ってた宣言だし。なにこれ？　どういうこと？　ていうか、なんでそんなに威圧的なのよ……。

　口調は柔らかいし、ましてや表情なんて微笑んじゃってるし。だけど、これは女の勘。沙耶香ちゃん、挑発気味なんですけど……。

　一応、背筋を伸ばしてしっかりと立ってはいるけれど、音が外に漏れそうなくらい心臓がバクバクいっている。

　私、今までの人生はどっちかと言うと、親や先生の顔色をバリバリ窺う優等生タイプで。特に目立つわけでもなかったから、誰かと男を取り合ったことなんてない。世間一般で言われる、いわゆる〝修羅場〟も経験したことがない。だから、敵意まではいかないものの、こんな複雑な感じで人と対峙するのは生まれて初めてだ。

　なんか怖いんですけど……。帰りたい。こんな時に限って誰もトイレに来ないし。こういう状況でどうしたらいいのか分からないけど、とりあえず私に戦意はないことを伝えよう。

「うん、一応付き合ってる形ではあるよ」

　急いで脳みそをフル回転させ、私史上最高の〝大人の余裕の表情〟を想像し、顔に貼りつけてみる。口元だけ笑みをたたえる、みたいな。

　表現を曖昧にしてごまかしているとかではなくて、現在の私と涼介くんの関係は、本当にこんな言い方になってしまう。

「うふふ、そうなんですね」

　なぜか楽しそうに沙耶香ちゃんは笑い、なおも鏡から目を離さずに髪の毛をささっと直す。

『えーと……隣にいる私の存在はマル無視でしょうか』なんて尋ねたくなる、この扱い。ていうか、元カノって沙耶香ちゃんのことだったのか……。

　涼介くんは『知り合い』って言っていたから、私と同じ会社の人かなー？とは思ったけど、うちの会社はそれなりに人が多いし、わざわざ見つけ出す気もなかった。だから、真剣に誰だか考えもしなかった。

　でも沙耶香ちゃんなら、なんだか納得。涼介くんと並んだら、さぞかし絵になるでしょうに。なんで涼介くんはこの子をフッて、私に……？　やっぱり、おかしい。

「じゃ、お先に失礼しまーす」

　ちょっと直しただけで〝かわいさ二割増し〟という感じの沙耶香ちゃんに半分見とれつつ、出ていこうとするルートの道を開けるべく後ろに下がりながら、ふと慎吾の顔が思い浮かぶ。

　沙耶香ちゃんからそんな話をしてくるのなら、ごちゃごちゃと濁す慎吾ではなく、いっそのこと彼女に聞いてみるというのはどうだろう。

　私が開けたスペースを、沙耶香ちゃんが通り過ぎる。ふわんと、いつものいい香りが鼻先をくすぐる。その香りに誘われるように、一歩前へ出て、思いきって尋ねた。

「あの……慎吾と……」

　うまくいっているの？　どうなっているの？

　どっちを聞いても角が立つ気がして、思わず言いよどむ。うまく続きが出てこない。

　一瞬、沙耶香ちゃんは立ち止まったけれど、ピンと背筋を伸ばした姿勢で、私にものすごくかわいい笑顔を見せて会釈をすると、出ていってしまった。

　む、無言……。私はあの笑顔から、いったいなにを読み取ればいいのでしょう？

　自問するも、サラサラのストレートロングが揺れる沙耶香ちゃんの後ろ姿を眺めることしかできなかった。




　なんかどっと疲れた、と思いながらデスクに戻ると、もうすぐ昼休みの社内は少しだけ空気がゆるんでいた。いつもの移動販売のお姉さんが、よっこらしょと大きい箱のようなバッグを定位置で広げ始めている。

　ふとヨーグルトが目に入り、思い出す。

　ずいぶん前に慎吾が山田さんに言いつけられお見舞いに持ってきてくれた中にあったヨーグルト、名前が書いてあったなぁ。きっと、好きでストックしてあったのを私のために分けてくれたんだよね。

　復活してすぐに係全体にお茶菓子を買っていったし、山田さんにもお礼は言ったけれど、バタバタしていてその時はゆっくり話もできなかった。

　ヨーグルトを全種類買ってみる。プレーンと、イチゴと、季節限定つぶつぶみかん。あとは自分用に、野菜ジュース（濃い目）。

　名前を書いて冷蔵庫に保管しておくくらいだもん、きっと山田さんはここのヨーグルトが相当好きに違いない。今さらだけど渡してこよう。

　そんな大義名分のもと、本当は、他の人と関係のない話をしてちょっと毒を抜きたい感じ。毒なんて言い方はひどいかもしれないけれど、〝マドンナ毒〟にあてられた気がしていた。

　そうこうしているうちに、ちょうど昼休みに突入。立ち寄ったデスクに短く切り揃えた後頭部を発見し、足早に近寄る。

「山田さーん、お疲れ様です」

「はいよ。どうした？」

　山田課長は、とっても気さくないい人だ。ディスプレイになにやら数字がびっしり載っているパソコンから目を離し、すばやく振り返ってくれる。

「あの、これ、よかったらどうぞ」

「ん？」

　今買ったばかりの冷え冷えのヨーグルトを渡す。

「お裾分けです」

「おお。サンキュー。なんか失敗でもしたんか？　尻拭い代じゃねーだろーな」

「違いますよー！　前に風邪引いて休んだ時、いろいろいただいたのを今さら思い出して……」

「えー……？　なんだっけ、それ、ちょっと待てよ」

　山田さんが思いっきり考え込んでいる。

　そうだよね、あれって何カ月も前の話だし。本当に今さら感満載でごめんなさい。

　すると、山田さんがぽんと手を叩く。

「思い出した！　あれか。伊藤が騒いでたやつかー！」

　え……慎吾が騒いでいた？　な、なんかしたっけ？　今度は私のほうこそ〝ちょっと待てよ〟状態になってしまい、山田さんの言葉を待つ。

「あれだろ？　俺が『石川が珍しく休みだわー』って世間話したら、伊藤が血相変えてお見舞いに押しかけたやつな？」

　お見舞いに押しかけた……？　いや、聞いてませんけど。ていうか、慎吾から聞いていた話とニュアンスが違うんですけど。

　とは言えなくて、山田さんをもう一度見る。

「『押し倒すなよー』とは言っといたんだけど、大丈夫だった？　今さらだけど」

　山田さんの言わんとすることがだんだん分かってきて、居心地が悪くなる。

「あ……も、もちろん大丈夫ですけど……」

　いやいやいや、ちょっと待って。本当にどういうこと？　慎吾は、山田さんに無理矢理頼まれたって言ってなかったっけ……？

「そうそう、すごかったなー、アイツ。『倒れてるかもしれない』『さらわれたかもしれない』とか、もうドラマみたいなこと言って慌ててさー、ドラマの見すぎだっつーの。いや、今の若いヤツはドラマとか見ないんだっけ？」

　無精ヒゲのちらほら目立つ顎をぐりぐりと触りながら、山田さんが愉快そうに言う。

　それ、早く教えてくださいよ……って、こんなに後からお礼を思いつきで渡す私もどうかと思うけど。

「その節は、本当にどうもありがとうございました」

「いえいえ」

　どう見ても忙しそうな山田さんの時間をいただくのはそれくらいにして、もう一度お礼を口にしてから、足早にその場を去る。

　そう言えば、あの時は志帆も無事を確認しようと、メッセージやら電話やらくれていたな。志帆といい慎吾といい、私は子どもじゃないんだから……。

　自分用の野菜ジュースを持って、デスクに戻る。目も論くろ見み通り、〝マドンナ毒〟は抜けたけれど、今度は変な気持ちが心を支配する。

　あの時、慎吾が慌てていた、なんて新事実の発覚に、なんだか胸がくすぐったい。あの日はそんな素振りも見せなかったのに……変なの。

　――ブブブブブ、ブブブブブ。

　スマホを置いた場所が悪かったのか、バイブがものすごく大きく響いて、ぐいっと現実に引き戻される。慌ててディスプレイを確認すると……。

【今夜、時間取れそう！　佑美ちゃんは空いてる？】

　涼介くんからのメッセージ。メッセージも電話も大抵夜だから、こんな時間に入ってくるのは珍しい。

　実は、ビアガーデンの帰りに会って以来、涼介くんの顔を見ていない。それくらい仕事が忙しいのだろうけど、正直ホッとしている部分もあった。メッセージや電話なら、〝怖い〟と感じることはなかったから。

　できることなら、涼介くんを心の底から大好きになりたい。そして、いつか幸せな結婚をしたい。愛する人に、愛されて……。

【大丈夫だよー！　久しぶりに会えて嬉しい】

　急いで返信をする。

　最近は慣れてきたのか、この程度の内容ならお手の物。『なにこのキャラ、寒すぎて死ぬ』とか、いちいち自分にツッコまなくても、平然とラブラブメッセージが送れてしまう。これぞまさに〝指ゆび年どし増ま〟って感じ？　いや、そんな言葉は聞いたこともないけど。

　それから何度かメッセージのやりとりをし、仕事が終わったら私の会社近くまで車で迎えに来てくれるという話になり、急に気き忙ぜわしくなる。

　よかった、今日の格好はまあまあ普通。それに、大層なところに連れていかれそうになったら、『違うお店にしよう』くらいは言えるような関係になってきていると思うし。こうやって、だんだん楽になっていくのかな。……涼介くんと結婚、しても？

　ダメだ。なにかご飯を食べる気になれない。今日は志帆から、岡プリとランチに行くから一緒に食べられないと事前に言われていたので、サンドイッチとおにぎりとカップのスープ春雨を買ってきたのに。さっき買った野菜ジュースもあるのに。

　机の上にとりあえず並べてみるけれど、やはり食欲が湧かない。

　これってどう考えても、彼氏とデートするのが決まった直後のテンションじゃないよなぁ、と苦しくなった頭をもたげ、机に突っ伏していると……。

「ジュースいらないなら、くれ。畑からもぎ取られた野菜たちの悲鳴が聞こえないのか、お前には」

「……へ？」

　上から降ってきた聞き慣れている声に、重たい頭をガバリと上げる。

「それ、厄介な業者への営業が押して今ようやく帰ってきた俺へのご褒美？　このおいしそうなラインナップ」

　慎吾が私の机の上を見回し、野菜ジュースを手に取りながら言う。

「……いるなら、どーぞ」

　涼介くんとのやり取りの直後で動揺していることもあり、どう接すればいいのか分からず、思いっきりぶっきらぼうに答える。

「なんか冷たくね？」

「そ……んなことないけど？」

　今は正直、一番顔を見たくなかったかも。

　山田さんから入手した旬な話題である、お見舞いの時のことを聞きたい気もするけど、それよりなにより、トイレでの沙耶香ちゃんの不思議な態度を思い出すし、ついでに、ビアガーデンの帰りにそそくさと消えていった後ろ姿がフラッシュバックする。

　私、せっかく涼介くんのこと少しずつ好きになりかけていたかもしれないのに。ちょっとしたことで、すぐに気持ちが揺らいでしまう。幸せになりたいし、きちんと涼介くんと向き合いたいと思っているはずなのに。

　私は、まるっきり逆恨み的な感情で、のんきに突っ立っている慎吾を直視できず、視線を泳がせる。

「……マジで具合でも悪いのか？」

　慎吾が心配そうに覗き込み、その端正な顔がぐっと近づく。

　やめてほしい。中途半端な友情で、私を振り回さないでほしい。優しさなんて見せないでほしい。私は涼介くんと結婚するんだから。幸せになるんだから。そこしか見ていないんだから……。

「さっきね、沙耶香ちゃんと話したんだ」

　黙っておけばいいものを、動揺をごまかすために、つい余計な言葉を口にしてしまった。しまったと思っても、もう遅い。だから、なんでもないふうを装いつつ、慎吾を見つめた。

「……え？　な、なにを？」

　慎吾の表情が変わる。明らかに焦りの色が浮かんでいる。

「……慎吾とのこと」

「は？」

　ウソじゃない。私は確かに、沙耶香ちゃんに向けて慎吾の名前を出した。実際、沙耶香ちゃんからの返事は無言だったけれど。

「なにを？　なんの話を？」

　慎吾はさらに焦っているようで、そんな様子になぜか苛立つ。

　慎吾こそ、なにをずっと隠しているの？

「……聞きたいのはこっちのほうだよ？」

　そう言ったところで、あの日、夜の闇にあっという間に消えていった慎吾の背中に感じた置いてきぼり感をずっと引きずっていた自分に気づく。

　昼休みだから人はまばらとはいえ、ここは職場なわけで、しかも自分のデスク周り。こんなところで、込み入った話はしたくない。慎吾もそんな私の気持ちを察してくれたのか、『あっちへ行こう』と目線と仕草で伝え、先に歩きだす。

　私は後を追いつつも、途端に心臓がドキドキしてしまう。この際だから気になることは全部聞きたいと思うのだけど、実際になにを聞けばいいのか、脳内で整理しきれない。

　最初から不利なくらい足の長さが違うので、やっとの思いで慎吾の後をついていく。

　ようやく着いた場所は、社員食堂兼カフェレストランもあるフロアの一角。確かにここなら、人の目もあるけれど、同期の私たちが立ち話をしているのはごく自然だ。ざわざわしているから変に会話も目立たないし、むしろ下手に資料室とかにふたりきりでこもるのは怪しすぎる。

　さすがのセレクトだ、なんて変なところに感心しつつ、慎吾と並んで外の雑踏に目を向け、彼の言葉を待つ。

「……これ、うまいよね」

　気がつけば、慎吾は私の野菜ジュースを持ってきていて、言い終わるか終わらないかのタイミングでプシュといい音を立ててプルタブを引き上げ、ごくごくと飲んでいた。

「……百三十円になります、お買い上げありがとうございます」

　敢えて淡々と、いつもふざけ合う時の空気感が出ていますようにと祈りながら片手を出して、軽くお辞儀をしながら言う。

「出世払いするから」

　慎吾がニヤリと笑いながら言う。

「それは、出世するのが前提の人が使っていい逃げ道でしょ」

「お前、俺が社内で『出世魚』とか呼ばれてるの知らないのかよ」

「本当に呼ばれているとしたら、それは陰口だと思うわ」

　売り言葉に買い言葉的なやりとりをポンポンとしていると、危うく、大事な話をするために来たのだということを忘れそうになる。

　違う違う、もうごまかされない。

「沙耶香ちゃんと、幸せにやってるんだよね？」

　すぅと息を吸ってから、ハッキリ聞こえるように言う。

　雰囲気で私の本気を察したのか、慎吾は缶をくるくる回しながら、一瞬黙り込んだ後、口を開く。

「……俺さ、マドンナとは……付き合って、ないけど？」

　はい？　今、なんて？

　慎吾はひと言ひと言ゆっくりと、まるで自分に言い聞かせるように言葉を発していたし、私はそれをしっかり聞き取れたけど、理解ができない。

「なに……言って……」

　頭の中が真っ白になり、ポカンと口が開いてしまった。

　対照的に慎吾はとっても冷静で、私の動揺も想定内だったみたいで、さっきと変わらずジュースの缶をくるくると回している。

「だって……初めてふたりでご飯行った後、連絡くれたよね？　『沙耶香ちゃんに告られた』って。『すげー嬉しい』って……」

　慎吾のメッセージの内容をすっかり覚えている自分に驚く。それだけ、私にとって大きな出来事だったのだろうけど。

「だけど、付き合ったとはひと言も言ってない」

　平然と言い放つ慎吾。

「だって、ずっとずっと大好きだった子に好きだって言われて、すごい嬉しいって言ってるのに、付き合わないバカがどこにいるのよ？」

「はーい……」

　慎吾が真顔で、野菜ジュースを持っていないほうの手を挙げる。

「なんで？　なんで付き合わないの？」

　私の脳内は軽くパニック状態で、得た情報をどうにも処理しきれない。

　だって……だって……心の拠り所だった慎吾がいなくなってしまうことで、諦めるというか、涼介くんと付き合うことの後押しになったみたいな部分もあるわけで。

　それに、慎吾は沙耶香ちゃんにあんなに夢中だったじゃない。なのに付き合わないって……心の底から理解できないよ。じゃあ、私はなにに遠慮したの？

　呆ぼう然ぜんとする私に、慎吾が一歩距離を詰めてくる。

「俺がさ、マドンナと付き合うとか付き合わないとかさ……」

　慎吾がちょっと困った顔をしながら、声のトーンを下げる。

「なんでそんなにお前がいろいろ言うんだよ？」

「そりゃそうだけど……慎吾が沙耶香ちゃんを好きなこと、ずっと知ってたし、応援してたし……」

　ダメだ、まずい、泣きそうだ。だって、確かに慎吾の言う通りだから。慎吾が誰と付き合おうと付き合うまいと、私が口を出す権利はない。

　そんなことはちゃんと分かっているつもりだけど、それがまた、私たちは無関係なんだと認めざるをえなくて、なぜかとても悲しい。

「ごめんな。うん、応援してくれてるの知ってたし。だから、まぁ言いだしにくくて濁したってのもあるし……案の定、お前、幸せなのかって、散々聞いてきただろ？」

　慎吾の困ったような表情は、なかなか和らがない。

「そりゃ、聞くでしょうよ。なんか変なんだもん」

　こんな人目につくところで泣いてしまったら、どんな噂がたつか分からない。私はなんとか涙をこらえて、いつもの感じで話せるように意識する。

「ほら、絶対にこうやって質問攻めにあうだろ？　付き合わないことにしたとか言うとさ……」

　そりゃあ質問攻めにするよ。納得いくまで説明が欲しいよ。……だけど、お前には関係ないって言われちゃったら、それまでなんだよね。志帆が昔、言っていた。『男女に友情はない』って。志帆と慎吾は、ただの会社の同期だって。じゃあ、私も？　私と慎吾もただの同期なの……？

　心ではいろいろと思うところがあっても、聞きたいことを言葉にするのは難しい。

「ねぇ……それで、どうするの？」

「……なにがだよ？」

　私も、なにをどうしたいのか、分からない。気になることを口にすれば、それは全部、私には関係ないことになってしまう。友達どころか、ただの会社の同期なんだから。

「……なんでもない」

　下唇を噛んで、色気のないモカブラウンのパンプスの丸いつま先を見つめる。

「お前こそ、どうすんだよ」

　慎吾の口調が、まるで私を責めるように聞こえて思わず顔を上げると、しっかりと私を見つめていて、目が合ってしまう。

「……なにが？」

　なに、この〝どうするの〟合戦。なんて生産性のない言い合いなのだろう。

「いつ結婚すんの？」

　結婚すると宣言したのは私なのに、答えたくない。なぜか慎吾にだけは言いたくない。いや、そもそも決まってないし……。

「まだ……なにも分かんないよ」

「お前こそ、ちゃんと幸せになれよ？」

　そんなこと、慎吾に言われたくない。慎吾の幸せが私に関係ないのなら、私のことだって慎吾には関係ないじゃない。

　そんな私の気持ちを見透かすように、小さく笑って慎吾が言う。

「なーんて、俺が言うまでもないよな」

　ぐいっとジュースを飲み干して、私を見る。

「……今これがブラックコーヒーだったら、かっこよかったな、俺」

　思わずふっと笑ってしまう。こんな時でさえ、私と慎吾の間には笑い合うような空気が流れる。

「惜しかったね、特濃野菜ジュースじゃあねぇ」

「なー。中年ぽいよな」

　慎吾が大げさに肩をすくめる仕草をする。

「いや、もともとそれ、私のなんだけど？」

「そーでした!!」

　ふふっとふたりで顔を見合わせて笑う。

　ああ、ただの同期なだけならば、ずっとこんなふうに楽しくしていられるのかな。彼の一番になりたい、なんて高望みをしなければ、私は慎吾とこうして笑っていられる。慎吾が言いたくないのなら、沙耶香ちゃんとのあれこれをこれ以上聞き出すなんて野暮なことはできない。

　……って、なんで慎吾の一番になりたいみたいな話になってるの。沙耶香ちゃんと付き合っていないと分かった途端、パニクると同時になぜかホッとしたのも事実だけれど、私には涼介くんがいるのに。今夜だって、デートだし。

「わー、やべぇ。そろそろ戻らないとまずいな」

　左腕にはめた、割とごつめの腕時計に視線を落とし、ひとり言のように慎吾が言う。

「あ……そうだね」

　私もつられて、フロアの壁に掛けられた時計を見る。シンプルな文字盤は、昼休憩がもうすぐ終わることを示している。

　辺りを見渡すと、フロアにはたくさんの人がいて、ふと、この中にどれだけ恋人のいる人がいるのだろう、と考える。

　いる人は、ちゃんとその人のことを大好きなのかな？　私だけなのかな。恋人がいるのに、男友達といてこんなに切ない気持ちになるのは。二股だとか、浮気だとか、そういう次元の話じゃなくて。あぁ、全然うまく説明できないから、もどかしい。

　次の会議がある、とその場から立ち去る慎吾の背中をひとり見送る。あの背中に思わずしがみついた日の自分の感情がなんだったのか、ぼんやりと考える。しかし、その問いの答えは出てくるはずもなく、私も午後の仕事に向けて、自分のデスクへと足早に向かった。










本当のこと




「本当に、この前のうどん屋でいいの？」

「いいんだって。私、ちゃんとした格好じゃないし。それに、この前は結局、食べられなかったし」

　駅付近の雑踏で、二回目のせいか、すぐに見つけられた涼介くんの車。手を挙げて、車からもフォーンと柔らかいクラクションで合図があって、急いで乗り込むと、改めてビックリするくらいのイケメンが乗っていた。

　仕事帰りのスーツのはずなのにまったくくたびれて見えず、ファッション界のトップモデルが来シーズンのイチオシを着こなしているかのようだ。

　髪の毛も、自然なふうに見せかけてきちんとセットしてあることは、近くで見るとしっかり確認できる。そして、そんな素敵なスーツや髪形に引けを取らない……というか、それらが小道具にしか見えないほどに、やっぱり涼介くんはかっこいい。

　案の定、『目の前の大きな鉄板で焼いてくれるおいしいステーキハウスに行こう』というお誘いを断り、私は先日連れていってもらったうどん屋さんを提案した。

「あぁ、確かに……でも、せっかくのデートなのに。まぁ、いいか、どこでも。佑美ちゃんと一緒なら」

　とんでもなくクサいセリフを吐きながら、穏やかに微笑みかけてくる涼介くん。

　その時、車内でいい匂いがすることに気がつく。シートに深く座って、スンスンと鼻を鳴らす。

　動物のように嗅ぎ回る私の様子を察した涼介くんが「あ、そうだ」と呟き、後部座席を指差した。

　そこには、大きなビニール袋が置かれていた。中に紙袋が入っているのが見える。サイズ的には、スイカが二個くらい入りそうだ。

「……あれ、なぁに？」

　思わず素で尋ねる。

　さすがにこの時季にスイカじゃないよね？

「焼き芋。好きなんだろうなーと思ったから」

　涼介くんがサラリと答える。

　予想外の答えだけれど、確かにこの甘くて香ばしい香りは焼き芋のそれだ。

「私、そんな話したっけ？」

「してないけど……」

　そうだよね、じゃあなんで？

　不思議すぎて、しばし考える。そして、ふと思い当たる。

　もしかして、この前、涼介くんにおにぎりとかを買った時、自分用に買ったお菓子の中に焼き芋チョコがあったかも。でも興味本意で買っただけで、好きだなんて話してないのに。モテ男って、そういうとこにもマメにアンテナ張って対応するわけ!?　細かすぎるでしょ。

「ごめん、嫌いだった？」

「いや、嫌いじゃないよー」

　でも、ものすごく好きってわけでもない……という部分は呑み込んで、正しい大人の対応をする。

「あ、ちょっと多い？」

　涼介くんが焦ったように言う。

　いやいや、ちょっとどころじゃないでしょ。あの大きさ、絶対二十本くらい入っているよね？　パーティーですよ、確実に。

　もちろん、そんなことも言わないでおく。誰も幸せにならないもの。

「へへ……ありがと」

　涼介くんに向けて、小さく笑う。その気持ちが嬉しいことは本当なので、このお礼はウソじゃない。

　とりあえず、焼き芋がどうのこうのというより、涼介くんはやはり不器用で、優しいことは分かった。スマートにお店を予約してくれたりする一面と、焼き芋をこんなに買い込んでくれる不器用さを併せ持っている、不思議な人。

　いつまた冷たい表情になってしまうか……と思うと怖いけど、今こうして一緒にいると本当に穏やかに私を大事にしてくれる。

　この二面性は、いったいなんなんだろう。どっちが本当の涼介くんなのだろう。

　そういえば、涼介くんの元カノがまさかの沙耶香ちゃんだと知ってしまったことは、黙っていたほうがいいのかな？　考えてみたところで、答えなんて出ないのだけど。

「じゃあ、向かうね。あ、そこにお茶もあるよ」

　言いながら、涼介くんがハンドルを握る。

　今日、会うと決まった時よりは自分のテンションが上がっていてホッとする私と、どこを取っても非の打ちどころのないイケメンを乗せた車が、静かに夜の街を走りだした。

「それにしても……俺は本当にラッキーだ」

「え？」

　しばらく他愛もない話をした後に、ふと涼介くんが真面目な声で言う。

「……佑美ちゃんに出会えて」

　ちょっ……そういうこと、普通に真顔で言える？　いや、この人あんまり普通じゃないんだった。

「いや、そんな……」

　恥ずかしいし、そんな甘いセリフに対応する能力は持ち合わせていないから、ひたすらかわすしかない。

「本当だよ」

　照れてふがふがと挙動不審になる私をよそに、涼介くんは涼しい顔をしている。

「探し出す前に出てきてくれるなんて」

　……はい？　私を、探し出す？　なんか今の言い方って、〝運命の人を探し出す〟みたいな甘さがないっていうか、どちらかというと、捜索願い系に聞こえたのだけど。

　涼介くんは笑顔でハンドルを握っているけれど、それ以上私になにも聞かせないオーラを放っていて、なんとなく気まずい。

　――プルルルル、プルルルル。

　思いっきり鳴り響くスマホの音で車内の空気が動き、なんだか救われた気がする。

「ごめーん、音消してなかったみたい」

「別に気にしないよ、出ていいよ」

　穏やかに微笑む涼介くん。

「いや、多分電話じゃないし……」

　なんとか普通の会話ができたことにホッとする。私はさっきからなにに対して怯おびえているんだろう。

　スマホを取り出し、なんとなく目をやると、慎吾からのメッセージを受信していた。涼介くんに見えるはずがないのに、ドキドキしながら角度を気にしつつ、中身を確認する。

【涼介に幸せにしてもらえよ。アイツはいいヤツだから、大丈夫】

「え……」

　ちょっと待って、なにそれ？　なんで涼介くんのこと、知ってるの？　私、ひと言も言ってない。確かに昔、プロポーズしてきた人の名前を慎吾に聞かれたけど、その時は全然そんな感じじゃなかった、よね？　打ち込んでいる漢字も合っているし……。どういうこと？　なにかがおかしい。落ち着いて、私。

「どうかした？」

　涼介くんは運転中だというのに、私にも細やかに気を配ってくれる。

「ううん。なんでもない！」

　とりあえず、なんの返信もできずにスマホをしまい込む。

　今日の昼休みに会った時だって、そんな話はしていなかったのに、突然どうしてこんなメッセージを送ってきたんだろう。

　そのままなんとなくバッグを強く握りしめ、窓の外に視線を移していると、だんだん見たことのある景色が広がってくる。

「あれ？」

「あれ？」

　涼介くんと私は、ほぼ同時に声を上げる。

　目的地であるうどん屋さんの駐車場に着いたけれど、様子がおかしい。

「も、もしかして……」

　人の気配がない。お店の電気が落ちている。これはまさに、という感じ。

「ちょっと見てくる！」

　いや、前回も見に行ったから、ていうか行かなくても分かるから、と思いつつ、涼介くんがお店の入り口に向かうのをぼんやりと眺める。

　涼介くんは入り口でしばらく立ち止まった後、私の方を向いて大きく〝バツ〟というジェスチャーをする。

　……だから、分かってるよ。そういう天然ぽい一面はかわいいと思うけど。

「今日はね、見に行ってよかったよ！　貼り紙がしてあった」

　颯爽と戻ってきた涼介くんが嬉しそうに言う。

「へぇ、なんて？」

「臨時休業！」

　いや、キリッとした顔で言われても、「ですよね」としか言えないんですけど。

「んじゃ、どうするかー。こういう行き当たりばったりなのも楽しいもんだね」

　ウキウキと楽しそうに言いながら涼介くんが微笑みかけてくる。

「そうだね」

　うまく返せたかは分からないけれど、私なりに精いっぱいの笑顔で微笑み返す。

　きっと、今までのデートの仕方は違ったんだろうな。沙耶香ちゃんみたいな人と、だいぶ前から予約しないと入れないレストランとか、ワインの種類がたくさんあるお店とか、ムードたっぷりの素敵なところが、涼介くんにはよく似合う。

　そして、涼介くんもそういうデートが好きなんじゃないのかな？　多分だけど。そのために細やかな準備をすることも厭いとわない気がする。

「さーて、じゃあなにを食べようかなー……俺が決めてもいい？」

「うん、任せるよ。でもご覧の通り、パンツスタイルの、動きやすさ重視の通勤服ゆえ、あまり高級なとこはちょっと……」

「オッケー」

　私のしょうもないお願いに笑顔で頷いた涼介くんが、車を駐車場から出す。

　涼介くんと再び他愛のない会話をしながらも、私はつい、さっきの慎吾のメッセージについて考えてしまう。

　どうして涼介くんとのことを知っていたんだろう。『アイツは、いいヤツだから』なんて、いろいろ知っていそうな口ぶりだったし……。いつから？　なにをどこまで知っているの？

　慎吾に直接聞きたい衝動に駆られる。

「佑美ちゃん、もうすぐ着くよー」

　涼介くんの声のトーンが大きくなり、ハッとする。

「あ、はーい……って……え？」

　気がつくと、私を乗せた車は高級そうなホテルの地下駐車場へと滑り降りていくところだった。

「ここ……どこ？」

「最近できたホテル」

　前を向いたまま、サラリと言う涼介くん。

　こんな豪華ホテルは、結婚披露宴に招待された時くらいしか足を踏み入れたことがない。

「え、ちょっ……だからほら、私の服、こんなのなんだってば。なに、庶民派のおいしいご飯屋さんが入ってるの？」

「んー、ご飯はまぁ普通かな。でもその後佑美ちゃんとゆっくりする部屋が取れるし」

「ゆっくり……する、部屋？」

　ん？　どういうことでしょう。

「佑美ちゃんがオッケーしてくれるなんて思わなかったからビックリしたけど、嬉しいよ」

　爽やかに笑みを絶やさず言う涼介くん。

「私……な、なんか言ったっけ？」

　失礼を承知で言ってみる。

「言ったよー？　『ちょっとゆっくりできるとことかどう？』って聞いたら、『いいねー』って。『ご飯の後はふたりっきりでだけど、いいの？』って言ったら、『あーそうなんだー、いいねー』って」

　さぁあっと血の気の引く音がする。

　あぁ、言ったかもしれない。なんか適当に話を合わせちゃったかもしれない。私、よく人の話を聞いてなくて適当に相槌打つもん。今も思いっきり慎吾のこと考えていて上の空だったし……。

　ていうか、ダメでしょ。『ふたりでゆっくり』って思いっきり婉えん曲きょくに表現しているけど、つまりはそういうことでしょ？　いやいやいや。無理無理無理。今日のブラパンはオソロのかわいいやつだったかな？とか、そういう問題じゃなくて（それも大切だけど）。気持ちが無理。全然無理。

「ごめん、えーと……」

　動揺を隠そうと、落ちてきたサイドの髪の毛を耳にかけながらも、うまい言い訳が見つからなくて口をパクパクさせる情けない私。

「思いっきり上の空なんだもんなー、佑美ちゃん。どうかした？」

　運転しているからバレてないと思ったけど、余裕でバレているのね。ていうか、上の空だと分かった上でそんな質問してたわけ？　それって確信犯じゃない……。

「ごめん、なんかぼんやりしてて」

　自分でもそんな言い訳されたら嫌だよな、と思いつつ、当たり障りのない言葉を並べてみる。

「佑美ちゃんてさ、天然？」

「……ううん。なんで？」

「いや、なんとなく……」

　そう言いながら、涼介くんが私の方を向いたな、と思うと同時に背中にクッションを感じる。

　あれ？　なんで視界に車の天井が広がっているの？　角度がおかしい気がする。

　そこでようやく、私の座っていたシートが倒されたことに気づく。目の前には、私に覆い被さる涼介くんの顔があった。

「りょ……涼介くん？」

　涼介くんは、軽く触れているようなのに逃げ出せない強さで私を押さえつけていて、身動きが取れない。

「佑美ちゃん、なんでそんなに鈍いわけ？」

　耳元に響く、ひどく冷たい涼介くんの声。

「なにが……？」

「じゃあ、今夜は上の部屋に行こうか」

　私の頬に涼介くんの髪の毛がサラサラとかかる。とてもキレイな、薄茶色の髪の毛。

「なんで……」

「俺たち、恋人同士なんだよね？」

　そうだけど……なんかおかしい。どうして、そんなお盛んな中学生みたいなことを言う？　なんで、いきなりこんなことするの？

「俺のこと、好きなんだよね？　俺たち、結婚するんだよね？」

　そうだけど、そのつもりだけど。大事にするって言っていたし、私のこと待つって言ってくれたじゃない……。

「いつまで現状維持するつもり？」

　待たせすぎたってこと？

　とりあえず、この体勢をなんとかしたいけれど、どんなにもがいても、涼介くんに組み敷かれた状態から起き上がれない。

　こんな状況なのに、いや、こんな状況だからなのか、慎吾の顔が浮かぶ。

　ねぇ、慎吾。私、ダメだ。他の人に触れられても全然嬉しくない。アナタといる時みたいに切なくならない。……私は、慎吾が好きなんだ。

「涼介くん……慎吾のこと、知ってるの？」

　慎吾が涼介くんのことを知っているのなら、きっと涼介くんだって知っているはずだ。

　だけど、それを聞いてどうするかまでは考えていなかった。ただ、慎吾のことやさっき来たメッセージのことを考えていたら、そんな言葉が口をついて出てしまっていた。

　涼介くんがゆっくりと身体を起こす。

　それに合わせて私も、倒されたシートの上で急いで上体を起こす。狭い車内で、できる限り涼介くんから距離を取った。

「い、伊藤慎吾のこと……」

　もう一度口にしてみる。

　窓の外から入る冷たい明かりの中で、涼介くんが笑っているのが分かった。

「そんなこと聞いてどうするの？」

　どうするって……。しかも、『そんなこと』って……。

「いや、もしかして友達なのかなぁって」

　そう言いながら、頭の中でいろいろな思いが巡る。そんな答えじゃ生ぬるいことだけは、直感で分かっていた。

「友達？　冗談だろ」

　涼介くんが鼻で笑う。キレイな顔は、表情がないととても冷たく見える。

「あーあ、早く紹介してほしかったな」

　つまらなそうに言う涼介くん。

「……なにを言ってるの？」

「慎吾の顔が見たかった。佑美ちゃんが俺のことをフィアンセだって紹介する時の慎吾の顔。きっと、すんげー驚いただろうなぁ」

　今度は愉快そうに笑う。

「……どういうこと？」

　背筋が寒くなるのを感じた。

「慎吾は友達なんかじゃない、俺の弟だよ。双子の、弟」

　サラリと言い放つ涼介くんの目は、私のことを見ているようで見ていない。

　私は、衝撃的な事実に声が出てこなかった。

「だから、佑美ちゃんのことは知っていた」

「え……」

　知っていたって、どういうこと？

「小学校に上がる前、俺は父親に引き取られ、慎吾は母親に引き取られて離れ離れになった。でも、俺たち兄弟は月に一回会う機会を与えられてた。でかくなってからは、親のセッティング抜きで、ふたりで会うようにもなった。他に兄弟もいないし、俺たちは信頼し合っていた。大人になってからは飲みにも行くし、電話もしょっちゅうしてた。親が離婚すると、血のつながりが煩わしい場合もあるけど、俺たちはお互いが拠り所だった」

　涼介くんの話を聞きながら、ぼんやりと思う。

　そういえば、涼介くんの全身像を見た時に、誰かに似ていると思ったことがあった。その時は、どこかで見た芸能人とかかな、くらいに軽く考えていたけれど、慎吾に似ていたんだ。二卵性だから顔は似ていないって言っていたけれど、ふたりとも、驚くほどに整った顔立ちなのに、くしゃくしゃの顔で笑った時の子どもっぽい感じとか、妙に古い言い回しをするところとか、改めて考えると共通項がいくつもある。

「だけど、俺は慎吾と接するうちに、自分の気持ちに気がついたんだ。俺は、いつも楽しそうで幸せそうなアイツをずっとうらやましいと思ってた。だから、大学はアイツが志望校に掲げていたけど途中で諦めたところをわざと受けて受かり、就職もアイツが最も興味を持っていた泉商事に決めた。そうすれば、さすがのアイツも悔しがるんじゃないか、うらやましがるんじゃないかって浅はかな考えで。それなのに……」

　涼介くんは運転しているわけでもないのにハンドルに手をかけ、前を向いていて、表情が見えない。でも、苦しそうな声をしていることは分かる。

「その都度、アイツは『スゲーな、さすが兄貴だな！』って言うんだぞ？　自分のことのように喜んでるみたいな顔して。それが俺にはバカにされてる気がした」

　そんなことない。慎吾はきっと、本当に涼介くんのことをすごいと思っていたんだ。慎吾は、人の幸せを喜べる人だもん。

　そう強く思うけれど、涼介くんよりも慎吾のことを分かっているかのようなことを私が言うのは違うと、黙っておく。

「アイツが俺を褒めれば褒めるほど、俺は自分が嫌になって。そんなふうに俺にまでニコニコできるくらい幸せに生きていたのかと思うと悔しくて。だから、沙耶香の話を慎吾から聞いた時、これだ！と思ったんだよね」

　涼介くんの声が弾んだ。

　まさか……と、背筋が再び寒くなる。私は、この話の続きを聞いてしまってもいいんだろうか。

「慎吾が、『会社にすごくかわいい子がいる』って。『清楚な感じでたまんねー』って言ってきてさ。……だから付き合ったんだ、沙耶香と」

「どうやって……？　そんな簡単に人と付き合えるもの？」

　私の素朴な疑問を受けて、涼介くんが鼻で笑う。

「佑美ちゃんだって、割と簡単に俺と付き合ったじゃん？」

　痛いところを突かれて、思わず身体をこわばらせる。

「ま、佑美ちゃんは手こずったほうだけどね。沙耶香は、簡単。泉商事の社員が集まる合コンを企画したら、すぐに来て。エリートでもなんでもない平社員なのに、会社の名前につられてさ。余裕だった。その日のうちに沙耶香をお持ち帰りして。俺たちは利害関係が一致したから、それからすぐに付き合いだした」

　利害関係って、どういうこと？

　すぐにはピンと来ない。そんな私を涼介くんが一いち瞥べつする。

「沙耶香はね、人に自慢できる男なら誰でもいいわけ。いろいろあるだろ？　いい会社に勤めてるとか、外車に乗ってるとか、ものすごいイケメンだとか、なんか、こう分かりやすいヤツ。それで、いったんは俺の彼女になったけど、もっといい条件の人も探したいって。だから、いろんなとこの社長とか、お偉いさんとも付き合ってたよ」

　涼介くんの言葉に、思い当たる場面が蘇る。慎吾とふたりで見かけてしまった、沙耶香ちゃんのデート現場。あのお相手も、その中のひとりだったのかもしれない。

「俺は〝慎吾の大好きな沙耶香の彼氏〟っていう肩書きが欲しいだけだから、沙耶香が何人と付き合おうが誰となにをしようがまったく構わなかったし」

　淡々と話す涼介くんは、言葉の通じない別の国の人のように見えた。

　私には、そんな価値観、一ミリも理解できない。

「でさ、慎吾に大きくダメージを与えるには、沙耶香の口から俺とのことを伝えるのが一番だなと思ってさ。でも沙耶香のヤツ、嫌だって言うんだよ。慎吾は同じ会社だし、ましてやイケメンだし、仕事もできて将来有望で本気で狙いたいくらいだから、俺とのことを言いたくないって。自分に不利なことはしたくないって」

　次々と飛び出してくる言葉を受け止めるのが精いっぱいでアップアップな私とは対照的に、涼介くんは涼しげなイケメンフェイスを崩さない。

「そのうち、慎吾にどうやって沙耶香とのことをバラそうか……と考えているうちに、佑美ちゃんのことを聞いたんだ」

「私……のこと？」

　急に出てきた自分の名前に戸惑う。途端に、心臓がバクバクと音を立てる。

「こうなったら俺からバラそうと思ってふたりで飲んでてさ、そんな話を振ったの。『お前、好きな人いないのかよー』なんて。それで沙耶香の話になったら、『えぇ、マジかよ、実は……』なんて言おうと思ってさ」

　慎吾の憧れのマドンナと形式上だけでも付き合うという行為の原動力が、慎吾への憎しみなのだとしたら、相当歪んでいる。そんな生き方、まったく共感できないよ。

「そしたらさ。『別にマドンナはただの憧れなんだよな』とか言いだして。『そんなんじゃ、お前はいつまで経っても結婚できねーぞー』なんて、からかったら……『どうせ四十歳にはするし』なんて言い始めて」

『四十歳には』って……。

　聞き覚えのある数字に、私のあの誕生日を思い出す。慎吾が私にくれたプレゼント。

　そわそわする私など気にも留めず、暴露というよりひとり言に近いトーンで、涼介くんの言葉は続いていく。

「話を聞いているうちに、あ、こっちだなと思って。こっちを奪ったほうが、慎吾にはダメージがでかいんだなって気づいたんだよ」

「なんで……そこまでして……」

　その残酷な思考に、聞き返す声がわずかに震えてしまう。

「さぁ。単純に、いつも優しい慎吾のこれまでの生き様への嫉妬？　俺にない物をたくさん持っているアイツへの。仕事だってさ、結局うちよりいい会社に入ったし。しかも、俺は大して仕事もできない平社員なのに、アイツはものすごく評価されて、上役たちの親戚筋でもないくせに期待のエリートだの騒がれて」

　涼介くんは、鼻で笑うような素振りで、精いっぱいの自尊心を保っているように見える。

　そんなの、間違っている。慎吾だって、お母さんとふたりでたくさん苦労してきたはず。涼介くんのことは、その気持ちを分かち合える相手としてとても大事に思っているはず。そんな人にこんな仕打ちをされたと知ったら、慎吾はどうなってしまうのだろう。

　仕事だって、慎吾は確かに結果を出して社内で評価されているけれど、それは彼の実力であって、決して過大評価ではない。ズルいことをしたわけじゃない。

　でも、そんなことよりもハッキリ伝えなくてはいけないことがあるから、私は意を決して口を開く。

「あのね、涼介くん。残念だけど、慎吾の大切な人は私じゃないよ」

　沙耶香ちゃんとのことは私には無関係だから口出しするなという対応をされたこと、涼介くんに幸せにしてもらえなんてメッセージを送ってきたこと。そんな慎吾の言動はどれを取っても、私を大切な人だなんて思っていないことの証拠だと思うから。

「今さらウソなんてつかなくていいよ。さりげない会話を装って、石川佑美、同期入社、歳も同じ、とか基本情報は押さえてあったんだよ。もちろん一気にじゃないよ、さりげなく徐々に聞き出してさ」

　涼介くんが勝ち誇ったように言う。

「そういうことじゃなくて……」

　なんて伝えればいいんだろう。うまい言葉が出てこない。

「泉商事って言えばすぐに合コンできたから、〝石川佑美ちゃん〟を見つけるのは時間の問題だと思ってた」

　そうか、だからうちの会社の女子社員、妙に泉商事と合コンしたっていう話が多かったの……？　大して興味がなかったから、よく聞いたわけじゃないし確証もないけれど。

　呆然としながら、涼介くんの言葉を待つ。

「だから、別ルートの消化試合で偶然会えたのは、もうラッキーとしか言いようがないよね。あんなところで会えるとは思ってなかったから、俺、最初なんて名前も聞き間違えてたし」

「ゲームだって教えてくれたじゃない」

「あぁ、あれね。作戦変えただけ。押してばっかじゃダメだろ。俺、ゲームが終わったなんてひと言も言ってないけど？」

「ちょっ……」

　あまりにひどい言い草に、言葉を失う。涼介くんと話せば話すほど、怒りのような感情が湧いてくる。だけど一方で、涼介くんが悪い人だとは思いきれない私もいた。

　慎吾にダメージを与えるって目標だけで、あんなに演技ができるのかな？　そこまで血も涙もない人じゃないよね？　私は、涼介くんのいいところもたくさん知っている。焼き芋を山のように買ってきちゃうところとか、知らない話を素直に『へぇ』なんて感心してくれるところとか。

　深呼吸をひとつして、目を閉じる。

「分かった。慎吾の目の前で涼介くんが大好きって言えばいいのね？」

「え……？」

　今までとは打って変わった私の態度に、涼介くんが怪訝そうな顔を向ける。

「それで、こてんぱんにフればいいんじゃない？　私のこと。めちゃくちゃに汚い言葉で罵って、嘲あざ笑わらえばいいんじゃない？」

「へぇ、なるほど……って、佑美ちゃんはそれでいいわけ？」

　意地の悪そうな表情でニヤリと笑いながら、私を見つめる涼介くん。

「いいもなにも、もともと涼介くんは私のこと、好きじゃなかったわけだし、ちょうどいいんじゃない？　そのキレイな顔の下で渦巻いている黒い気持ちを、慎吾の目の前で私にぶつければいいじゃない」

　捨て鉢な気持ちが出すぎないよう、淡々と伝えられるよう注意しながら言葉を選び、しっかりと涼介くんを見つめ返す。

「でも、そうなると……」

　さっきまで恐ろしい言葉を放っていた人と同一人物とは思えないほど、涼介くんがうろたえるのが空気で伝わる。

「私たちのことなら、慎吾はもう知ってるよ。その上で、幸せにしてもらえって言われたよ。だから慎吾は、私を失ったって痛くも痒かゆくもないんだよ」

　私ももう、自分でなにがなんだか分からない。言いながら、自分で自分の言葉に傷ついていて、悲しいけれど、それは真実だからどうにもならないのがまたつらかった。

「今、呼び出すから、待ってて」

　自分のスマホをバッグから探し出し、手に取る。

　これでいいんだ。慎吾にはなんのダメージもなくて、涼介くんのしていることは無駄だということを分かってもらえればいい。そして、そもそもの誤解を解いて、涼介くんと慎吾は仲よし兄弟でいてもらいたい。

　確かに私は慎吾との約束を心の拠り所にしていたけれど、慎吾に大事に思われているわけじゃない。もちろん、涼介くんに好かれていたわけでもない。私は涼介くんの逆恨みに巻き込まれただけ。ほらね、もう答えは出ている。

　――プルルルル、プルルルル。

　聞こえてくる呼び出し音が、緊張のあまり遠くに感じ、スマホを持つ手が震える。

　そんな私の目の前に涼介くんが手を出してくる。

「ここの場所とか説明できないだろ？　代わるよ」

　言いながら、私の手からスマホを取る。

「あ、もしもし」

　慎吾が電話に出たようだ。音が少し漏れているけれど、なにを話しているのかまでは聞き取れない。

「……そーそー、俺」

　あまりにも予想外の告白だったから、涼介くんがウソをついているのでは？なんて妄想をしたくなったけれど、やっぱり涼介くんと慎吾はちゃんと面識があった。つまりは双子の兄弟で。いや、当たり前なんだけどね。慎吾からのメッセージにも、しっかり『涼介』って書いてあったわけだから。

　それでも、このふたりが別々に育った双子という残酷な事実はウソであってほしかった。

　涼介くんが電話しながら車の外に出ていってしまう。

　……別に聞き耳たてるわけじゃないのにな。いや、絶対にたてないという自信はないけれど。

　涼介くんの立っている後ろ姿を車の中から眺める。そして、『あぁ、本当だ。慎吾に似ている。なんで今まで気がつかなかったんだろう』とぼんやりと思った。










答え合わせ




「ここって……」

　涼介くんに連れてこられた場所で、きょろきょろと辺りを見渡す。

「あ、知ってる？　けっこう穴場だと思ったんだけど」

　知っているもなにも、ここは私が慎吾に三十歳の誕生日プレゼントをもらった公園だもの。……久しぶりに来たな。この場所を指定したのは、涼介くんと慎吾、どっちなんだろう。

　そんな、どうでもいいことが気にかかる。

「涼介くん、慎吾を悔しがらせれば、それで満足なの？」

「……さぁ」

「さぁって……」

「俺の気が済めば、それで満足」

　涼介くんが遠くを見つめて笑う。

「慎吾はなにか涼介くんにひどいことをしたの？」

　つい質問攻めになってしまう。慎吾が涼介くんにひどいことをしたわけじゃないのは、さっきの説明で充分分かっていたけれど、それでもやっぱり、あまりに理不尽な感情に涼介くんが振り回されている気がして。私は、涼介くんにも慎吾にも傷ついてほしくない。

「自分の運命を恨んで、親を恨んで、世間を恨んで。こんなヤツら、いつか見返してやる……って腹の中で毒づいて。そうやって俺が必死で生きてきたんだから、当然、片割れのアイツだってそういう思いをしてきているはずだろ？　しかも、アイツのほうが金銭的に圧倒的に不利だったんだ、子どもの頃は。俺以上にキツい思いをして、俺のことをうらやむはずだろ」

　涼介くんはスッと伸びた手を胸のところで組んで、長い足でうろうろと公園を歩きながら話す。そんな姿も様になっていて、かっこいい。

　でも、精いっぱいかっこつけて悪ぶっているんだろうけど、私には泣いている子どもと同じにしか見えない。その容姿だけじゃなくて、本来の優しさをもってすれば、涼介くんが本当に欲しい物は手に入ったんだと思う。誰かに必要とされる喜びや、ひとりじゃないという安心感、自分じゃない誰かの幸せを願える安らぎを。

「みんなバカだよね。佑美ちゃんもだよ。グイグイ言い寄ってくる、今時珍しい肉食系の泉商事の社員と結婚すれば、幸せになれるとでも思った？」

　痛いところをつかれる。

　そうだよね。でも、私もきちんと言わないといけない。

「涼介くんの〝条件〟に揺らいだことは認めるよ。こんな普通のなんの取柄もないアラサー会社員にグイグイ来てくれるのも、おかしいと思いつつ嬉しかった。付き合うとなったからには、本気で好きになろうとした。そしたらいいところ、たくさん見つけたよ。涼介くんは自分で言うほど悪い人じゃない。無理して誰かを憎まずに、本当に好きな人と幸せになればいいじゃない」

　きちんと伝えたいから、しっかり涼介くんの目を見て言う。

　どうにかして、その怒りを鎮めてあげたい気持ちになる。そんなことに振り回されている涼介くんのためにも、なんの悪いこともしていない慎吾のためにも。

　涼介くんがしれーっと、バカにしたような冷めた顔で私を見る。

「本当に好きな人、ねぇ……。佑美ちゃんは、好きな人がいるくせに、グイグイ来てくれるイケメンとの結婚に目がくらんだんだろ？　女なんて、みんな結局そこなんだよなー」

「す、好きな人……？」

「バレてないとでも思った？　自分と一緒にいる子の気持ちがどこに向いてるかくらい分かるよ。慣れっこだよ、そんなの。またか、と思うだけ」

　……ん？　またか？　もしかして、涼介くんは前にもそんな思いをしてきたの？　そうか。それなら納得できる。訳の分からない涼介くんの主張のトリックに気づいたかもしれない。

「涼介くん、もしかして沙耶香ちゃんのこと……」

　私の言葉に、涼介くんの肩が一瞬震えた。

「やっぱり。沙耶香ちゃんのことが本当に好きなのね？　だけど今さら戻れなくて、後悔してるんじゃないの？」

　やっと分かった。涼介くんは、慎吾にダメージを与えるために付き合いだした沙耶香ちゃんを本当に好きになってしまったんだ。だけど沙耶香ちゃんとは、もともとそういう約束だったから、今さら本気で好きになってしまったとは言えなかった。それで余計に、慎吾を陥れることに気持ちが向いてしまったのね？

　涼介くんの、慎吾を傷つけようとする攻撃の原動力は、憎しみじゃなくて、きっと〝好きな人に愛されたい〟という寂しさだと思う。

「佑美ちゃん、探偵気取り？　それとも占い師にでもなったつもり？　似合わないよ、そんなの」

　腕組みをほどいて腰に手をあて、呆れたように涼介くんが言う。

「ね、涼介くん。沙耶香ちゃんに、ちゃんと想いを伝えたら？　私も、慎吾に告白するから」

「……は？　佑美ちゃん、言ってることおかしいよ？　俺と沙耶香は、もう必要がないから恋人じゃなくなった。だけど、俺と佑美ちゃんが恋人になってからも、何回も会ってるんだよ……悪いけど」

　そういうことか、と思わず手を叩きたくなる。

　ビアガーデンで志帆が見かけたカップルって、涼介くんと沙耶香ちゃんだったのかもしれない。

　そのことに不思議とショックはなくて、むしろホッとした。

　涼介くんってば、本当に不器用なんだな。

「涼介くん、あのね、私……慎吾が好きなんだ。だけどね、慎吾は私のことは好きじゃないの。だから、得るもののない、自分が傷つくような攻撃は、もうやめて」

　言いながら、私を置いて走り去る慎吾の後ろ姿や、私には関係ないと困ったように言った慎吾の顔が浮かんできて、どんどんつらくなる。

「……なぁ」

　背後から聞こえた声に、ぎくりとする。まさか、と思いながら恐る恐る振り向くと、そこにはよく知っている姿があって……。

「し、慎吾……」

「いやもう、すごく出にくいんですけど。ふたりとも、俺と待ち合わせてること忘れてるだろ」

　慎吾が所在なさげに頭を掻きながら立っていた。

　今の話、き、聞かれた……？

「慎吾……」

　涼介くんも驚いている。

「慎吾、いつからいたの？　なんか聞こえた？」

　困る、困る。めちゃくちゃ困る。私、慎吾のこと好きとか言っちゃったし。お願い、たった今到着していますように。もしくはかなり無理があるけど、慎吾が難聴でありますように。

「多分、ほとんど聞こえてないよ」

　なおも頭をポリポリと掻きながら言う慎吾のセリフに、ホッとする。

「けっこう穴場だと思ったんだけどな、の辺りからしか」

　ちょっと待って、それっていつだっけ？　……えーと……いや、それ、スタートなんですけど……。完全に最初からなんですけど……。

　もうダメだ、と目の前が真っ暗になる。

「慎吾……あ、あのね、これはね……」

　どこからなにをどうやって言えばいいんだろう。だって、好きだってことを聞かれちゃったんだよね。もう今さらなにをどう取り繕っても無駄な気がするけど、なんとかしなくちゃ。

　気持ちばかりが焦ってなにを言うかまとまらないけど、とりあえず慎吾の方を向く。

「あの……さっきの話なんだけど……」

「佑美は、とりあえず後回し」

　慎吾が私の身体を器用にくるっと回転させ、後ろにあるベンチを指差す。

　えーと、そこで待っていろと？

　示されたベンチにおとなしく腰掛けて、ふたりに目を向ける。

　改めて遠くから見ても、絵になるふたりだな。イケメンが顔をつき合わせて夜の公園で話すなんて、なかなか見られるシチュエーションではないもんね。眼福だわ。

　そんなくだらないことを考える私に背を向けて、慎吾が涼介くんと対峙している。

「俺ね、沙耶香ちゃんに告られたんだ」

　ちょっと、慎吾ってば！　アンタ、これまでの話、聞いてたんじゃなかったの!?　そんな話、涼介くんにしてどうするの……。

　ヒヤヒヤしつつも、私も結局、慎吾と沙耶香ちゃんの関係が曖昧で気になっているから、つい耳をそばだててしまう。

「だけど、俺ね、断ったの」

　慎吾の声音は淡々としていて、落ち着いている。

　憧れのマドンナと付き合っていないという言葉は、やっぱり何回聞いてもまったく意味が分からない。

「沙耶香ちゃんね、付き合ってた人がいるんだけど、ソイツにね、たくさんの男と付き合えって言われたんだって。お前にはもっといい条件のヤツがいるからって」

　……あれ？　その話って……私がついさっき聞いたやつじゃない？　でも、聞いた話と少し食い違うというか、ニュアンスが違うというか……。どういうこと？

　聞きながら、私はひとりヤキモキする。

　涼介くんは静かに聞いている。キレイな顔は、悲しいとも怒りとも違う、驚くほどに無表情で、私なんかよりよっぽど平常心でいるように見える。

「だけど、沙耶香ちゃんはソイツのことが本当に好きで。でも自分にもプライドがあるから、言われた通りいろんな人とデートをしていたんだって。そうしていれば、ソイツの〝彼女〟でいられるから」

　慎吾の話を聞きながら、思わず声が出そうになる。

　沙耶香ちゃんと涼介くんは本当の意味でも両想いなんだ……。

　それなのに涼介くんは、なにも言葉を発しない。

　お願い、心を開いて、涼介くん。幸せになるチャンスがきっとすぐそこまで来ているよ。

　慎吾が、とても穏やかな優しい声で話を続ける。

「それなのにある日、もう用なしだって言われてフラれたんだって。ソイツが、誰かへの当てつけで自分を利用していることは最初に聞いて知っていたけど、自分のほうを向かせる自信があったのに、って。自分なら、いつかそんな目的なんて関係なくなるくらい、ソイツのことを幸せにできると思っていたのにって」

　その瞬間、涼介くんの足元の砂がジャリッと音を立てる。

「沙耶香ちゃんね、泣いてたよ。今さら好きなんて言えないって。自分が本当の気持ちを伝えなければ、これからも会えるからって。だからもう、とりあえず誰でもいいから付き合って忘れようと思った、って」

　まるで、泣いている子どもをあやしているかのように、優しく柔らかく、慎吾の声が夜の公園に広がる。決して大きい声ではないのに、しっかりと耳に届く。

　つまり、慎吾は沙耶香ちゃんに、寂しさを埋めるために利用されそうになったってこと？

　想像するだけで胸が苦しくなる。

「誰なんだろうね、そんなひどいことするヤツ。本当はすごく優しくて寂しがり屋なんだって」

「お前さ、適当な話作ってバカにしてんの？　俺のこと」

　涼介くんの声が震えている。

　どうしよう、もしも殴り合いみたいになっちゃったら、私がこの長身のふたりを止めに入らないと……。いや、問題はそこじゃないけど。

　すると、慎吾の優しい声が響く。

「バカになんかするわけないだろ。涼介は、俺の自慢の兄貴だ。俺たちの会社の人気ナンバーワンのマドンナすら惚れさせる、本当のいい男だ」

　聞いていて、さらに胸が痛みを増す。

　慎吾は、結果的にフラれていたんだ……。なのに私、何回も何回も幸せなのか聞いたりして、傷をえぐるようなことをして、なにをやっているんだろう。

「ちなみに、沙耶香ちゃんを駅前のカフェに呼び出してある俺、天才」

　慎吾が、けっこうなレベルのドヤ顔をする。

　な、なにやってんの、慎吾……。

「お前……」

　涼介くんの呆れたような声。

「俺が幸せなのは、尊敬できる兄貴がいるからだ。昔も今も。ちなみにそのカフェは、『桜餅パルフェ』が衝撃のまずさだった、あの店な」

「……あそこか」

　いや、なにその思い出。イケメンふたりでパフェ？　しかも桜餅味？　その上、まずい？　むしろ名前を聞いた時点で、まずそうだと分かりそうなものだけど。でもって、なんでパルフェ呼ばわり？　どうしよう、謎すぎる。

　ヘビーな話に続くまさかの桜餅パルフェとやらに思考回路が掻き乱されつつ、ふたりの姿を身じろぎもせず見つめ続ける。

「慎吾……ありがとな」

　その時、涼介くんが笑った。

　久しぶりに見た柔らかい表情に、私までじんと胸が熱くなる。

「いや、ちゃんと取り戻してから言えよ」

「……だよな」

　涼介くんが歩きだして、まっすぐ私の前に来る。

「佑美ちゃん、騙しててごめん。でも、今だから言うわけじゃないけど、佑美ちゃんのことなら好きになれるかもしれないって思ってた。……だから余計に慎吾のことが気にくわないってのもあった。ごめんな、巻き込んで。さすが兄弟、好きなタイプ似るんだな。……それから、ありがとう」

　ふわりと優しく抱きしめられて、胸が切なくなる。

「涼介くん……頑張って」

　私は〝いい条件〟に揺らいで、結婚するんだと自分に言い聞かせて、涼介くんを好きになろうとした。そんなのは間違っているけれど、私は涼介くんから確かに〝幸せ〟をもらっていたよ。ありがとう。涼介くんが本当に好きな人に、今度こそ素直に想いを伝えられますように。

　私の言葉に涼介くんは頷き、公園を颯爽と出ていく。その後ろ姿はあっという間に小さくなってしまった。

　その時、ぼすっという後頭部への衝撃に身をすくめる。

「惜しかったなー、とか？」

　慎吾の声が背後から降り注ぐ。

「痛いんだけど……。別に惜しくないし」

「だって、泉商事だよ？　グイグイ来てくれるイケメンは貴重なんだろ？」

「なに言ってんの、今さら。今までの流れ、お伝えしましょうか？」

　いやいや、そんなおふざけよりも、なによりも……。

「ねぇ、聞きたいことが山ほどあるんだけど」

　はやる心臓を押さえつけたい衝動に駆られながら、首を斜めに持ち上げて、大好きな人の顔を確認する。そこにはちゃんと、慎吾が立っていて……。

「俺もあるんだけど、どっちが先に言うか、じゃんけんで決めるか？」

　慎吾は、たった今まで真剣な話をしていたとはとても思えない、いつも通りの感じで、逆に面食らってしまう。

「もう。そういう冗談はいいから。ね、とりあえず、慎吾は私の……その、プロポーズされた相手が涼介くんだって、いつから知ってたの？」

「俺？　さっき」

　予想以上につい最近なんですけど、と思わず慎吾にツッコみたくなる。

「さっき、って……？」

「お前が昼間、沙耶香ちゃんと俺の話をしたとか言ってたからさ、余計なことを言ってないか気になって連絡してみたんだ。お前ずっと俺たちのこと……ていうか、俺の気持ちを勘違いしてそうだったし。沙耶香ちゃんと俺はもうとっくに、お互い頑張ろうって話をしてあったのに」

　慎吾はうろうろと公園の中を歩き回り始める。

「……お互い頑張ろう？」

　なに、その部活みたいなノリ。

「で、その時に沙耶香ちゃんから、佑美の相手が俺の兄貴の涼介だって聞かされて」

「沙耶香ちゃんはふたりが双子だって知ってたんだ？」

　意外な事実に、思わず声が大きくなる。

「本人に聞いてたみたい」

「でも、私だって涼介くんの名前を出したことあるじゃない？」

「まさか自分の兄貴だと思うわけねーじゃん。……あんな、昔からの涼介の気持ちも、知らなかったし……」

　そりゃ、そうだよね。慎吾は、生き別れた双子の兄である涼介くんを本当に慕したっていたんだから。

「ていうかさ」

　慎吾が背筋をしゃんと伸ばし、私の方を向く。

「冗談抜きで、佑美は大丈夫なの？」

「な、なにが……？」

　慎吾の言葉の意味が分からなくて、聞き返す。

「涼介のこと、好きだったんだもんな。俺、沙耶香ちゃんを店に呼び出したりして、なんつーか……お前の失恋の手伝いをしちゃったっぽいっつーか……」

　すまなそうな表情を浮かべて背中を丸め、気まずそうにもごもごと言う慎吾。

　うわぁ、えーと、なにこの人、本気の天然？　さっきの聞いてなかったの？　いや、聞いてたよね？　私、思いっきり慎吾が好きって言ったんだけど……。

「慎吾……さっきの私と涼介くんの話、聞いてたんじゃなかったの？」

　恐る恐る聞いてみる。

「うん、佑美が必死に涼介を説得しようとしてくれてるのは聞こえてた。だからって、あれじゃあ涼介を納得させるのは無理だろって思ったけどな」

　慎吾は楽しそうに笑っているけど、私は本当に慎吾が好きなんだよ？

　だけど、そんな想いを本人に面と向かって伝えるのは恥ずかしすぎて、言葉にできない。

「慎吾はこれからどうするの？」

　慎吾のほうこそ、涼介くんと沙耶香ちゃんの橋渡しなんてしちゃって……。ずっと大好きだった分、失ったダメージは大きいはず。もう何カ月も経つけれど、どれだけ傷が癒えているのかは、分からない。

「んー」

　慎吾が空を仰ぐ。

　あ、私また無神経なこと聞いたかな？　どうもうまくいかない。

「俺ねー、自分にも周りの人にも、マドンナが好きなんだって言い聞かせてたんだよ、ずっと」

「え……？」

　言い聞かせるって、どういうこと？

　意味が分からず、頭の中で反芻する。

「あ、もう、ずっと前からね。だから、さっきのやつがやけくそな告白だとしても、嬉しかったのは、まぁまぁ本当」

　……なんの話だろう。私の情報処理能力は、とても低いみたいだ。

「だって、ダサいだろ？　就職して、一番身近な同期のことを好きになるとか。社内恋愛なんて、世界の狭いヤツのすることだと思ってたし。だからせめて、好きだという存在は、誰もが認めるマドンナじゃないと格好つかないだろ、みたいな」

　上を向いて首が痛くなったのか、首の後ろを押さえながら、慎吾は形のいい唇を尖らせながら小さい声で言う。

「えっと……同期って、誰のことを言ってるの？」

　思わず慎吾の横顔を盗み見る。

　慎吾は、まっすぐ前を向いている。整った横顔は、見慣れているはずなのになんだか新鮮だった。

「ご飯をもりもりよく食べて、よく笑う、一緒にいると落ち着くヤツ。どうにかさりげなく自然な形で十年後をキープして、密かに安堵してたのに、他のヤツにプロポーズなんてされちゃって」

　なにそれ、ウソでしょ？

　まさかという思いで、全身が耳になったように集中して慎吾の言葉を拾う。ひと言も聞き漏らしたくない。

「……その間にその人、他の誰かと結婚しちゃうかもしれないじゃん。十年って、ものすごく長いよ？」

「そんなの、あの手この手で阻止するに決まってんだろ！」

　慌てたように慎吾が声を荒らげ、握りしめた両手をボクシングのように交互に前へと突き出す。

　……ウソだよね？　心臓の音がさっきからやけにうるさい。

「だから今、本当はすごく浮かれてる。佑美には悪いけど、涼介と沙耶香ちゃんが元サヤに収まれば、俺にまたチャンスがあるかもって」

　固まる私の耳元で、慎吾の声が囁く。

「俺ね、佑美のことがずっと前から好きなんだ」

　ウソみたい。十年後なんて口約束を大切に温めてはいたけれど、慎吾は沙耶香ちゃんが好きで、慎吾のことが好きだと自覚した時には諦めなくちゃいけなくて。同期として、相談に乗るポジションにいることにして。それに、涼介くんに揺らいだのも事実で。だけど結局、慎吾のことが好きで……。だけどもう、諦めなくていいってこと？

「私も、慎吾のことが好き」

　放った言葉が、宙に舞う。

　慎吾がビックリした顔で私を見ている。

「……やけくそ的な？　いいよ、俺、涼介の代わりでも。俺もそれなりに、ほら、モテますし。佑美にとっては、涼介の劣化版って感じるだろうけど」

　違うよ、なんでそうなるの。私の想いをきちんと伝えたい。

「きっと、やけくそは、涼介くんと付き合おうとしてた時の私。慎吾を気になる気持ちがだんだん膨らんで、そんな中で慎吾の恋を応援しなくちゃいけなかった私の気持ち、想像してみてよ」

　一気に気持ちを吐き出す私を、慎吾がじっと見つめてくるのが改めて恥ずかしい。

「……俺、お前にヤキモチ焼かせたいっていう子どもみたいな考えで、マドンナのことを大げさに言いすぎてた部分もあるのかもしれない、無意識のうちに」

　慎吾がサラリととんでもないことを言う。

　なんですか、その事実。

　どうにか言い返そうと慎吾の前に回り込んだ私の身体が、ふわりと包まれる。気がつけば、慎吾にすっぽりと包まれ、抱き合う形になっていて、動揺してしまう。

「ちょ……！　なに！」

「なんか責められそうな予感がしたから捕まえてみた。俺のかわいい子を」

『かわいい』という単語、『俺の』という響き、そして、この体勢。どれを取ってもドキドキしすぎて、もうどうにかなってしまいそうだ。

「そんな言葉でごまかされ、な……んっ、ん……」

　言い終わる前に、私の唇は塞がれてしまった。

　優しくて温かくて深いキスは、なかなか終わらない。離れたくないという気持ちが、強くハッキリと自分の中に見える。

　ふっとほんの少し離れた唇から、慎吾の言葉が漏れる。

「お前がいるなら、俺の世界は狭くてもいいわ」

　返事をしようと思ったけれど、また柔らかく唇を塞がれ、私の思考は止まってしまった。




「……フフ」

　長いキスが終わった後に、ふたりで顔を見合わせて笑う。

　幸せでどうしようもなくて、ただ見つめ合う。でも、この予想外のシチュエーションに急に気恥ずかしさを覚えて、空気を変えたくなり、違う話を振ってみる。

「皆で行ったビアガーデンの帰り、全力で私の誘いを断って走り去ったじゃない？　あれ、本当に予定があったの？」

「いや、なんかあのままふたりで会ったら自制心働かなくなりそうだったから……。皆でいるのにふたりでこっそりメッセージやりとりするとか、もう興奮しちゃうじゃん？」

「変態」

　慎吾がいつものようにふざければ、私もいつものようにそれに応える。そして、こうやってふたりでベンチに座って、いろんな〝答え合わせ〟をしていると、今までのこと……慎吾とふたりで沙耶香ちゃんのデートシーンを目撃した時の重い空気感とか、慎吾が沙耶香ちゃんに告白されたとメッセージで報告してきた時のなんとも言えない気持ちとか、抱きついた慎吾の背中がとても温かかった時のことなどが走馬灯のように思い出されて、今のこの状況に、心から幸せな気持ちになる。

　泣いていた過去の私に教えてあげたい。ちゃんと幸せになれるよって。

「あの約束に私、ずいぶん助けられてきたんだけど……あれ、無効ね」

「は？」

　驚く慎吾をよそに、ベンチからひょいと立ち上がる。足元にしっかりと地面を感じる。

「あと八年も、待てない」

「奇遇だな。俺も同じことを思ってた」

「え……？」

　慎吾の口調が思いのほか真剣で、ドキッとする。

「明日にでも結婚したい。今すぐにでも、お前を俺の物だってみんなに言いふらしたい。なんなら、もうこれから一ミリも離れたくない」

　キッパリと言い放つ慎吾の言葉は、ひとつひとつを噛みしめたいけれど、許容量を遥かに超えてしまっていて、私はただ口をパクパクさせることしかできない。

　そんな私に、慎吾がいつもの茶化すような顔つきになる。

「それに、俺もいつまでピチピチでいられるか分かんないし？」

「いや、多分それ、私のセリフだし……」

　その瞬間、ふたりの笑い声が夜の公園に響く。

　どちらからともなくつないだ手は、とっても温かくて……。

「あーあ、マドンナがよかったなー」

「あーあ、イケメン商社マンがよかったなー」

「……ウッソー」

「……ウッソー」

　完全に同じタイミングで、同じセリフが宙を舞う。さらに声のトーンも完全に一致していた気がする。

「ハモってんじゃねーよ」

　とても嬉しそうな顔で私のおでこをチョンと小突いて慎吾が笑う。

　私たちは、きっと幸せになれる。

　慎吾の笑顔を見ていたら、心の底からそう思えた。
















番外編










帰り道




「……いたいた、見てみ、笑ってる」

　慎吾が頭の上から小声で言う。

「ちょっ……見えない！」

　私たちは、あれからカフェにこっそりと様子を見に来ていた。

　涼介くんと沙耶香ちゃんがその後どうなったか見てこようと言いだしたのは、慎吾。だけど、カフェの中は外からよく見えなくて……。

「背伸びしろ、背伸び」

「無理ー、なんかここ狭いし、植え込みの枝が刺さるもん」

　ちょうど中が見えそうな小窓のところに来たはいいけれど、私たちは完全に不審者。通報されてもおかしくないほどだ。

「ほら、危ないぞ、横」

　ぶっきらぼうに言いながら、慎吾が私の身体を引き寄せる。そのまま、その大きな手が離れないので、私の意識はついつい自分の肩に集中してしまう。

　身体の右半分と、腕の回された背中、それから左肩。とにかく慎吾と触れている部分がどうしようもなく熱い。

　涼介くんと沙耶香ちゃんのその後を見届けに来たはずなのに、慎吾の身体のぬくもりと力強さから、さっきのキスを思い出し、場違いにドキドキする私。

「……お前、なんか今、エロいこと考えてるだろ？」

「べっ別に、全然！　なによ！」

　むきになって言い返す私を見て、慎吾が声を殺して笑う。

「佑美ちゃん、やーらしー」

「違っ……」

　――チュッ。

　おでこに軽くキスをされ、もうなにも言えなくなってしまう。調子が狂うけど、嫌じゃない私がいる。

　気を取り直して、本来の目的のため、このありえない密着は気にしないことにする。

「うーわー、まずいっつってんのに、食べてる、桜餅パルフェ」

　この密着度などまったく気にならないらしく、平然と慎吾が小窓を覗きながら実況中継を再開する。

「……秋冬メニューに桜餅はないんじゃ……てか、見えないんだってば……で、なんでパフェじゃなくてフランス語？」

　どうにか中の様子が見えないか、自分の身体をくねらせたり伸ばしたりしながら慎吾に尋ねる。

「うるせーな、ネーミングした店長にでも聞け……ってヤバい、ウェイターと目が合った、逃げろ！」

　慎吾に追い立てられて、茂みから転がり出る私たち。手をつないで走ると、風がとっても冷たくて、なんだか笑いだしたくなる。

「なー、お似合いだったなー、あのふたり」

「いや、だから見てないっての……」

「牛乳飲んで伸ばせ！　今から」

「もう無理だって……」

　走るのはやめたけど、手はつないだまま。

「あーでも、小さい女子かわいいなー。女の子が産まれたら、佑美に似てるのがいいなー。あ、あと俺、男子にはサッカー教えるから！」

　スラリと長い脚で、ボールを蹴るような仕草をしながら楽しそうに言う慎吾は、本当に嬉しそう。その笑顔を見ていると、無条件でこっちまで笑みがこぼれてしまう。

「慎吾、サッカーやってたの？　初耳ー」

「やったことがないからこその夢の押しつけだ！　親の特権！」

　ねぇ、ちょっと、普通の顔をして話しているけど、今、将来の子どもの話、したよね？　ダメだ、なんかもう、嬉しいとか楽しいとかそういう気持ちが完全にキャパオーバーだよ。

　私のそばには、大好きな人がいる。努力をしなくても、自然に気持ちが溢れてしまう、好きな人。

　私と慎吾は、同じ未来に向かって歩いている。

　そう思うと、ただのアスファルトの道路が輝いて見えた。





ＥＮＤ












あとがき




　夏の蒸し暑い夜に、今回のありがたいお話をいただきました。前作の時も『夢みたい』と思いましたが、今回もやはりそう思っています。




『結婚に興味があるけど……』と悩むアラサーのお話を書くのも読むのも大好きで、直球でぶつけてみよう、と書いたのがこの作品です。

　実体験などを交えるのは苦手なので完全に創作ですが、自分の友達の恋を応援するような気持ちで読んでいただけたら幸いです。




　ベリーズカフェで載せていただいた時とは、設定がいろいろと変わっています。はじめは、うまく調整できるか自信もなく、実際さじ加減を間違えたりもしました。

　けれど、校正しながら、自分でもよく書き表せなかった心の動きなどが明確に文字となり、嬉しくて叫んでしまいそうでした。

　そしてそれはもちろん私の力ではなく、温かい励ましで書く気持ちを奮い立たせてくださった担当の増子真理さん、思わず『そう！　まさにそういうことが言いたかったんです！』と膝を打ちたくなるような的確な校正をしてくださったヨダヒロコさんのおかげです。そしてそこに、思わず手に取りたくなるような可愛らしいイラストを描いてくださった椎名菜奈美さん。関わってくださった編集の皆様。

　本は、たくさんの人の力でできているのだとつくづく思います。この場を借りてお礼申し上げます。

　だけど、一番はやっぱり読んでくれた読者の皆様なのだと思います。作品にコメントをくれたり、評価をしてくれたり。閲覧数が増えていくと、本当に嬉しくて。励みになり、今現在も頑張る源になっています。どうもありがとうございます。

　そしてそして、今これを手に取って下さる方に、なによりも感謝の気持ちを込めて。

　この本を手に取り、そしてこんな最後のページまで目を通してくれて本当にありがとうございました。
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